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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













　プロローグ




　一歩進めば大地が腐ふ敗はいし、二歩進めば火山が呻うめきを上げ、三歩進めば海が涸かれあがる。

　もはや魔ま法ほうを使っているのかさえ分からない。存在するだけで全すべてを破は壊かいする破壊神。

　そう比ひ喩ゆされる存在を、この世界に住む者は『魔ま王おう』と呼ぶ。

　他ほかの者と何も変わらない容姿なのに、放つ気配はもはや天災となんら変わらない。

　力が無ければ魔王に滅ほろぼされるだけ。大人も子供も男も女も関係ない。

　だからこの街はただ破壊されていた。

　つい先ほどまでは。

　逃にげ遅おくれ、泣き叫さけぶ幼い少女。それを抱だき上げる母。魔王が親子に苛いら立だつように拳こぶしを突つき出す。

　その拳が最後まで突き出されていたら、親子どころか街が一いつ掃そうされていただろう。

　だが、そうはならなかった。

　魔王と親子の間にデニムパンツを穿はき、深めのＶネックのＴシャツの上にシャツを羽織っている少年が立ちはだかっていた。魔王の拳を摑つかみ、魔王を見下すような笑えみで睨にらむ少年がいる。

「なんとなく間に入ったが、どっちが悪者か教えてもらっていいか？」

　少年の目は鋭するどく、お世辞にも温おん厚こうな顔とは言い難がたい。それでも瞳ひとみの奥に光る太陽にも似た優やさしさと温ぬくもりを怯おびえる少女は感じ取っていた。

「……」

　親子は怯えて答えられる余よ裕ゆうは無く、魔王は答えるような口を持ち合わせていない。

　痺しびれを切らし、魔王が動く。

　摑まれていた手を剝はがし一歩下がり、拳を少年目め掛がけ振ふるう。そこから生まれた衝しよう撃げきはそのまま広がり街を破壊するはずだった。

　だがそうはならない。少年が腕うでを軽く払はらうだけで、衝撃は相そう殺さいされる。少年も同じような衝撃を放ったのだ。

「……」

　変わらず魔王は無言のまま。だが、目には明らかな意志が存在する。その意志を完全にくみ取る事はできないが、明らかに少年を戦う相手と認めている事だけは分かった。

「ヘッ、いいじゃねぇか、おい！　どんな理由があるか知らないが、俺に挑いどもうって奴やつは久ひさし振ぶりだ！」

　魔王が踏ふみ出すと同時、同じように踏み込む。お互たがいの拳がぶつかり合う。今度は相殺されない。拳同士がぶつかった衝撃は周囲に暴風を生んだ。

　押し勝ったのは少年だった。魔王はそのまま吹ふき飛ばされ、自らが築き上げた瓦が礫れきの山へと突とつ撃げきした。

　一呼吸を置く間もなく、魔王が瓦礫から飛び出してくる。少年はそれを予想しており、飛び出したと同時に顔面へ蹴けりを一発ぶち込んだ。

「っ！」

　想像だにしていなかった一いち撃げきに、思わず魔王の思考が停止する。しかし少年の追つい撃げきはそこで終わらない。

　吹き飛ぼうとした魔王の腕を摑み引き寄せ、顔面へ拳を打ち込む。首から上が消し飛んでもおかしくない一撃が続けて何発も魔王の顔にたたき込まれていく。

「おいおい、興きよう醒ざめだな！　こんな雑ざ魚このくせに俺に挑もうとしたってのかっ!!」

　一歩進めば大地が腐敗し、二歩進めば火山が呻きを上げ、三歩進めば海が涸れあがる。存在するだけで全てを破壊する破壊神。

　そう比喩される存在を『雑魚』と比喩する少年。

「……そうか……」

　初めて喋しやべる魔王の声。その声はあまりにも異質だった。老ろう若にやく男なん女によの声が同時に聞こえるのだ。重なる多種多様の声こわ音ねが、魔王を特とく殊しゆな存在である事を痛つう烈れつに印象づける。臆おくしたわけではないが、少年は手を止め、続ける言葉に耳を傾かたむけた。

「……お前が……次の……。ククッ」

　一度小さく笑うと魔王の体が鈍にぶく光り出す。

「っ!!　てめぇ、まさかっ!!」

　ただ光っているだけではない。熱の膨ぼう張ちようを肌はだで感じ、周囲を巻き込む可能性がある類たぐいの魔法だと気付いた少年は振り返る。まだ親子がいる。それだけじゃない。爆ばく発はつの規模が想像できない以上、どこかに隠かくれているかもしれない者も巻き込まれてしまう。

「……チッ」

　それは少年の本意ではなかった。だがやるしかない。

「……名を……」

　魔王は少年に問いかける。

「……海かい斗とだ。海み月づき海斗」

「そう……か……。海月……海斗……その身体うつわ……が……次の……」

「ったく、暇ひまつぶしに異世界へ来て殺しをやるなんて、な」

　自分の拳を見つめる海斗。魔王もその拳を一いち瞥べつし、そっと目を閉じる。

「じゃあな。そこそこ暇つぶしにはなったぜ」

　海斗は拳を高速で魔王の心臓目掛け振り抜ぬく。体を貫つらぬかれ、周囲にあった熱の膨張が止まり発光現象も収まった。

　拳を抜き、魔王を地面へと捨てる。嫌いやな感かん触しよくが腕にまだ残っていた。

　倒たおれている骸むくろを見下ろし立ち尽つくしていると、

「あ、あの……助けていただいてありがとうございました」

　海斗が救った親子が歩み寄り、深く頭を下げた。

「助けようと思ったのは六割。残り四割は個人的な暇つぶしだ。気にする事じゃねぇよ」

　そう言って手をハラハラと振ってみせる。

「お兄ちゃん、ありがとう」

　母親の脚あしにしがみついている少女へ視線を送る。少し乱暴に頭を撫なでてやると、少女は嬉うれしそうに笑う。

　この時、いや正確には魔王を倒した時に海斗の体に異変が起きていた。それに気付いたのは頭を撫でられていた少女だ。

「お兄ちゃん。それな～に～？」

　少女は海斗の首くびを指差している。そこには、さっきまでは無かったアザが浮うかんでいた。







　一章




　春が終わり、夏の到とう来らいを告げるように森は青々しくなっていた。強めに吹いた一いち陣じんの風が木々を揺ゆらす。葉と葉が擦こすれ、心ここ地ちの良い音が鼓こ膜まくを刺し激げきする。

　そんな森の中で、刀を正眼に構えたまま陽ひ乃の瀬せ折おり鶴づるはそっと瞳を閉じた。

「勇者、かぁ」

　勝手に目標にされた存在だった。抽ちゆう象しよう的てきで具体性が無く、どうすればなれるのかも分からない。今でもそうだ。どうやったら勇者になれるかなんて分からないまま。

　そもそも勇者とはなんだ。折鶴が生まれて初めて持った疑問は、間ま違ちがいなくこれだろう。

　物心が付く前から武器を握にぎらされ、体を鍛きたえられ、義務教育が課せられる頃ころには、同年代とは比べる事さえできない身体能力を手に入れていた。

　それ故ゆえに苦労し、苦く悩のうし、怨うらみさえもした。勇者という言葉を聞く事も嫌になっていた。

　彼に会うまでは。

「勇者──フフッ」

　思わず笑みがこぼれてしまう。

「勇者勇者勇者勇者勇者勇者勇者勇者勇者勇者────────────────っ！」

　怨んでいるのかと言いたくなるほど勇者という単語を連呼している。息が続く限り言い続け、空になった肺に思い切り酸素を吸い込んだかと思えば、

「やっぱり海かい斗と君は凄すごいっ！」

　目を見開き、刀を上段から振り下ろす。その太刀たち筋すじに一いつ切さいの迷いは無く、目の前の大気は見事に両断されていた。

　折鶴が思い描えがく勇者像は海み月づき海斗に他ならない。海斗に出会うまで抽象的で具体性が無かった存在が、完全に固定された。

　自分の中でしか有り得なかった『海月海斗＝勇者』の事実が、今では世間一いつ般ぱんの事実となっている。自分が認める人が、世間に認められたのだ。これほど嬉しい事は滅めつ多たにあるものではない。

「また会いたいな」

　自分の中に投とう影えいされる海斗の姿は三年前の姿で、先日テレビに映った姿とは違ちがう。三年も追いつこうと描き続けた姿をそうそう今の姿にシフトできない。だから会いたいと願っているのか折鶴本人にも理解できなかった。

　折鶴は海斗へ恋こい心ごころを抱いているわけではない。見る角度を変えればそう見えるかもしれないが、折鶴が会いたいと願う理由は他にあった。

　自分の力がどこまで近づいたか試ためしたい。ただそれだけ。

　強い風が再び吹き付ける。その風に耐たえきれず、枝から若葉が剝がれ落ちた。

　剣けんを鞘さやに戻もどし、腰こしに添そえて集中する。風に運ばれてきた若葉目掛け剣を抜く。目にも留まらぬ速さの抜ばつ刀とう術で葉を分断してみせた。

　刀を鞘に戻し、小さく息を吐つく。

「会いたいなんて贅ぜい沢たくは、もっと力を付けてからだよね」

　自分の弱さを今の動きに感じ、まだまだと自分を鼓こ舞ぶするように声を上げた。

「今のままじゃ約束も果たせない！　もっともっと頑がん張ばろうっ!!」

　休きゆう憩けいしようと刀を置こうとした時だった。

「えっ？」

　唐とう突とつに足あし下もとが消失し穴が空いた。言葉の綾あやでも比喩でもない。本当に地面に穴が空いた。

　藻も搔がく間も無く折鶴は虚こ空くうへと消えていった。




　　　　＊




　人間界の日本という国にある東京都から、百キロメートルにも及およぶ車道と鉄道を走らせた巨きよ大だいな橋が南へと延びている。終着点には二年前に海月海斗が魔ま法ほうで造った島があった。『東京都の新しい島』を略し『東とう都と新しん島とう』と呼ばれるようになった。余談だが、島を造った海斗はこの名めい称しように納なつ得とくがいっていないらしい。

　島の人口は爆発的に増え続け、島誕生から一年後には商業で島の経済を支えられる程ほどにまで成長した。今では国からの援えん助じよも断り、東京都の新たな観光地としても知られている。

　もっとも島民の半数や観光客は、この島が造られた本当の理由を知らないでいるが。

　そして一週間前。東都新島は直径二十キロメートルも肥大化した。外周が肥大化したのではない。島の中心に直径二十キロメートルの広場が生まれ高台となり、島全体がそれに合わせ大きくなったのだ。

　それだけではない。東京都から延びた橋さえも島の変化に順応したかのように縮んだ。

　島の大規模な変化も橋の縮小も、海斗が魔法を使いたった一人で改変した。

　都民や島民からは驚おどろきの声が上がったが、造った本人の意志で誰だれに迷めい惑わくをかける事なく造り直されたら文句も言えない。それだけ海斗の存在は大きいものだった。

　高台が生まれてから二日後。今度は高台に学校が造られる。教室が五つしか無い小さな校舎、まだ机と椅い子すが無い事以外は普ふ通つうの学校だが、実のところ大きく違う。

　教室の床ゆか、壁かべ、天てん井じようにいたるまで見た目は普通だが全すべてが鋼鉄だという事。鉄製の靴くつで歩けば、甲かん高だかい金属音が鳴り響ひびく。

　窓は床から天井まで伸のびる巨大な窓だが、当然この窓も普通ではない。十トンの衝しよう撃げきまで耐えられる強化ガラスを使用し、多少どころか相当の攻こう撃げきにも耐えられる仕様だ。

　そして現在、教室には窓に寄りかかる女性と、教きよう卓たくの前に立つ海月海斗の姿があった。

「準備はいいか、イヴ？」

　海斗に問われたイヴ・ルオルティアは、大きな胸を持ち上げるように腕うでを組んで微笑ほほえむ。

　ただでさえ豊満なイヴの胸が腕に持ち上げられ、さらに強調されている。

　海斗はラフなシャツにデニムという格好で、イヴはビジネススーツを着ていた。だがイヴの着こなしは正しいとは言い難がたい。

　タイトスカートはかなり短く、着用しているシャツは第二ボタンまで開いている。

　ただでさえ露ろ出しゆつしていた胸の谷間がこれでもかとアピールしているのだ。海斗も十七歳の健全な男子。それが気にならないわけがない。

　羞しゆう恥ち心しんを持つ健全男子なら、見たいのを我が慢まんして視線を逸そらしたりするものだが、海斗は健全ではあるが羞恥心のないタイプだ。恥はずかし気もなく堂々と胸を凝ぎよう視ししてみせる。その姿に下げ劣れつな雰ふん囲い気きはなく、さながら美術品を見ている芸術家にさえ見えてくる。

「男というのは胸にそこまで興味があるものなのか？」

　海斗の視線に気づき、イヴは海斗に問いかけた。

「おぉ、興味アリアリだね。第二次性せい徴ちよう期を終えた男は特にだ。ってか二十二歳にもなってそんな事を訊きくかよ？　あぁ、そういやイヴは恋れん愛あい経験ゼロだったっけ？」

　隠す事もなく海斗は素す直なおな気持ちを口にする。良くも悪くもイヴは海斗のこういう所が好きだった。だからこそ冗じよう談だん交じりで言葉を返す事ができる。

「私の恋愛に関してはどうでも良いが、興味があるというのは困るな。これから私の教える子は君の言う第二次性徴期を終えた年代ばかりだ。君と違い下劣な視線を胸に向けられた時、どうしたらいいのか分からない」

「人の趣しゆ味み嗜し好こうはそれぞれ。胸だけじゃなく尻しりとかに興味がある奴やつもいる。踝くるぶしとかマニアックな部位に興奮する奴だっているぜ？　だから安心しろよ。ちなみに俺は尻より胸とか太もも派だからな」

「何を安心したらいいのか分からないが了りよう解かいした。君の性せい癖へきもしっかりと記き憶おくしておく」

　軽く笑いあった後、イヴが本題に戻す。

「駄だ目めだ、準備は整っていない。と言ったら君は止やめるのか？　そんな性格ではないと記憶しているよ」

「二年前も思ったが、相変わらず妙みような言い回しをするな。それで教師が務まるのか？」

「君が私に教師をやって欲しいと頼たのんだと記憶しているが、その君が疑ぎ問もん符ふを浮かべてどうする？　私には期待していないのか？」

　わざとらしく腰に手を当て、不満を表現してみせるイヴ。ククッと笑い、

「んな事ねぇよ、イヴ先生。んじゃ準備も完かん了りようしてるみたいだし、マジで呼ぶぜ？」

　コクッとイヴが頷うなずくと、海斗は悪い事を考えているような笑えみを浮かべ、

「文字通り死に物もの狂ぐるいに頑張ってもらおうか！　お前等にも期待してるぜ、次代の勇者さんっ!!」

　そう言うと、教室に異変が起きた。




　　　　＊




「きゃっ！」

　折鶴は大きな音を立て、盛大に尻しり餅もちをついた。

「痛いたたっ」

　お尻を摩さすり立ち上がろうとした時、

「うわっ!?」

「ふえっ!?」
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「なんだっ!?」

「おわっとっ!?」

　自分の周りに人が落ちてくる。見上げると、空中に黒い穴が空いていて、そこから人が次々と落ちてきていた。それを見て自分も同じように落ちてきた事を認にん識しきできた。

（……何が起きたの？）

　その疑問はもっともだった。

　突とつ然ぜんの事に多少は気が動転したが、落ちついた所で折鶴は立ち上がり、周囲を見み渡わたす。ここが教室である事、同年代がいる事。自分の中にある知識で理解できる事を一つずつ纏まとめていった。

「勇者？」

　誰かが呟つぶやく。全員の視線が一点へ集中し、折鶴も其方そちらへと視線を向ける。

　一ヶ月前、なんの前まえ触ぶれもなく人間界と魔ま界かいが繫つながった。その時、魔界へ飛び込み、破は壊かいの限りを尽つくしていた魔ま王おうを倒たおした事で勇者と呼ばれるようになった少年、海月海斗の姿がそこにはあった。

「……な、なんでっ!?　ど、どういう事っ!?」

　一番驚いているのは、他ほかでもない折鶴だった。

　つい先程まで海斗の事を考えていた。タイミングが良すぎるにも程がある。この現状は自分が引き起こしたのではとさえ思ってしまうほどだった。

「さて、戸と惑まどっているみたいだから、質問を受け付けるぜ」

「は、はい！」

　海斗が言うと、折鶴はいの一番に手を伸ばした。

「好きな女性のタイプは薙刀なぎなたが似合いそうな和風美人だ。良かったな、当てはまってて」

「へっ？　ち、違うよ！　別に異性の好みを訊きたいわけじゃなくて！　っていうか薙刀は実際に使うし！」

　海斗の返答に慌あわてて言い返す折鶴。

　ちなみに折鶴は肩かたまでかかる綺き麗れいな黒くろ髪かみが特とく徴ちよう的な女の子だ。イヴほどではないが、スタイルが良く『出る所は出ている』タイプを体現している。そのせいか、女性として決して身長は高くないのだが、高いような錯さつ覚かくを起こさせる。

　修しゆ行ぎよう中だった事もあってヘソが露出している短いスポーツウェアとスパッツという、動きやすく肌はだ色いろ率高めの服を着ている。そのせいか余計に出ている所が出ているように見える。

　ククッと笑う海斗に嫌いやな感情が見える気がしたが、海斗に発言を促うながされ本題に入った。

「な、何が起きたのっ!?」

「そうだな。その前に名前を聞かせてくれるか？」

「えっ？　……う、うん。私は陽乃瀬折鶴だけど……」

　自分の名を確認され、フルネームを告げる折鶴。

（あれ？　海斗君……私の事、覚えてない？）

「折鶴か。体つきは日本人離ばなれしてるくせに、日本らしい良い名前だな」

　折鶴の体を舐なめるように下から上へと見ていく海斗。一いつ瞬しゆん、何を言われているか分からなかったが、

「……な、なな、なななっ!?」

　理解しなければ良かった。分かってしまった途と端たん、顔が真っ赤になったのが自分でも分かった。今は体を見られてはいないが、恥はずかしくて体を隠かくすように抱かかえていた。

（海斗君ってこんな人だっけっ!?　私の中の海斗君像が崩くずれていくんだけどっ!?）

「んで折鶴の疑問は当然、ここにいるのはどうしてかって事でいいんだよな？」

「そ、そうだよ！　私の体がどうとかはどうでもいいんだってば！　……ここは何？」

　この疑問は折鶴だけではない。他の者も同じようで、強い疑問の視線が海斗へ突つき刺ささっている。

　その視線を受けて海斗がゆっくりと口を開く。

「魔王サマから素す敵てきなプレゼントをもらってな」

　ニヤリと笑う海斗。

「俺が魔王を倒した理由を知ってるか？」

　海斗が魔王を倒した事はここにいる者に限らず世界中の者が知っている。あれだけ大々的にテレビや新聞やＷｅｂニュースで報道されれば、嫌でも耳に入る。

　だが倒した理由については聞いた記憶が無い。前後左右にいる人と顔を合わせるが、誰だれ一人として明確な答えを持っていない。

「知る由よしもないか。誰にも言ってねぇし」

「「「じゃあ訊くなよっ!!」」」

「見事なハモりツッコミ。いいねぇ、お前等」

　ククッと笑い、海斗は教卓に背中を預ける。

「俺が魔王を倒した理由は、単なる暇ひまつぶしだ。ま、大した暇つぶしにもならなかったけどな。それを知ってか知らずか、俺とお前たちに面おも白しろいゲームを用意してくれたんだよ。まったく最高な魔王サマだよな。俺の暇つぶしを考案してくれたんだから」

　海斗の笑みはより強くなっていく。

「ゲームには盤ばんがいる。それに選ばれたのがここ東都新島だ。盤ばん上じようにはプレイヤーや敵といった役割ロールが必要だ。さて、ここで折鶴に質問。プレイヤーってのは誰だれを指す？」

「えっと……海斗君？」

　勇者と呼ばれる海斗がプレイヤーであると推測するのは間ま違ちがっていない。最初に考えつく答えはこれだろう。だが海斗は首を横に振ふり、

「残念、ハズレ。プレイヤーはお前たちだ。となると敵は誰だ？」

　全員の視線が窓まど際ぎわに立っていたイヴへ向かう。

　さっきから気になってはいたが、関係ない人間がいるはずがない。そして勇者である海斗が敵であるはずがない。全員が確信を持って出した答えは、

「私では無いぞ？」

　間違っていた。

「えっ？　ちょっと……って事は……」

　再び視線が海斗へと戻もどる。海斗は不敵な笑みを浮うかべ、

「ご明察。このゲームの敵は俺だ。プレイヤーは大変だぜ？　複数の魔ま法ほうが使えて、頑がん丈じようで異常な回復力がある体で、運まで良いチート体質の勇者俺を殺さないと、お前たちはこの島から出られないんだからな」

　勇者と呼ばれる少年の言葉に全員が言葉を失ってしまう。

「こ、殺すって……冗談だよね……」

　誰かがなんとか言葉を絞しぼり出す。だが、

「それこそ冗談だ。俺は命を賭かけて暇つぶしができるこの状じよう況きようを愉たのしんでるんだぜ？　冗談であってたまるかよ」

　海斗は自分の発した言葉の意味を肯こう定ていし笑って見せた。

　沈ちん黙もくが教室を覆おおう。先の発言を何度も嚙かみ砕くだいて何度も飲み込んだ。勇者と呼ばれるようになった男を殺す。それ以上にも以下にも捉とらえる事ができず、その場にいる殆ほとんどが困こん惑わくしていた。

　そもそもだ。何な故ぜ自分たちがそんな事をしなければならないのか。もっと言うなら何故勇者と呼ばれる程ほどの人間を倒さなければならないのか分からなかった。

「……質問」

　皆みんなが動どう揺ようする中、表情を変えずただ海斗を見つめ続けていた小こ柄がらな少女が手を挙げる。

　少女は、草臥くたびれたＴシャツとボロボロのデニムを着用していて、お世辞にも綺麗な服装とは言い難がたい。

　少女が手を挙げた事で多少の響どよめきが生まれた。少女が質問をしようとしたからではなく、服装について気になったからでもない。少女の外見には少し特徴的な部分があった。

　自分で切っているのか整っていないショートカットの髪かみは、不思議な色だった。全体は紺こん色なのに対し、毛先だけが真っ白になっている。特徴的なのは髪の色だけではない。瞳ひとみの色が左右で違ちがう。黒と赤のオッドアイになっていたのだ。

　その特とく殊しゆな外見に皆が注目するが、当人は気にしていないように見える。

　質問をしようと口を開いた瞬しゆん間かん、海斗が少女を制止する。

「ちょっと待て。こっからは魔王サマが残したゲームのルール説明も兼かねて、副担任に任せる。頼んだぜ、イヴ」

「頼まれても構わないが、説明するのが面めん倒どうだというのがヒシヒシと伝わってくるぞ」

「分かってるなら文句言うな。言った所でイヴが説明する事に変わりはねぇんだから」

「まったく。君というやつは」

　窓際から教きよう卓たくに向かってゆっくりとイヴが歩き出す。歩く度たびに揺ゆれる胸や、足運びの色っぽさに男から感かん嘆たんの声が上がる。

「さて、君の質問とやらに答えようと思う」

　教卓の前に立つと少女に視線を送り質問を促した。

「……違う質問ができた。貴女あなたは何？」

「ああ、すまない。まずは自己紹しよう介かいからだな。私の名はイヴ・ルオルティアという。海斗とは二年前に知り合った知人だよ。私の立ち位置は海斗が言った通り君たちに勉強を教える副担任だ」

「副担任？　勉強を教えるという事は教師ですか？」

　そう言ったのは端たん整せいな顔立ちをしている眼鏡をかけた少年だ。

「君、名前は？」

「あ、失礼しました。名乗り遅おくれましたが、僕はキース・ハイウェルと言います」

「うん、礼れい儀ぎ正しくて宜よろしい。私は二十二歳だが、教員免めん許きよも持っている。なので一応は教師と名乗れるとは思う。こんな若造では頼たよりないかな？」

「い、いえ！　そういう意味で言ったわけではないので！」

「そうか。では其方の少女の質問に答えようと思うのだがいいかな？」

　キースが頷うなずくとイヴはニコリと笑った。大人の余よ裕ゆうを感じさせる柔やわらかい笑え顔がおに、男子は思わず唾だ液えきを飲み込む。

「さて質問に答える前に、君にも自己紹介をして欲しい」

「……アリサ。アリサ・ロックバード」

「そうか。ではアリサ。君の質問とやらは何かな？」

　どうやらアリサは感情が表情に出ないらしく、顔が全く動かない。僅わずかに目だけを動かし、海斗へ視線を送る。

「彼は勇者。人間界でも魔界でも『正しい』と称しようされる存在。倒したら私たちは『正しくない』事になる」

「ふむ。君の言う事はよく分からないが、少なくとも君たちの経歴に傷が付くような事は無い。罪に問われる事は無いから安心していい」

「……答えは違うけど、意図は繫つながったからいい。『正しい』を壊こわせるならそれでいい」

　アリサの発言の意図が分かった者は一人も居なかった。

「他に質問はないかな？」

「はいはいッ！　意味の分からない質問が許されるなら俺も質問ッ!!」

　手を挙げたのは、二メートル近く身長のある頭に捲まいたバンダナが似合う少年だった。

「お姉さんのスリーサイズはっ!?」

「「「……は？」」」

　教室内にいる女子から驚おどろきの声が上がる。

「「「まぁ、訊ききたい気持ちも分かるけど」」」

　男子からは賛同の声と若じやつ干かん、呆あきれがちな声が聞こえてきた。

「すまないが、最後に測ったのは何年も前なんだ。あれから成長しているし、その質問には答えられないな」

「じゃあ今度測らせて──」

「「「訊くべき事が他ほかにもあるから、そこのヘンタイはちょっと黙だまってようか！」」」

「俺は君たちのスリーサイズも測りたいんだけど！」

　少年の発言に、女子全員が引き始めた。

「君は性的好こう奇き心しんが旺おう盛せいなんだな。名前は？」

「クルト・オルテガ。趣しゆ味みは女性の裸はだかを妄もう想そうする──」

「「「黙れ、ヘンタイ！」」」

　女子の一いつ斉せいツッコミにクルトは肩かたを竦すくめて黙り込んだ。

　そんな中、同じ女子であるはずのイヴは手を口に添そえて、小さく品のある笑いをしている。

「フフッ、私としては多種多様な生徒が居て楽しいよ。海斗同様、私も良い暇つぶしになりそうだ。参加資格者が面白くて助かった」

「見み目め麗うるわしいイヴ嬢じよう。参加資格者とは何かな？」

　少年が無む駄だに長い髪を搔かき上げながら、イヴの発言の意味を問う。

「君たちには海斗の言うゲームへの参加資格が一ひと月つき前に現れたはずだ。覚えはないかな？」

　イヴに言われ全員が自分の体へ意識を向ける。当然と言わんばかりに全員の体のどこかに白い満月のようなアザがあった。

「皆にもアザがあるのかな？　一ヶ月前、突とつ然ぜん浮うかんだのも同じ？」

　長い髪の少年が全員に問いかけるように言うと、一人残らず小さく頷く。

「てっきりこのアザは、僕のように優ゆう秀しゆうな魔ま族ぞくにだけ浮かび上がる物かと思っていたが」

「ほう、君は優秀な魔族なのか？　どの辺りが優秀なのかな？」

　イヴの質問に「フッ」と言いながら髪を手で払はらい、

「まず一つ。僕は君たちとは違い魔ま法ほう使つかいである事」

「ここに魔法使いじゃない者はいるか？」

　誰も手を挙げない。

「まず一つ。僕の魔法は君たちと違い美しく強いという事」

「ツッコミを入れない方がいいのだろうな。以前読んだ本にはこういう場合、空気を読んで何も言うべきでないとあったと記き憶おくしている。あえてツッコミは入れないでおくよ」

「イヴ、口に出している時点でツッコミとなんら変わらないと思うぜ？」

　大きめにククッと笑いながら海斗が指し摘てきする。指摘通り、少年は気まずそうに明後日あさつてを向きながら髪を搔き上げていた。

「まず一つ。いや、これだけで僕が優秀という証しよう拠こだろう。やがて魔王や勇者海月海斗よりも有名になるケヴィン・ホーキンズという存在だという事が、唯ゆい一いつ無む二にの優秀であることの証あかしだ」

　妙みような沈黙。短い人生ながらも、他に類を見なかった自己表現に思わず言葉を失っていた。

　全員が『関かかわったら面倒くさいだろうな』という第一印象だったのは言うまでもない。

「えっと……口を挟はさんでいいのかな？　アザは結局なんですか？」

　ワンピースを着ている少女が手を挙げる。皆の視線が少女の一部、胸へと注がれた。

　着ているワンピースは体に合わせて作ったのか、胸の形がハッキリと分かる。イヴよりも大きいのは確実だが、それだけで胸部に注目したわけではない。

　童顔で更さらに身長が低いので顔と背せ丈たけだけを見れば小学生に見える。その外見と胸の大きさがあまりに不ふ釣つり合いで、どうしても胸に意識が集中してしまう。

「アザの質問に答える前にいいかな？　君は幾いくつだ？」

　皆の代表としてイヴが少女に問いかける。

「十五歳ですけど」

「ふむ。私も経験があるから分かるが、敵を多く作りそうだな」

「敵？　敵ってなんの？」

　周囲から送られるある感情が籠こもった視線に少女は気づいていないらしい。

　それまで黙っていた、胸に興味のある海斗がついに少女について感想を述べだした。

「胸デカイなぁ。背はそんなに高くないのに、胸だけ成長しすぎじゃねぇか？　つーか、そこまでタイトな服着てると本当にエロく見える」

　女子は当然だとして、あまりにもストレートな感想に男子でさえ引きかけていた。勿もち論ろん、クルトを除き。

「え、えっと……そんな事より、アザの事を……」

「しかしエロいな」

「いや、だから……その……アザの事を……」

「エロい、本当にエロい、マジでエロい、すんげぇエロい、もうエロを通り越こして歩くセクハラと自じ称しようしても──」

「ねぇ、私の言ってること聞こえてますっ!?　ガン無視でセクハラ発言連呼ってなんですかっ!?　っていうか歩くセクハラってなんですかっ!?　そんなの自称しませんよっ!?」

「じゃあ存在がセクハラと自称したらどうだ？」
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「歩くセクハラよりひどいですよ、それっ!?」

「本当にエロいんだから仕方がない。文句があるなら、発育しすぎた自分の胸に文句を言え」

「海斗、話を脱だつ線せんさせるな」

　イヴに釘くぎを刺さされ、海斗はやれやれと言いたげに口を閉じた。

「はぁ～、やっと話が戻もどせます」

「すまないな。えっと」

「あ、エステルって言います。エステル・レーゼ」

「そうか。ところでエステル。胸がどうやったら大きくなるか知りたそうに見ている女子がいるようだから、後で教えてあげるといい」

「へっ？」

　そう言われ、ようやくエステルは周囲の視線に気づく。

　男子は当然ながら、女子からも変な視線が送られていた。

「ひぃっ!?」

　女子からの殺意混じりの視線に戦せん慄りつさえ覚え、思わず胸を隠かくすように体を抱だいた。

　こういう場合はどちらの味方をしても良い結果にはならないので、あえて触ふれずにイヴはエステルの疑問について説明を始める。

「エステルの疑問だが、それはゲームのルールを説明しながら教えるよ。しかし床ゆかに座っている者もいれば立っている者もいる。これは話をする状じよう況きようとは言えないな。机と椅い子すと、それからついでだ。制服も頼たのむよ、海斗」

「はいよ」

　そう言って、海斗は目を閉じて手を叩たたく。

「ふむふむ、なるほど。皆みんな、スタイルいいな。どんな服でも似合いそうだ。んじゃイヴ、頭に制服のデザインを思い浮うかべてくれ」

「心得た。いつでも良いぞ」

　イヴが差し出した手に海斗が触れ、指を鳴らすと全員の前に机と椅子が出現する。

　全員が驚く中、再び海斗が指を鳴らすと、今度は着ている服が光りだし変化した。

　光が落ち着くと服が男女共に淡あわい赤を基調とした制服へと変化していた。

　ちなみに着ていた服は、それぞれ目の前の机に折りたたまれて置かれている。

　今のはどうやったのかも気になるが、

「これ、可愛かわいい！」

　制服のデザインに意識が向かったようで、折鶴が嬉うれしそうに声を上げる。

「気に入ってもらえて何よりだよ。私のデザイン力も捨てたものではないかな」

　他の者もデザインに関しては不満は無いようで、嬉しそうな顔をしている者が多い。

「でもなんで制服？」

「それも説明するから待ってくれ。とりあえず座って──」

「あれ？　ちょ、ちょっと待ってください！」

　イヴの指示を遮さえぎるようにエステルが大きな声を出す。ちなみにエステルは第二ボタンがもとより存在しておらず、胸の谷間が全すべて露ろ出しゆつしてしまっている。

「当たり前ですけど、それぞれ体形が違ちがうのに、どうしてサイズが合ってるんですか？」

　そう言われてみれば、と女子たちの中で疑問が生まれる。体のラインがハッキリと出るほどフィットしているのに、圧あつ迫ぱく感かんがまったく無い。本当に自分の体形に合わせて作られているようだ。

　当然ながら海斗とイヴを除く全員が今さっきここへ来たのだ。サイズの申しん告こくをする暇ひまもなかったし、まして誰だれかに測定されたわけでもない。

「あぁ、そんな事か。俺、魔ま法ほうでスリーサイズとか体重とか分かるんだよ」

　と海斗が言ってみる。

「「「はぁ～っ!?」」」

　女子からのブーイング。本当は体重は分かっておらず、スリーサイズも大まかに分かっただけだが、今いま更さらそんな事を言っても不満は消えそうにないので黙っておくことにした。

　海斗は音の魔法が使える。蝙蝠こうもりやイルカは超ちよう音おん波ぱを用いてエコーロケーションを行うが、海斗の場合はある程度の高音で使う事ができる。またその精度が高い。物体の位置だけでなく、形まで立体化して分かってしまう。これを使い、体のサイズを測ったに過ぎない。

　もっとも音の魔法が使えようとこんな事ができるのは海斗ぐらいだが。

「それ、マジで羨うらやましい。舐なめるように体を調べ放題じゃん」

「「「そこ、今なんて言ったっ!?」」」

　クルトの発言に女子のハモりツッコミが炸さく裂れつする。

「それ、マジで羨ましい！　舐めるように体を調べ放題じゃん！」

「「「力を込めて綺き麗れいに言い直すな、キモイっ!!」」」

　一いつ瞬しゆんだけ標的が海斗からクルトへとずれたが、思春期女子が気にする所を侵しん害がいされた不満はやはり海斗へ向かう。

「んな怒おこるなよ。大体、エステルは胸デカイいし、怒る必要ないだろ。だってトップとアンダーの差は──」

「わぁーぁっ！　わぁ──ぁっ!!　わぁ────ぁっ[image: ]」

　スカートが捲めくれそうになる勢いでエステルが海斗に向かおうとしたが、

「ふぎゃっ!!」

　段差も何も無い所で盛大に転んだ。

「うぅ、痛い……」

　床で打った鼻を真っ赤にしながら顔を上げるエステル。

「お～い、大だい丈じよう夫ぶか？　バストサイズ九十──」

「わぁ──っ！　だ、だから！　言わなくていいですからっ!!」

「冗じよう談だんだって。折鶴といい、からかうのが面おも白しろそうな奴やつが多くていいな」

「私はからかわれたってそんな大おお騒さわぎしないよ」

「そうなのか？　折鶴のウエストは五十──」

「ちょっとぉっ!?」

　持っていた刀を投げつける折鶴。慌あわてることなく海斗はあっさりと躱かわしてみせた。

「言葉と行動に矛む盾じゆんが発生しているな」

　顔を真っ赤にし拳こぶしをプルプルと震ふるわせる折鶴を見て、ククッと笑いながら海斗は楽しそうにしていた。

「さ、最低っ！　女の子が気にする事を楽しそうに！」

「ああ、楽しいね。さっきも言ったがそんな気にするな。スタイルが良くなきゃ似合わないその制服が似合ってるんだ。自信を持て」

「何度も言わせるな、海斗。話を何度も脱線させられたらいつになっても進まない」

「脱線させたのは俺じゃなくてエステルだからな」

　手をヒラヒラと振りながら海斗は窓まど際ぎわに歩いて行く。これ以上は話を脱線させぬよう会話に参加しないという意思表示なのだろう。

　イヴは片手を腰こしに当て、皆へ席へ座るよう促うながした。全員が座るとイヴは教きよう卓たくの前から、教卓の後ろへと移動し教室を見み渡わたす。

　さて、と前置きをし、イヴが説明を始めた。

「詳くわしく話そう。君たちと海斗は魔王が残したゲームに参加させられる事になった」

「それってどういう意図で起きた事なんですか？」

「簡単だよ、エステル。魔王は自分を倒たおした勇者、つまり海斗が許せない。その海斗を殺す為ための駒こまが必要だった。それが君たちだ」

　イヴは言葉を止めずに更に続ける。

「君たちには、それぞれの人生があっただろう？　夢があっただろう？　家族友人がいただろう？　夢へ向かう大切な時を邪じや魔まされ、大切な人たちと離はなされ、唐とう突とつに人生を変えられた。それを元へ戻すには海斗を倒さねばならない。誰もが思い描えがく心優やさしい勇者なら、それを苦痛に思っただろう。魔王はそうやって海斗を苦しめるつもりだった」

　海斗を見つめながら呆あきれた様にも、安あん堵どしているようにも見える顔でイヴは軽く息を吐つく。それは呼吸と呼ぶには強く、ため息と呼ぶには小さなものだった。

「魔王の誤算は、海斗が理想の勇者像とかけ離れた人間だったという事だ。君たちの人生に興味が無く、魔王が準備したこのゲームでさえ暇つぶしにしようとしているのだから」

　そう称しようされた海斗は、しようとしていた欠伸あくびを止めて反論する。

「おいおい。そこまで俺は酷ひどくねぇぞ。確かに他人の人生になんて興味はねぇ。なるようになっちまったなら、暇つぶしにしようって思っただけだ」

「大して変わらないだろうが」

　今度はため息と呼べる量の息を吐き、再び皆へ視線を戻すイヴ。

「私は人間界で生きてきたから知らなかったのだが、魔王は過去に何人もいたのだろう？」

　そう言って視線を泳がせるイヴ。魔ま族ぞくの誰かが答えてくれるのを待っているようだ。

「そうです」

　その意図に気づき答えたのはキースだ。

「前の魔王、つまり海月海斗さんが倒した魔王が十五人目の魔王だったはずです。魔王は定期的に現れ、次し第だいに強くなったと学びました。前代魔王は手が付けられない強さで全魔族から恐おそれられていたのですけど……」

「あれがそんなに強かったのか？　俺には雑ざ魚こにしか感じられなかったぜ？」

　あはは、と苦笑いをするキース。

　キースにはあの魔王と浅からぬ因いん縁ねんがある。だからこそあの魔王の恐ろしさを知っているし、いつか強くなって自分が倒そうとさえ思っていた。

　だが、どれだけ魔法を鍛きたえて強くなっても、勝てる気など全くしなかった。それ程ほどの相手だったのだ。

　そんな魔王を倒してくれた海斗に感謝の気持ちと、どこか恐ろしさを感じてしまう。

「これまでも魔王を倒した者を怨うらみ、今回のようなゲームが繰くり返されていたらしい」

「えっ？　初耳です」

「詳しくは私も聞き及およんでいないので説明ができないが、あったのは事実らしい。その証しよう拠こに君たちはここにいる」

　キースは顎あごに手を当て思案している。

「ここからが本題だ。過去にあった出来事は過去に学べばいい。私たちの下もとに魔族が訪おとずれてな。このゲームのルールを説明してくれたよ」

　　　　※

【ルール①】

　ゲーム参加者には満月のアザがある。参加者に拒きよ否ひ権はない。選ばれたら、ゲームに参加しなければならない。

【ルール②】

　ゲーム参加者は勇者である海月海斗が死亡しない限り、ゲーム盤ばんである東都新島から出られない。海月海斗の殺害はいついかなる時も可能。

　　　　※

「以上だ」

　あまりに簡潔なルール説明に、全員の目が点になっている。

「何か質問があれば受け付ける。答えられる範はん囲いでなら答えよう」

　髪かみをツインテールにし、眼鏡をかけている少女がゆっくりと手を挙げた。

　大きめのリボンで結びツインテールにしているので、遠目で見ればネコミミがあるように見える。

「発言は初だな。君の名は？」

「憂ういですわ、白しら神がみ憂。ルールについて質問ですわ」

　どことなく上品さを感じさせる喋しやべり方をする憂。

「いきなり連れてこられて、拒否権がないのは理り不ふ尽じんですが、何よりルール説明に私たちが選ばれた理由がありません。どうして私たちが選ばれたのかを教えてもらっても？」

「簡単だよ、憂。魔王は死ぬ直前に、海斗を倒せそうな者を選んで参加資格を与あたえたんだ。魔王が死んだ時期とアザができた時期は重なるだろう？」

　確かに海斗が魔王を倒したとされるのは一ヶ月前。皆みんなのアザができたのも一ヶ月前だ。この説明は合が点てんがいく。

「海斗を倒せるかもしれないというぐらいだ。さぞ君たちの魔法は強力なのだろうな」

「僕の魔法は強さよりも美しさで評価してもらいたいな」

　ケヴィンの発言は全員が聞き流した。

「憂、他ほかに質問は？」

「いえ、貴女あなたにはないわ。海斗さんへの質問ならあるけれど」

　イヴにではなく直接海斗へ問いかけた。

「貴方あなたはそれで良いのかしら？」

　質問の意図をくみ取れない程、海斗は馬ば鹿かではない。だからこそあえて答えず、肩かたを竦すくめてイヴへ視線を送り、自分の代わりに返答をするよう託たくす。

「海斗は一度言ったら聞かない。自分の命が対価だとしても決めた事は貫つらぬく。彼はそういう人間だ。誰だれか他に質問はあるかな？」

　この質問はこれで終わりと言わんばかりにイヴは他の者へ視線を移す。

　これ以上は訊きいても無む駄だと判断したのか、憂はそっと視線を海斗から外した。

「じゃ俺、質問！」

　元気よくクルトが手を挙げた。

「スリーサイズなら先ほども言った通り、答える事ができないぞ」

「いや～、性の化け身しんとも言える俺でも流石さすがにこの短時間で同じネタを使ったりしないわ。使うネタは一晩に一つと決まってる。今晩からはここにいる女子──」

「「「質問。敵を勇者からこのヘンタイに代えられませんか？」」」

「残念ながら無理だ。このルールは絶対だからな」

　女性陣じんの、汚お物ぶつでも見るかのような視線を受け、

「その視線、たまんないわぁ！　可愛かわいい子が多くて妄もう想そうし放題な上に、俺のドＭ心をくすぐるなんて、もうここマジで天国っ!!」

「「「ヘンタイな上にドＭなのっ!?　手のつけようがないんだけどっ!!」」」

「これからも俺の事を責め続けてくれよ！　遠えん慮りよはいらないっ!!　で、俺の質問はだな。俺たちが勇者さんを倒すメリットは？　ここ東都新島なんだろ？　俺は友人や家族と離れても別に平気だかんなぁ。島から出られなくてもデメリットはないし。何か副賞でもないと勇者さんを本気で倒そうなんて思わないぜ？」

「勿もち論ろんある。だろう、海斗」

「あぁ、そうだな。イヴ、そこは俺が説明するわ」

　海斗がゆっくりと窓際から教卓まで歩いてきた。教卓の前に立つと一人一人の目を見てから海斗は口を開く。

「はっきり言うぜ。俺はお前たちが生しよう涯がいこの島から出られなくても関係ない。お前たちの夢とかにも興味はねえ。ただそれだと俺はず～っと暇ひまなままだ。それはつまらねぇんだよ。で、ここからは提案だ。俺は暇を潰つぶしたい。そしてお前たちは俺を倒して自由になりたい。なら利害を一いつ致ちさせればいいとは思わねぇか？」

　まるで頭の良いクソガキが悪わる巧だくみを思いついたような笑えみを浮うかべ、

「俺を倒す為に、俺がお前等に修しゆ行ぎようをつけてやるぜ。お前等が俺とやり合えるようになればそれはそれで面白い。万が一、俺を倒せたらお前等は俺の後を継つぐ次代勇者サマって奴だ」

　その言葉にいち早く反応したのは折鶴だった。嬉き々きとした感情があふれ出し、幼よう稚ち園えん児じも顔負けの純じゆん粋すいな目をしている。

「どうだ？　次代の勇者サマじゃ副賞として不服か？」

「全ッ然、不服じゃないよ！　頑がん張ばる！　私、頑張って海斗君を倒すよっ!!」

　立ち上がってまで自己主張をする折鶴。

「よ～し！　皆、頑張ろうねっ!!」

「いきなりやる気になったな。ま、是ぜ非ひとも頑張ってほしいもんだ。早いとこ、こんなくだらない世界での人生を終わらせてくれ」

　何な故ぜか折鶴一人やる気になっているが、全くやる気が出ず、そもそもこのゲームに納なつ得とくできない者もいた。

　それもそうだろう。彼等は気づいていた。このゲームの無意味さを。このゲームで得をする者は誰だれ一人としていないのだから。

「そういえばどうして学校って体制を取ってるのかな？」

　やる気になっていた折鶴が思い出したかのように口にする。

　目的は海斗を倒す事だ。だったら学校という体制を取る必要がない。少し考えればこの疑問に行き着くだろう。

「その答えは入学式で発表しようか。楽しい学校生活を送るための海斗流の入学式を、な」

　イヴがそう言い、海斗が口の端はしをつり上げ笑う。

「ま、死ぬ事はないから安心しな」

　嫌いやな予感を抱いだきつつ、生徒となった彼等は窓から見える体育館へ移動した。
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　少ない人数ながらも体育館は普ふ通つうの大きさになっていた。見た目は普通だが教室同様、天てん井じよう、壁かべ、床ゆかは鋼鉄製になっている。

　教室も体育館も鋼鉄製なのは、海斗と生徒が戦った際に簡単に壊こわれないようにだが、海斗が実力の数パーセントを出せば鋼鉄だろうと、核かくシェルターだろうと破は壊かいできてしまうので、あまり意味をなしているとは言えない。

「ほら、ババア。さっさと行け」

「口を慎つつしめ、異い端たん小こ僧ぞうが。誰がババアじゃ、誰が。そんな悪い口は縫ぬい付けるぞ」

「それで俺の口が止まるか。いいから行け、化石が」

「よし、ならば爆ばく破はしてやるのじゃ！　誰かダイナマイトを持ってくるのじゃ！　此奴こやつの口へ突つっ込んでやる！」

　ステージの端からなにやら言い争いが聞こえる。片方は海斗の声だがもう一人の声は初めて聞く声だ。

「面めん倒どうな奴やつだな。さっさと出ろよ」

　ドゴッと鈍にぶい音が聞こえた途と端たん、ステージの端から一人飛び出してきた。

「上司と言っても過言ではない校長を蹴けるとは何事じゃ！」

　言こと葉ば遣づかいから全員がお年寄りの姿を想像していた。だが、出てきたのは身長一三〇センチにも満たない幼女だった。

　髪をポニーテールに縛しばり、着用している袴はかまのおかげで多少の威い厳げんはあるものの、先ほどのやり取りを考えると精神年ねん齢れいが高いようには思えない。

　ステージの裾すそ目め掛がけ激しく手を上下させて文句を言っているようだが、その姿がどうみても子供が我が儘ままを言っているようにしか見えない。

　文句を言うのに飽あきたのか、ステージの中央にあるマイクへ向けて歩き、用意されていた台の上に登り、

『え～、コホン』

　わざとらしく咳せき払ばらいをしてみせた。

『本意ではないだろうが、一応言っておこう。皆、入学おめでとう。この度たび、この学舎の校長を海月海斗馬鹿者に指名され、仕方なく受けたナタリー・ブラントルじゃ。お主等には大いに期待しておる。確かに海月海斗馬鹿者には借りがある。じゃが、いくらなんでも失礼すぎる！　不老不死の魔ま法ほうのせいで歳を取れぬ儂わしに向かってババアだの化石だのと！　あの失礼極きわまりない小僧を完かん膚ぷ無なきまでに叩たたきのめしてほしいのじゃ！』

　全員が口をポカンと開けながら、自じ称しよう校長の話に耳を傾かたむけていた。

　不老不死の魔法なら、外見が幼い理由は納得できる。希まれにだが、魔法によって外見に影えい響きようを起こす事がある。ナタリーの場合は分かりやすい例と言えるだろう。

「おい、ババア。さっさと話を進めろよ。お前の俺に対する不満なんてこいつ等は興味ねぇんだから」

『ふん。校長という役職を得たここでは儂がルールじゃ。それにお主へ敵対心を持つ者がいると知れば、此奴等もやる気が出るというものよ』

　ナタリーは目を閉じ、海斗への意見に反論する。

「なら人生豊かな化石ババアの有り難がたいお言葉をさっさと聞かせてやれ。ナタリーの存在価値は無駄に長い人生で得た教訓を次の世代へ語る事だけだろ」

『言われるまでもないのじゃ。お主は黙だまっておるがよい』

　マイクを使用した口論が終わり、ナタリーは目を開き生徒へ視線を送った。

『すまぬな。どうにも海月海斗馬鹿者と会話しておると自分のペースが乱されてしまう。海月海斗馬鹿者とは東都新島が出来たときに知り合ってのう。その時にイヴとも顔を合わせておる。そのイヴから先ほど聞いたが、お主等は「海月海斗馬鹿者を倒たおす」という目的なら「学校生活である必要がない」という疑問を抱いていると聞いた』

　先ほどまでの子供っぽさは無く、まるで祖父母が日向ひなたの縁側に腰こし掛かけ、孫に優やさしく昔話でも語り聞かせるかのような雰ふん囲い気きがナタリーから感じられる。

『その疑問は間ま違ちがってはいない。ここが学校という体制を取ろうとも、お主等の目的はあくまで海月海斗馬鹿者を倒す事じゃ。じゃが、間違っていないから正解というわけではない。お主等は切せつ磋さ琢たく磨まという言葉を知っておるか？　友人と共に励はげまし合い競争し合い、共に向上する事を意味する言葉じゃ。素す晴ばらしい言葉ではあるが、悲しい事にこれを経験できるのは長い人生で学生の時だけの者が大多数を占しめる。社会へ出れば他者に構っておれん。それは致いたし方ない事じゃ。

　考えて欲しい。お主等が一人きりで海月海斗馬鹿者を倒す事だけに時間を費ついやし、海月海斗馬鹿者を倒した時の事を。友と共に過ごせたはずの時間は戻もどらぬ。それはお主等の人生を捨てたのと同義と儂は考える。

　お主等は自分の意志でここに居る事を選んだわけではない。だが、年老い床とこに伏ふせ生涯を終える時、ここでの生活が楽しかった思い出として残ってくれたらと儂は思う。故ゆえにこの学校生活なのじゃ。学生という時間は、生きていく上でこの上ない財産になる。お主等には是非ともここで良き友や良きライバルを得、切磋琢磨して欲しい。海月海斗馬鹿者を倒す事だけでなく、イヴの授業を真面目まじめに受け学問を身につけ、そして他者の努力や経験を軽視せぬ立派な成人となって欲しいと願っておる』

　ナタリーの外見から想像できない言葉。物事を経験した者にしか言えないだろう言葉に全員が聞き入っていた。聞き終えた直後は固まり何も出来なかったが、誰かがした拍はく手しゆをきっかけに全員が拍手をしていた。

『うむ。分かってもらえて何よりじゃ。して、お主等の中に何人か乳ち房ぶさの発育が良い者がおるが、今晩一いつ緒しよに風呂ふろに入らぬか？』

　拍手が一いつ斉せいに止まる。

『なに、心配はいらぬ。お主等のような若々しい柔やわ肌はだを傷つけぬよう、更さらなる成長を促うながすようにこの素晴らしいマイハンドで揉もみ洗って──』

「校長ババアの有り難い言葉でしたっと！」

　突とつ如じよ、ステージの端からマットが飛んできてナタリーをマイク前から吹ふき飛ばす。狙ねらったのか偶ぐう然ぜんか、マットに簀す巻まきにされたナタリーは身動きが出来ずその場で藻も搔がいていた。

『校長ババアの話を聞いて学校生活をする理由が分かったな』

　啞あ然ぜんとしていた生徒たちへステージ脇わきから出てきた海斗がマイクを使い問いかける。何が起きたか理解し、一いつ瞬しゆんだけナタリーへ意識を持っていったが、全員が海斗の方へ意識を向けた。特に巨きよ乳にゆうに該がい当とうする折鶴とエステルは。

『俺はお前等の実力を知りたい』

　海斗が言った途端、体育館の窓に厚手のカーテンが降り、体育館を闇やみが支配する。

　ステージの正面に降りてきたスクリーンへ映像が投とう影えいされ、そこには二種類の怪かい物ぶつが映し出された。

『昔に俺に挑いどんだ知り合いを脅おどして怪物を作ってもらった。まぁ雑ざ魚こだから気にするな。こいつ等は泥傀儡ゴーレムと木ウツ人ド・ド形ールって言うらしい。……ネーミングセンスの欠片かけらもないな。どうして俺の周りにはネーミングセンスの無い奴が多いんだ。東都新島とか泥傀儡とか木人形とか』

　灰色の仮面を付けボタボタと泥どろを垂れ流す怪物の下に『泥傀儡』とテロップが表示された。

　同じように『木人形』と表示された怪物は、木が人の形をしており両りよう腕うでから鞭むちのようにツタを伸のばしている。

『お前等の実力はこいつ等で測ろうと思う。それじゃあ、行ってこい』

　海斗が手を叩く。すると全員の足あし下もとが消失した。それは教室へ飛ばされたときと同じ現象だった。
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　生徒が消えた体育館。簀巻になっているナタリーの下もとへ海斗とイヴがやってきた。

「なかなかの演説だったぜ、ナタリー」

　腰こしを落とし、海斗がナタリーをマットから解放する。広げられたマットの上に胡座あぐらをしてナタリーは海斗を見上げた。

「ふん。お主に褒ほめられても嬉うれしくないのじゃ。儂は自身の経験から感じた事実を語ったまで。お主を倒す為ためだけに時間を使って、その後の人生を無む駄だにして欲しくないからのう」

「それに関しては同意だよ、ナタリー。良心の呵か責しやくも手伝っているからかな。彼等にはここに居て良かったと思える学校生活を送って欲しいと強く思う」

　マットから立ち上がりながら「それより」と前置きを置くナタリー。

「お主は小僧等の実力を知っておるのであろう？　わざわざ危険にさらす必要があるとは思えん。万が一という事もある」

　ナタリーが言っているのは、泥傀儡と木人形に生徒を挑ませた事だ。

　一体ずつなら彼等の敵ではない。だが徒党を組めば話は別になる。下手を打てば殺される可能性だってあるのだ。

「だからなんだよ？」

「……なんじゃと？」

　あっさりと返した海斗の言葉にナタリーが怒ど気きを混じらせて言葉を返す。

「どういうつもりか説明願おうか」

「さっきてめぇで言ってただろうが。『ここでの生活が楽しかった思い出として残ってくれたらと儂は思う』って。実力が足りず結局は俺を倒せず、ここでの思い出が辛つらい物に変わるってんなら早いところ解放して普通の暮らしに戻った方がいい。時間は有限だ。理り不ふ尽じんに巻き込まれた上に、理不尽に時間を使ったと後こう悔かいだけはさせたくねぇんだよ」

「……お主という奴は」

　ナタリーは自分の浅せん慮りよに落らく胆たんし、そして海斗の思慮深さに感心する。

「それに万が一なんて起きねぇよ。俺を誰だれだと思ってやがる？　海月海斗だぜ？」

「……ふん。お主の過大評価は相変わらずじゃな」

「それは仕方がない。それが俺だからな」

　鼻を鳴らしそっぽを向く海斗。

「まったく大した男じゃ。この命を得て幾年月。命を賭かけてまで他人の為に尽つくそうなどという馬ば鹿か者に出会った事はなかった。儂がお主でも真似まねできぬ」

「ハッ、そんなつもりはねぇよ。俺は暇ひまだからやってるだけだ」

「どうだか。儂を校長に指名したのも、学友を遥はるか昔に全すべて失った儂を気き遣づかってのことではないのか？　あの時を思い返して欲しいとな」

「おいおい。歳を取りすぎて脳が溶とけたか？　俺が他人に気を遣つかうキャラかよ」

　ククッといつものように笑って見せる海斗だが、僅わずかな変化に気付き、付き合いは短いがそれが照れ隠かくしだとイヴとナタリーには分かった。

「どうして本当の君を出さない？　どうして悪意の籠こもった他意の仮面を被かぶる？」

　理解できないと寂さびしげな表情でイヴが海斗に問う。

「俺は魔王を倒した事でそれに踊おどらされてる道化師ピエロだ。道化師は仮面を被るもんだろ？」

「違ちがいない。が、道化師には他ほかの役割もある。他者を愉たのしませる役割が、のう？」

　ナタリーの指し摘てきに墓ぼ穴けつを掘ほったなと海斗は思う。

「そういや気になる奴やつがいるからそいつん所へ行ってくるぜ」

　そう言って海斗は自ら造ったワームホールへ飛び込んだ。

　海斗も居なくなり、残ったのはイヴとナタリーだけ。だからこそイヴは本音を吐と露ろする。

「海斗の頼たのみとはいえ、他人を騙だますのは心苦しいな。これから彼等に情が湧わいてしまったら私は耐たえられるだろうか？」

「その時は言うが良い。二人きりで裸はだかの付き合いをしながら、ゆっくりと聞いてやろう」

「その時は頼むよナタリー。ただし体は自分で洗うからな」




　　　　＊




「きゃっ！」

　折鶴は盛大に尻しり餅もちをついた。

「痛ぁ。今度は何？」

　お尻を摩さすっていると、目の前に穴が空きそこから海斗が飛び出してきた。

「大だい丈じよう夫ぶか、折鶴？」

　伸ばされた右手を摑つかんで折鶴が立ち上がる。

　さっきまで体育館にいたはずなのに、二人は波打つ砂すな浜はまにいた。周囲を確認すると、自分たちを囲むように泥傀儡と木人形がいる事に気づいた。その数は目算できないほどだ。

　此方こちらに背を向けている海斗に背中を預け、慌あわてて手刀を構えた。

「お、多すぎないっ!?」

「ああ。ちと配分を間違っちまった。だから俺も手伝ってやるよ」

　海斗と会話しつつも警けい戒かいは解かず構えも解かない。二種類の化け物はピクピクと僅かに動いているものの襲おそってくる気配がなかった。

　海斗は顳顬こめかみに指を添そえ、ここにいない者へも言葉が届くようにテレパシーを繫つないだ。

「全員現状は把は握あくしたな。それぞれの実力に見合った数を用意した。俺は千里眼でお前たちの事を見てるから、せいぜい頑がん張ばれ」

『はぁっ!?　なんの説明もなくいきなり飛ばされて理不尽なんッスけどっ!!』

　海斗だけでなく折鶴にも声が聞こえる。どうやら全員に全員の声が聞こえるらしい。

　聞こえた声は、まだ名前を名乗っていない少女の声だった。

『『『説明もなしに飛ばされて命がけをするなんて理不じ──』』』

　奇き跡せきのようなハモりの苦情を最後まで聞かずテレパシーを切断する。

　危なくなったら助けに行くつもりだが、海斗の見立てでは全員が実力を出し切れば倒たおせるはずだ。これで倒せないようなら、自分を倒すなんて夢の夢の夢の夢の夢の夢の夢だ。

　本来ならここも折鶴一人で足りるのだが、何な故ぜか折鶴の戦いを自分の目でキチンと見たいと海斗は思っていた。

「厳しいねぇ、海斗君は」

　手を口に添えながら笑う折鶴。最初は泥傀儡たちの多さにビックリしたものの、海斗がいる事で落ち着いたのか、折鶴には余よ裕ゆうが出始めていた。

「厳しくされないで俺を倒せるなら苦労しないだろ。それとも俺はその程度だと思うか？」

「う～ん。厳しくされたぐらいじゃ無理かな？　死ぬ気でやってちょうどいい気がする」

「ハッ、言うじゃねぇか。つまり折鶴はその覚かく悟ごがあるってことだな？」

「勿もち論ろんッ！　だって勇者になれるんだからッ!!」

　海斗が気になるのはここだ。この少女はどうしてここまで勇者に拘こだわるのか。

　ゲームのルールを説明した時も、勇者になれると分かった途と端たんにやる気を出していた。明らかに他と違う。

　だからこそ海斗は折鶴に期待しているのだろう。どう自分を料理してくれるのか。

　もう不満を言ってくる事もないだろうと思い、再び全員にテレパシーを繫ぐ。

「じゃあ始めるぜ！　全員、死ぬ気でやれ！」

　言い終えると海斗はつま先で軽く地面を叩たたく。すると呪じゆ縛ばくから解き放たれたかのように、泥傀儡と木人形が動き出した。

「もしかして泥傀儡たちの動きを止めてたのって海斗君？」

「ああ。そうだけど？」

　折鶴の問いかけに平然と『当たり前の事を訊きくなよ』と言いたげに答える。

　目の前に居る泥傀儡と木人形の数は視界が埋うずまるほどなのだ。数体を止めるぐらいなら分かるが、これだけの数を止める魔ま力りよく量は異常だと言える。

「本当に呆あきれる。人外にもほどがあるよ」

　ため息混じりで折鶴が言った。

「褒め言葉だと受け取っておくわ。あ、待った。悪いけど折鶴は少し待っててくれ」

「はい？」

「待たせる代わりにこれやるから」

　海斗がそう言って手て渡わたしたのは刀だった。

「やるからってこれ私の刀っ!!」

　不服そうに頰ほおを膨ふくらませつつも、差し出された刀を受け取る折鶴だった。







　二章




　同時刻。東とう都と新しん島とう内にある高さ二十メートル級の木々が生おい茂しげる林に二つの影かげがあった。

　木々の間かん隔かくが開いた木こ漏もれ日が心ここ地ち良い場所で、二人の少女が背中を合わせている。

「……何人ずつかに分けられてそう」

　アリサが背後にいる少女に話しかける。

「そうみたいですわね。私はアリサさんとコンビという事かしら？」

　憂ういが答えると同時に木々の間から計七体の泥傀儡ゴーレムと木ウツ人ド・ド形ールが姿を見せる。ターゲットを見つけ、嬉しそうに奇き声せいを上げる泥傀儡を見てアリサが深くため息をつく。

「……見ただけで分かる。雑ざ魚こ」

「同感ですわ。これだけ影があれば、物作りに困らないでしょうし」

「……影？」

　アリサの疑問を解消するように憂が影に向けて手を伸のばす。すると影から黒い柄つかが伸び、それを摑み強ごう引いんに引き抜ぬくとそれはモーニングスターだった。

「私の魔ま法ほうは影から物を作り出すものですの。アリサさんは何か武器は必要かしら？」

「……要いらない、大丈夫。武器とか作れるなんて、便利な魔法で羨うらやましい」

「そういうアリサさんの魔法はどんな魔法なのでしょう？」

「……今、見せる」

　そう言ってアリサは手で地面に触ふれ、その場所に足を置いて思い切り蹴けり込んだ。

　瞬まばたきする間さえ許さない速度で、木々の間にいた泥傀儡へ一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰つめた。泥傀儡は避よけることさえ出来ず、顔面へ拳こぶしをたたき込まれ、仮面の割れた泥傀儡はその場に崩くずれ落ち、泥どろの塊かたまりになった。

　攻こう撃げきを終えたアリサが手で木に触れると、木へ足をかけてそのまま駆け上がっていく。

「なんですの？　今の動きは？」

　木の枝に座るアリサに問いかける憂。

「……初めて今の動きを見せると皆みんな驚おどろく。貴女あなたはそんなに驚いてない？」

　表情を変えない憂に、感情の起き伏ふくが顔に表れないアリサが逆に問いかけた。

「魔法を使っているのでしょう？　でしたら、自分の知らない動きをされて疑問に感じても、驚きはしませんわ。自分の常識が正しいと思うほど、私は子供ではありません」

「……そう。私が触さわった場所に足を置いてみれば答えが分かる」

　言われたとおりに憂が足を置いてみると、何か違い和わ感かんがあった。

「足が動かない？　……違いますわね。全く滑すべらないと言った方が正しいですわ」

「……正解。そこだけ摩ま擦さつを上げた。自分の脚きやく力りよくとのバランスを考えて靴くつ底ぞことの摩擦を調整すれば、初速を上げる事ができる」

　なるほど、と憂が納なつ得とくした。木の側面を走って見せたのも、木の摩擦を上げて滑り落ちるのを防いだと考えれば合が点てんがいく。

　だが、それだけで泥傀儡へ突とつ撃げきした時の速度は出せない。何か他にタネがあるはずだ。

「……ところで、貴女の攻撃はいつになったら始まる？　さっきから動きを止めてるだけ」

「あら、気付いてましたの？」

「……ん」

　アリサとは違い、自分は動かずに倒してみせよう。そういう意味を込めて、憂はその場から動かず泥傀儡たちへ魔法を放っていた。

　見えている泥傀儡四体と木人形二体の足に黒い縄なわが絡からみついている。それは徐じよ々じよに体を登っていくと肥大化し、泥傀儡たちを吞のみ込む。それは泥傀儡の影が立体化したように見えた。憂が手を握にぎると立体化した影が潰つぶれ、鈍にぶい音が響ひびき動かなくなった。黒い影が離はなれると、泥の塊と木き屑くずがその場に崩れ落ちていく。
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「……そんな事もできるんだ。本当に便利」

「汎はん用よう性は高いですわね。とは言いましても、材料となる影が無ければ駄だ目めという欠点がありますけれど」

　そう言って握っていた黒いモーニングスターを振ふりながら、

「アリサさんの動きの秘密が分かりましたわ。地面の摩擦を上げ、自分自身の摩擦を下げてあの速度を出していたんですわ。不正解でしょうか？」

　アリサに問うと首を横に振り、正解と答えた。

　再び二人の前に泥傀儡たちが現れると、アリサは座っていた枝の側面に足を付け木人形目め掛がけて飛びつく。落下したようにも見えるが、難なく木人形の胴どう体たいに蹴りを一発入れ、地面に着地して見せる。蹴られた木人形の動きが極きよく端たんに鈍くなった。

「相手の摩擦をも操あやつれるとは恐おそれ入りましたわ」

　パチパチと手を叩く憂。

「……ん。触れた物の摩擦はなんでも増減できる。さっき泥傀儡殴なぐった時、仮面は壊こわせたけど体は硬かたくて手が痛かった。素す手でじゃトドメは無理。トドメ、任せていい？」

「仕方がありませんわね。貴女はさっさと全すべての敵の動きを──」

　憂が言い切る前に、アリサは木の側面を駆かけ上がり姿を消す。どうやら木全体の摩擦を上げたようだ。

　アリサを追いかけようと木人形が木に登り始めたが、急に木から滑り落ちた。

「なるほど。今度は摩擦を無くしましたわね」

　二十メートルを超こえる木々の上でアリサが飛び回っている音がする。どうやら木と木を飛び移り、摩擦の強い木と弱い木を作っているようだ。

　アリサが動く度たびに落ちてくる葉の動きがそれを証明していた。空気抵てい抗こうが少ない葉はまっすぐ落ちてくる。逆に強い葉は、空気の層に邪じや魔まされて何度も水平になりながら落ちてきていた。アリサがそれぞれ木々に摩擦の強弱を付けた結果だ。

　こういう上下左右に摩擦を増やせる場所があるのはアリサのフィールドと言える。それは憂も同様だ。憂の魔法は濃こい影であればあるほど強度が高い武器や物質が作れる。完全に光を遮しや断だんする林も憂にとって戦いやすい場所だろう。

　それに林なら影が近くに二つ存在する事も大きい。

　影は光源と遮しや蔽へい物の先だけでなく、遮蔽物の裏にも生まれる。ここなら地面にある木の影と、木に張り付いている影の二つがある。良質な濃い影がこれだけあれば、武器や道具の創造に困らない。

「私よりアリサさんの方がここでは有利かもしれませんわね」

　少し自じ嘲ちよう気味に落ちかけた眼鏡を直しながら憂が言う。

「……そんな事無い。貴女も凄すごい。ここでなら影が沢たく山さんあるし、貴女が強いのも頷うなずける。実は貴女を少し見くびってた。弱い人と組まされてサイアクって」

　姿の見えないアリサの声がした直後、上からアリサが高速で飛び込んでくる。蹴り込んだ力だけでなく重力も利用しているようだ。

　真下にいた木人形の顎あごへ掌しよう底ていをし、地面へ足と手を付けるとそのまま目視できる全ての敵へ掌底をして見せる。摩擦が増やされた事で空気抵抗が増え、まるで空気に押しとどめられるように泥傀儡たちは動きを封ふうじ込まれた。

「忍にん者じやみたいな人ですわね。まぁそれは良いとしましょう。弱い人というのは聞き捨てなりませんわ。そもそもアリサさん。貴女は随ずい分ぶんと小こ柄がらですが歳は幾いくつなのです？」

「……人間界に生まれて十四年。そういう貴女もあまり大きくない。歳は同じぐらい？」

「……十三歳です。ちなみに私も人間ですわ」

「……私の方がお姉さん」

　アリサの方が年下に見えていたので、少し悔くやしそうにする憂。もっともアリサの身長が十四歳にしては小さすぎるので、年下に見えていたのも仕方がない。

　摩擦が増えすぎて動けなくなった泥傀儡へ近づき、憂がモーニングスターで殴なぐった。が、予想以上に硬く逆にモーニングスターが砕くだけてしまった。

「……強度不足？」

「ですわね。良質な濃い影なら強度が増すのですが、ちょっと足りないですわね」

「……もっと良質な濃い影となると……夜？」

「ご名答ですわ」

　憂の魔法は太陽の光を遮さえぎった事で生まれる影を必要とする。人工的に作られた光で生まれた影でも作れない事は無いが、太陽の光と比べると強度は雲うん泥でいの差と言っていい。

　アリサの言った通り、夜は太陽の光が届かない事で生まれる世界だ。憂の魔法にとって、もっとも良質な影は夜に存在する。

「順位を付けるなら夜の影が一位。次点は層の厚い積乱雲の下に出来る影も良質ですわね」

「……どうする？　さっきみたいに影で吞み込んで倒たおす？」

「いいえ。他ほかに方法があるのでそちらを使いますわ」

　憂が手を空へ伸ばすと、地面の影から直径三十センチメートルの円えん錐すい状の物体が伸びていく。その数は増え続け、百を超える。

「さて串くし刺ざしタイムといきましょうか！」

　力が一点に集中する形状なら、多少の強度不足でも攻撃が通じる。

　手を振り下ろすと、円錐の影が動けなくなった泥傀儡たちへと伸びていき、次々と突つき刺さしていく。あっという間に見える泥傀儡たちを倒してしまった。

「質が悪くても数で攻せめればこの通りですわ」

　憂が魔法を解くと影が霧む散さんしていく。調子に乗って多く作りすぎたせいで木々を少し倒してしまった。倒れた木々の後ろに泥傀儡たちが何体もいた。見えないだけで見えている数の何倍もいるだろう。

　二人は深くため息をつくと、憂だけがクスリと笑う。内心ではアリサも笑っていたが表情は変わらなかった。

「……同じ手順で。止めたら貴女に任せる」

「心得ましたわ。止まったらすぐに突き刺してやります」

　アリサが地面を蹴り、木の側面を駆け上がる。

　憂は影がある場所全てから円錐を生み出し、すぐさま攻撃できる態勢を整えた。

「……質問いい？」

「構いませんが。条件がございます」

「……何？」

「私の名前は貴女あなたではありません」

　アリサから憂の姿は見えないが、憂が笑えみを浮うかべながら言っている事が伝わる。

「……憂は勇者を『正しい』と思う？」

　質問の意図がよく分からず、憂は返答に困ってしまう。だからあえて真意を考えず、

「そうですわね。少なくとも、思春期真っ直ただ中なかの女子を覗のぞける魔法を使い、こういうガールズトークも聞こうとするのは正しいとは言えませんわね」

「……正しくなきゃ困る。壊す意味が無い」

　また理解できない事を口にするアリサ。

　憂はさっき聞いた校長の言葉を思い出していた。

　校長は『良き友や良きライバルを得、切せつ磋さ琢たく磨まして欲しい』と言った。アリサとは根本的にタイプが違ちがう事は分かったが、だから友人になれないわけではない。

　むしろこの数分で気が合いそうだとは感じている。だから憂は思ったのだ。アリサと友達になりたい、と。

　ならば一人で抱かかえ込んでいる悩なやみを聞き、相談に乗るべきではないか、と。

　やはり真意を問おう。そう決めた時、

「……勇者は覗きが趣しゆ味み。あとで女子全員で詰め寄ったら面おも白しろい？」

　言葉から感情が読み取れない（アリサは表情でも読み取るのが難しい）が、おそらくは憂の意図をくみ取って話題を変えたのだろう。

　どうやら憂は一つ勘かん違ちがいをしていたようだ。

（もう友達なのですわね）

「……憂？」

「そうですわね。後でヘンタイ勇者を問い詰つめてやりましょう」

　憂が微笑ほほえむと、僅わずかな笑みを浮かべたアリサが降りて来て泥傀儡たちへと突っ込んだ。




　　　　＊




　ビルが建ち並ぶ場所に二人の少年はいた。

　片方はビルの隙すき間まに入り込み、泥傀儡たちの目から逃のがれていたが、もう一人は道のど真ん中に立ち泥傀儡たちを迎むかえ撃うっている。

「……馬ば鹿かだろ、あいつ」

　氷の魔ま法ほうを使い、波のように迫せまり来る泥傀儡を倒しているケヴィンを見て、クルトが呟つぶやく。

　馬鹿なのはさっきの発言で分かっていたが、ここまでとは思わなかった。

　おそらくだが他の場所も二人以上を配置しているはずだ。よりによってこいつと組まされるなんて最悪だとクルトは思う。

「あ～、どうせなら可愛かわいい女の子と一いつ緒しよが良かったぜ。生徒側じゃないけどイヴさんはマジでたまらんよなぁ。生徒側もそれぞれ個性があって可愛かった。若いので言うと、憂って子とアリサって子は二、三年後が凄すげぇ楽しみだ。でもやっぱり折おり鶴づるって子とエステルって子だよな。特にエステル！　あの胸は反則だよな！」

「このケヴィン・ホーキンズでも数には勝てないか。魔ま力りよくが底をつきそうだ」

　クルトが脳内で可愛いクラスメイトの姿を妄もう想そうしている中、ケヴィンが泥傀儡に追われて逃にげ出している。

　こうなる事はクルトにも分かっていた。

　二車線の道を埋うめ尽つくす泥傀儡たちを相手に魔法を使い続けていては、あっという間に魔力は尽きる。そうなれば魔法は使えなくなり、追い込まれるに決まっているのだ。

「ん？　おぉ、君は確かクルト殿どの」

「げっ！」

　隠かくれていたクルトを発見し、ケヴィンの目が光る。逃とう亡ぼうルートを大通りからビルの隙間へと移行する。泥傀儡がそれを追い、見事にクルトを巻き込んだ。

　二人で大型トラックがギリギリ通れる裏道を逃げる中、ケヴィンが冷静に現状を語る。

「すまないが、今の僕は僕の知ち謀ぼうを超える有う象ぞう無む象ぞうの策略に落ちてしまい、魔法が殆ほとんど使えない。魔力が多少でも回復するまで奴やつ等らの足止めをお願いしていいだろうか？」

　二人で走って逃げる中、走り方に大きな違いがあった。ケヴィンは普ふ通つうに走っているのに対し、クルトは走っているというより、跳はねているという表現が近い。一歩蹴けり込んだだけで、五メートルから十メートル足を付けずに滑かつ空くうしている。

「君のその走り方はなんだ？　というか随分と楽そうだな」

　息を切らし必死で走っている中、散歩でも楽しんでいるようなクルトに愚ぐ痴ちをこぼす。

「ん？　あぁ、俺の魔法って持続の魔法なんだよ。踏ふみ出した勢いをそのまま持続してるから移動が楽なんだ。それよりもケヴィン。これからどうするんだ？」

「華か麗れいな僕が敵に背を向けるとはな」

　こんな状じよう況きようでも自信満々なケヴィンに少しだけ感心する。

「逃げてる時点ですでに華麗じゃないってツッコミ入れていいか？」

　空中で反転し、クルトは頭の後ろで手を組んだ。余よ裕ゆうたっぷりのクルトに少しだけ苛いら立だったようにケヴィンが口を開く。

「逃げる？　何を言っているんだい、クルト殿。これは戦略的撤てつ退たいというものだ。手を抜ぬいた撤退など僕の美意識に反する、だから全力で撤退しているにすぎない」

　とにかく走る。薄うす暗ぐらいビルとビルの間を必死に全速力で。

「言い訳ご苦労さん」

　それに対しクルトは変わらず楽な体勢でケヴィンの隣となりを一緒に逃げていた。

「問うが、何な故ぜクルト殿も一緒になって逃げている？　足止めをお願いしたはずだが？」

「言ってる事は分かる。凄い分かるし、理解できるし、納なつ得とくできる──だが、断る」

「ぐぶっ！」

　予想外の返答にケヴィンが目の前に積まれた段ボールに突とつ撃げきしてしまった。そこへ木人形が鞭むちを振ふるうが、ケヴィンへは向かわず地面を強く打ちつけている。見れば木人形にクルトが触ふれていた。木人形の腕の振りを持続させた事で狙いがずれたのだ。

「ほら、今のうちに逃げようぜ」

　木人形から離はなれ、再び跳ねながら逃げていく。体勢を整えてケヴィンも後を追う。

「助けてもらってなんだが、どうして時間を稼かせいでくれないのか理由を伺うかがっても？」

「格好付けても女子いないからなぁ。ほら、やっぱり俺の原動力って女子だから！　頑がん張ばっても女子から評価が上がらなければ意味ないし！」

「君の揺ゆらがない信念には拍はく手しゆを贈おくってもいいが、こういう時は揺らいで欲しいな」

　そう言い合いながら角を曲がる二人。

「なぁ、ケヴィン。さっきから人がいないのはなんでだろうな？」

　クルトの問いかけにそういえばとケヴィンも疑問に思う。

　自分たちが東都新島から出られないのが真実なら、ここは東都新島にあるオフィス街だと考えられる。だとしたら、平日の昼間に人と一度も会わず、車も通らないのはおかしい。

「ま、考えても仕方がないか」

　そう結論づけたのはクルトの方だ。クルトは考えても分からない事は考えないタイプだった。そんな時間は無む駄だだと理解しているからだ。

　大きくわざとらしくため息をした後にクルトは振り返る。

「あとで勇者さんに『クルトはサボって一体も倒せませんでした』って話されちゃ女子評価ガタ落ち。やるっきゃないね！」

　ポケットに両手を突っ込み、直径一センチの鉄球を幾いくつも取り出す。それを思い切り、ビルの壁かべ目め掛がけて投げつけた。

　投げられた鉄球は重力に引かれることなく、まっすぐ突き進む。壁に激げき突とつしても勢いは消えずにビルの壁をえぐり取った。ビルの壁が崩くずれたことで埃ほこりが舞まい上がり、泥傀儡たちが埃の中で二の足を踏んだ。

「なるほど。クルト殿が使う持続の魔法は、上手うまく活用すれば鉄球でビルをも破は壊かいできるのか。美しさは無いが、素す晴ばらしい」

　クルトが足を止めたのに合わせ、止まっていたケヴィンが感想を述べる。

「男に褒ほめられてもなぁ。ま、あとはこんな事もできるぜ！」

　蹴り込んで飛ぶとクルトは地面と水平に飛んでいく。そのまま埃の中へ突とつ入にゆうすると、中で何かを削けずるような音が聞こえてくる。音が止まると、クルトはすぐに埃の中から出て来てケヴィンの隣に戻もどってきた。

「とりあえず木の奴やつを二体と、ドロドロの奴を四体だけ動きを止めてきたぞ」

　ビル風が吹ふき抜けると、視界を奪うばっていた埃をなぎ払はらう。視界が開けると、そこには首以外が埋まっている泥傀儡が四体と木人形が二体いた。

「思った以上に重くて六体しか持ち上がらなかったんだよなぁ」

　そう言われケヴィンは合が点てんがいく。

　おそらく埋まっている泥傀儡たちは一度投げられ、落下するのを利用されたのだろう。万ばん有ゆう引力を持続させれば、先さき程ほどの鉄球同様に遮しや蔽へい物へぶつかっても止まらず、そのまま地面へとめり込んでいくというわけだ。

　だが一つだけ腑ふに落ちない所がケヴィンにはあった。

「あれだけ距きよ離りが離れているのに、あんな短い時間でどうやったのか疑問だね」

　埋まっている泥傀儡同士は結構な距離が開いており、直線距離で十五メートル程はある。もっと言えば、埋まっている位置もバラバラで、ケヴィンが埃の中に入っていた僅かな時間でやったとは考えにくい。

「へぇ。ただのナルシストかと思ったが違うみたいだな。理由はこれだよ」

　クルトが再び蹴り込んで飛ぶ。が、今度はすぐに地面へ着地した。再び蹴り込むと一度目より速く飛んだ。

　その勢いのまま木人形へ突撃し、軽く持ち上げ、クルトが離れると引力に引かれ落下する。持続の魔法がかかった体はそのまま地面へめり込んでいく。

「何が起きている？」

　戻ってきたクルトにケヴィンが問いかける。

「単純な事だ。俺の持続の魔法は上乗せできるんだよ。一回目に蹴って移動した速度に、二回目に蹴った速度を上乗せしたってわけだ」

「なかなかに美しいじゃないか。何度も繰くり返し速度を上げれば、やがて光となるわけか」

「いや、別に光の速度になっても光になるわけじゃないぞ？　それに上乗せできるのは三回まで。ま、三回もできれば十分だけどな」

　埋まっている泥傀儡たちの上空を見上げるクルト。ケヴィンも見上げると、何かが落ちてきていた。物体は速度を三回上げて、埋まっている頭に激突した。

「埃の中で上に投げてたんだよ。本日の天気は晴れ時々鉄球。頭上にご注意ください！」

　次々と落ちてくる鉄球。鉄球の一いち撃げきを食らった七体は泥どろの塊かたまりと木き屑くずへと変わった。

　持続の効果を与あたえられ、空目掛け投げられた鉄球は空高くまで上り、効果を切れば今度は落下する。そこにまた持続の効果を与え上乗せすれば、高速で落下してくる物体になる。

「さてと、十分時間は稼いだよな。今度はケヴィンの番だ」

　ここじゃ狭せまいだろ？　と言いたげにビルの間を抜け、大通りに出るクルト。その姿を見てケヴィンも後を追った。

「やれやれ、仕方がない。僕の可か憐れんで美しくこの世の物とは思えない素晴らしい魔法を見せてあげよう」

「すでにさっき見たけどな」

　鋭するどいクルトのツッコミを見事なスルースキルで受け流し、ケヴィンは氷の造形を始める。

　ケヴィンの魔法は、氷を動物の形に造形し、それに戦わせる、というものだ。

　クルトはケヴィンを馬鹿と言ったが、それは考え無しで魔法を使っていたからではない。

「我が体に眠ねむる空を支配した絶対強者の力を今解き放たん。出いでよ、絶アイシ氷クル・竜ドラゴン！」

　この痛い台詞せりふを指して言っていたのだ。魔ま法ほうを使うのに詠えい唱しようのような台詞は必要ない。そんな事をするのは、自分に酔よっているナルシストだけだろう。

　そんな痛い台詞を言い終えたケヴィンの前に冷気が集まりだした。

　少しずつ形造られていく氷の彫ちよう刻こく。ケヴィンを襲おそおうとビルの間から現れた木人形が鞭を振るうが、氷のドラゴンがケヴィンを守り威い嚇かくするように咆ほう哮こうを上げる。

　翼つばさを広げれば全長十メートルを超こえる巨きよ体たい。鱗うろこや牙きば、鋭い爪つめまで形造られたドラゴンの彫刻は、そこにいるだけで強大な威い圧あつ感かんがあった。

「美しい。相変わらず美しすぎる。その姿はまさに空を支配する王者に相応ふさわしい。クルト・オルテガ。君もそう思うだろう？」

「……悪い、ノーコメントで……」

「フッ、頭の中に女性の裸はだかしかない君でさえ、僕の生み出した絶氷竜の美しさに脳内を支配され言葉を失ったか」

「どんだけプラス思考だ、お前は。確かにそれは格好良いと思うけど、痛すぎる台詞とかネーミングに引いてんだよ」

「さぁ、いくぞ絶氷竜。君と僕の力を見せてやろう」

　ケヴィンはクルトの言葉を見事に聞き流す。

　恥はずかしい名前の絶氷竜にケヴィンが乗ると、翼を羽ばたかせ空へと舞まい上がる。

　泥傀儡たちを睨にらみ付け、大通りに沿うように絶氷竜が飛ぶ。すれ違ちがう直前、咆哮に似た音を出しながら、口から三十センチ台の雹ひようが混じったブレスを吐はき付ける。

　木人形には致ち命めい傷しようを与え倒たおす事ができたが、ダメージは与えたものの近い属性だった為ためか泥傀儡にはあまり効かなかった。

「フッ、ならばこれではどうかな」

　空高く舞い上がった絶氷竜の上でケヴィンが妙みようなポーズ（本人は格好良いと思っているらしい）をすると、絶氷竜が口を大きく開く。すると絶氷竜の前に巨きよ大だいな氷ひよう塊かいが生まれた。

「食らうがいい。我が絶氷竜究極の技わざを」

　ケヴィンが妙なポーズを更さらに妙なポーズ（やはり格好良いと思っているらしい）に変えると、絶氷竜が氷塊に吠ほえる。すると意志でも宿ったかのように、氷塊が泥傀儡へ向けて突つき進んだ。

　いくら属性が近かろうと、これなら属性を無視した物理的な圧力を与える事ができる。泥傀儡がつぶれたのを確かく認にんして、ケヴィンは絶氷竜の上で勝ち誇ほこっていた。

「そんな魔ま力りよくを無駄に使って。俺、知らね」

　ケヴィンの戦いを見ていたクルトがぼやく。

　クルトはある程度、魔法のタイプについての知識がある。ケヴィンのような物質を生み出すタイプの戦術の欠点もいくつか知っていた。

　本来、この手のタイプは自身で魔法が使えないので敵に近づかず、遠方で生み出した物を操あやつり戦うのが正せい攻こう法ほうになる。ケヴィンは何を勘かん違ちがいしたのか、直接攻こう撃げきできる魔法が使えるわけでもないのに、自ら危険な位置で戦っていた。

「あんな魔力を使う魔法使ったら、注つぎ込んだ魔力が足りなくなって造形の維い持じが難しくなるだろうに」

　クルトの考えは正しかった。クルトが言った直後、絶氷竜の翼が崩れだした。

　物質や物体を作る魔法は、注ぎ込んだ魔力が多いほど強固になる。更にケヴィンのように、作った生き物が魔法を放つ場合は、威い力りよくや回数も魔力に比例してしまう。魔法を使えば本体の強度は落ち、最後には崩れ霧む散さんしていく。

　クルトの予想通り絶氷竜は崩れだしている。もともと全快にまで回復していなかっただろうケヴィンの魔力では、この絶氷竜の造形自体が無む茶ちやだった上に、あれだけの魔法を使ったのだ。絶氷竜が崩れていくのは当然と言える。

　一番やっかいなのは崩れているのが空中で、それに気付かず誇っているケヴィンだ。

　満足したのか、ようやくケヴィンは見上げているクルトに視線を落とす。

「どうかな、クルト殿どの。僕の素晴らしく美しい戦せん闘とうは。いつか勇者や魔ま王おうより有名になる僕の戦いは見ていて飽あきなかっただろう」

「まぁ、最後に見られてよかったよ」

「……ふむ？　最後？」

　クルトが絶氷竜の翼を指差す。すでに翼の三分の一が崩ほう壊かいしていた。

「僕とした事が攻撃を食くらった事に気付かなかったとは」

　自分の失態を認めないケヴィンに少しだけ感心した。だからといって助ける義理もなく。

「女子なら助けたんだけどなぁ。次は女子に生まれ変わってこいよ、ケヴィン。美少女ならその鬱うつ陶とうしさもきっと愛される」

　ついに絶氷竜は浮ふ力りよくを失い、落下してきた。知らないフリをするクルト。絶氷竜は地面へ激突し、そのまま崩れ霧散していった。

　霧散した氷が周囲に霧きりを生み出し、視界を塞ふさぐ。そんな霧の向こうに多数の影かげが見えた。

「一人であれ相手にするのか。やっぱ助ければよかったかな」

　クルトがぼやいた直後、霧の中から一つの影が飛び出してきた。それは怪け我が一つしていないケヴィンだった。

　面めん倒どう事が半分になって助かったと思ったクルトだったが、

「フッ、さすがは僕だな。これだけの事が起きても死にはしなかった。どうやらケヴィン・ホーキンズという存在は死さえ超ちよう越えつした存在らしい」

　クルトの隣となりにやってくるとケヴィンは自分を絶賛し出す。

「じゃあ後は頼たのんだ」

　ヒラヒラと手を振ふり、クルトがケヴィンに背を向けてその場を離はなれようとした。

「待ちたまえ、クルト殿」

　それを制止するケヴィン。

「なんだよ？　死さえ超越した存在なんだろ？　なら一人でも大だい丈じよう夫ぶってわけだ」

「フッ、それは魔力があればの話。絶氷竜に回復した魔力全すべてを注ぎ込んだ僕には魔力の欠片かけらも残っていない」

「頑がん張ばってな、死を超越した存在のケヴィン・ホーキンズ」

「待ちたまえクルト殿。君は人の話を聞いていなかったのか？」

　ケヴィンにだけは言われたくない台詞だった。

　しかしクルトは何かを思い出したかのように歩みを止める。

「……あ～、聞き忘れてたけどケヴィンは歳幾いくつなんだ？」

「十五だがそれが何か？」

「チッ、一つ下か」

　軽く舌打ちをし、クルトが踵きびすを返し泥傀儡たちへ向かって歩いて行く。

「やっと僕の話を聞いてくれたか」

「違ちげえよ。人間界では年上が年下を守るもんなんだよ。ケヴィンみたいに鬱陶しかろうがな。魔ま界かいじゃそんな風習はないのかよ？」

「魔力が回復した次は巨大な白びやつ虎こでも作って──」

（駄だ目めだ、こいつ。早くなんとかしないと）

　と思いつつクルトは次々と泥傀儡たちを屠ほふっていく。体当たりして体を浮うかし、万ばん有ゆう引力を利用して地中へ埋うめ、ポケットに入れていた鉄球を次々と空へ投げ頭に落とす。

　数体倒した所で、次し第だいに攻撃の手を緩ゆるめていった。組まされた相手の使えなさにどうしてもやる気が出なかった。

「本当になんで俺が男の為に。どうせなら女子の前で命を張って戦い……いや、待て」

　そこでクルトは思案する。

「戦うんじゃなくて戦ってるのを見てる方が良くね？　スカート捲めくれたらパンツ見られるし、胸とか揺ゆれてるの見られるし！」

　クルトの脳内で何人かのクラスメイトが浮かび上がる。

「スカートが捲れる偶ぐう然ぜんに期待するより、揺れる胸を見たほうがいいな！　それなら折鶴かエステルかなぁ。いや、ここはやっぱり一番のエステルだな！　エステルと組んでる羨うらやましい奴やつは誰だれだっ!?　後で詳くわしく聞かないと！」

　戦闘後の楽しみを見み出いだし、クルトはやる気を出した。
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　野球場やテニスコート、サッカーグラウンドが複数並ぶ河か川せん敷じき。競技場を分けるように木が植えられており、他ほかの競技の邪じや魔まにならないよう配はい慮りよがしてあった。

「ヘックチッ！」

　その広さを活いかすように、迫せまり来る泥傀儡と木人形から逃にげながらエステルはくしゃみをした。クルトが噂うわさした事で生まれたくしゃみだったが、エステルにそんな事を気にする余よ裕ゆうは無かった。

「エステルさん！　何度も言わせないでください！　逃げるのなら僕の後ろへ逃げてください！　どうして明後日あさつての方へ逃げるんですかっ!?」

　そのエステルを追うようにキースが走っていた。

「だってあれ、気持ち悪くて怖こわいんです！」

「理由になってませんよっ!?」

　追ってくる泥傀儡たちへ目もくれず、目め尻じりに涙なみだをためながら全力疾しつ走そうをしている。

　どうやら泥傀儡たちの外見が怖いらしく、エステルは立ち向かおうとしない。ちなみにエステルは逃げてばかりで一体も倒していない。

「あぁ、もう！　次こそ真っ直すぐ走って逃げてくださいね！」

　そう言ってキースは振り返る。

　キースが力を込めると、周囲の温度が変わる。『暖かい』と感じていた熱が『暑い』へと変化し『熱い』と感じるまで上じよう昇しようしていく。

　次の瞬しゆん間かんにはキースを中心に火の粉が舞まい始め、雑草や木々の葉が燃え始めた。次の瞬間、轟ごう音おんが響ひびき、キースから炎ほのおが上がり火柱が天高くまで立ち上る。

　さっきから何度も行っている事だが、泥傀儡たちは学習能力がないのかそのまま火柱へ突っ込んでいく。

　泥傀儡は一いつ瞬しゆんで乾かわきその場に崩くずれ、木人形は一瞬で消し炭となった。逃げ回るエステルと比べ、キースはすでに二十体以上を倒していた。

「本当ならもっと巨大なものを作れるんですけど、こう走り回ってたら難しいってエステルさんっ!?　だからなんで横へ逸それるように逃げるんですかっ!?」

　せっかくエステルとの間に壁かべとして火柱を作ったのに、それを無む下げにするように違う方へ逃げていく。こんなやり取りをさっきから何度も繰くり返している。

「もうわざとやってるんですか」

　火柱が消失し、呆あきれ顔で肩かたを落とすキースが姿を現す。

「あれが本当に海かい斗とさんを倒せると選ばれた人なんでしょうか？」

　逃げ回るエステルを見て呟つぶやく。

　イヴが言ったのだから多分そうなのだろうが、キースにはそう思えなかった。

　魔ま法ほうを使う事で感じる魔力の波動も未いまだに感じず、ただ逃げているだけだ。魔法を使わず逃げ続けられているのを考えると凄すごいのかな？　と別の意味で感心しそうになる。

「本当に海斗さんを倒せるだけの実力があるか見させてもらいます」

　今度は助けず追い詰つめてみようと考え、キースは動かず火柱を起こす。

　キースが使う魔法は、全力を出すまでに時間がかかるという欠点がある。バーベキューで炭に火を熾おこすように、少しずつ火力を上げなければならない。火柱の幅はばが広がり、最大で直径十メートルにまで広がる。

「さて、こっちからの攻撃は防ぎました。頑張ってください、エステルさん！」

　キースの応おう援えんは聞こえておらず、エステルは走り回って逃げている。

「怖いーっ！　怖いよ──っ!!」

「あの……エステルさん？」

　逃げていた。

「来ないでーっ！　来ないでってば──っ!!」

　攻撃せずに逃げ続けていた。

　流石さすがに一人になれば頑張ってくれるかと思っていたが、もう無我夢中で逃げ回っている。

　だが、それもついに終わりを告げる。転がっていた石に躓つまずき、盛大に転んだ。スカートが捲れキースが思わず視線を逸らす。

　視界の隅すみでスカートを直したのを確かく認にんし、再びキースが視線を戻もどすとエステルは泥傀儡と木人形に追い込まれていた。

「ひいぃっ!?」

　地面を滑すべるように後ずさりしていくエステル。川を渡わたるために造られた橋を支える脚あしに阻はばまれて、ついに追い込まれてしまう。

（海斗さんは『それぞれの実力に見合った数を用意した』って言ってました。きっと僕が助けなくても倒たおせるはずです）

　火柱の中でキースはエステルを見つめ続ける。

　キースには夢と言っても過言ではない目標がある。魔王に壊こわされた街を再建するという夢が。自分以外を殺され、破は壊かいし尽つくされた故郷を再建するという強い願いがある。

　だからこの島にずっといるわけにはいかない。

　海斗は街を壊した相手を討うってくれた恩人でもあるが、キースにとってはそれ以上に街の再建が大事なことだった。一刻でも早く海斗を倒し、戻りたいというのがキースの本音だ。

　魔王の恐おそろしさを知っているからこそ、一人で海斗を倒せるとは思っていない。協力して海斗を倒したいと考えている。だからこそ全員の実力は把は握あくしておきたかった。

　まずは一いつ緒しよになったエステルの実力を見たいと思ったのだが、いつになっても戦おうとしてくれない。

（多少荒あら療りよう治じだとは思いますが……見せてください！　貴女あなたの実力を！）

　キースの思おも惑わく通り、追い込まれたエステルはついに反はん撃げきに出る。

　泥傀儡が手を伸のばし、エステルを摑つかもうとした時、

「嫌いやぁあぁぁっ!!」

　涙を流しながら体から放電し、手を伸ばしていた泥傀儡を痺しびれさせた。だが倒れるまでには至らず立ち尽くしている。

「えぐっ！　うぐっ！　も、もう嫌ヤだぁっ!!」

　立ち上がり涙を拭ぬぐい目を見開くと、エステルの体に電気が帯びる。エステルが拳こぶしを合わせると、体に帯びていた電気が両拳に集まった。

　ボクサーのように腰こしを沈しずめ、自分の周りにいる泥傀儡たち目め掛がけて拳を何度も繰り出す。小こ柄がらなエステルのリーチで届く距きよ離りではない。だがその動きはフェイントでも無く、れっきとした攻こう撃げきだった。

　拳から拳より一回り大きい電気玉が飛び出す。雷らい鳴めいを轟とどろかせ、青白い火花を撒まき散らしながら目標へ向けて高速で飛んでいく。

　着ちやく弾だんした電気玉は泥傀儡たちの体を爆ばく音おんを響かせながら走り抜ぬけた。その場に崩れるどころか、跡あと形かたもなく消し飛んでいく。

「嫌ヤだぁっ！　嫌ヤだぁっ!!　嫌ヤだぁっっ[image: ]」

　もう無我夢中で拳を繰り出し、電気玉を飛ばし続けるエステル。だが一瞬の隙すきをついて木人形がエステルの腕うでにツタの鞭むちを絡からみつけた。絡みつく鞭を外そうと藻も搔がくが、まったく離はなれない。木人形が引っ張った瞬間、

「い、嫌ぁあぁぁっ!!」

　パニックになったのか、叫さけびながらエステルが地面を強く蹴ける。すると手に帯びていた電気が足へと移動する。

（衝しよう撃げきを与あたえた場所に帯電できるみたいですね）

　キースの憶おく測そくは正しかった。

　最初に反撃した一いち撃げきが微び弱じやくだったのは、攻撃用ではなかったからだ。あくまで防衛用の放電であり、あの程度ならすぐにできるのだろう。

　しかし攻撃用の電力となれば、電でん撃げきを飛ばす部位に集中して電気を溜ためる必要がある。

　足に帯びた電気を中段蹴りのモーションで飛ばすが、威い力りよくがとんでもなかった。

　横一文字に伸びた電気は横よこ幅はば二十メートル以上の雷かみなりの刃やいばになり五十メートル以上も飛んだ。腕の自由を奪うばっていた木人形だけでなく、飛んだ刃の軌き道どう上にいた他の泥傀儡たちや、競技場を遮さえぎっていた木々も両断している。

　両断されたのはキースの火柱も同じだ。もっと言えば火柱へ飛び込みかけていた泥傀儡たちも真っ二つになっている。

　キースは身の危険を感じ身をかがめていたが、冷たい汗あせが背筋を走っている。

「……エステルさんは怒おこらせちゃ駄だ目めですね……」

「きゃっ！」

　引っ張られていたのが急に自由になって転んでしまい、エステルは女の子座りで泣き崩れてしまった。

「えぐっ……気持ち悪いよぅ。……うぐっ……怖いよぉ」

　エステルの乱らん舞ぶによって、ほとんど泥傀儡たちは残っていない。

「もう大だい丈じよう夫ぶですよ。残りは僕が片付けますから」

　泣いている女の子の対応が分からないキースは優やさしく声をかけるしかできなかった。それでもキースの言葉に小さく頷うなずくエステルを見て、少しだけホッとする。

「じゃ、じゃあ僕は残りを倒してきますね」

　妙みような空気に耐たえられなくなり、その場を離れようとするキース。だが、動こうとしたキースの脚にエステルが絡みつくように抱だきついてきた。

「ちょ、ちょっとエステルさんっ!?」

「側そばにいてくださいよ！　ハイウェルさんも魔族ですよねっ!?　同族の女の子を放置して行かないでくださいっ!!　またあんなのと戦う事になるかもしれないなんて嫌ですっ!!」

「い、いやエステルさんっ!?　側にいてあげたいのは山々なんですけど、僕の魔法は側に居ると巻き添ぞえをっ!!　そ、それと脚にですね……その……」

　キースの脚に豊満なエステルの胸が形が変わるぐらいギュ～ッと押しつけられている。

「??」

[image: ]

　当人はそれに気付いておらず、首を傾かしげていた。真面目まじめなキースはそれをどう指し摘てきしたら良いか分からず顔を真っ赤にして戸と惑まどっている。

　そんな二人の所へ、運良くエステルの攻撃から逃のがれた泥傀儡や木人形が近づいてきた。

「ほ、ほら！　泥傀儡たちがこっちへ向かってきてます！　お、お願いだから放して離れてくださいっ!!」

　ギリギリでエステルを引き離し、敵を倒して事なきを得たが、

「……色んな意味で疲つかれました」

　敵がいないのを確認し、ため息をつきながらキースはエステルの隣となりに腰を下ろした。
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　砂すな浜はまに座り込んで島の全域を魔法で眺ながめていた海斗が小さく笑った。

「んだよ、キースの奴やつ。役得じゃねぇか」

「何か言った？」

　折鶴が問いかけるが、海斗は首を横に振ふった。

（やるべき課題は見えたな。まずは数人を除き魔ま力りよくの底上げが必要で、後は各自特訓っと。予想通り、鍛きたえれば俺を倒せる可能性がありそうだ。ほんの僅わずかだけどな）

　またククッと笑う海斗。

「ねぇ、海斗君！　そろそろ私も戦いたいよ！」

　刀を鞘さやから抜き折鶴が突とつ然ぜん叫さけんだ。

「どうした、急に」

「急にじゃないよ！　もう十分以上も待ってるんだよ？　拘こう束そく解いて戦おうよっ!!」

　折鶴が刀を向けた先には、プルプルと震ふるえる大量の泥傀儡や木人形がいた。その数、実に三百体。

　折鶴に待ってもらっていたのは、海斗が他ほかの戦せん闘とうを見る為ためではない。千里眼の魔法を使えば、戦いながらでも見る事はできる。だがそれは、大おお枠わくを把握できればいいというのが前提になってしまう。

　異い端たんや人外と称しようされる海斗も人間である事に変わりはない。脳内で一度に捌さばける量にも限界はあるし、一つに集中すれば他が散さん漫まんになるのは道理だ。

　それでは駄目だと思う者が目の前にいる。

　ナタリーが言ったようにすでに海斗は全員の実力を把握している。

　勿もち論ろん、それには折鶴も含ふくまれている。それでも海斗が折鶴に惹ひかれるのは、他の者にはない『勇者になりたい』という強い意志を感じたからだ。

「年とし頃ごろの女が戦いたいって叫ぶってのはどうなんだ？　戦せん闘とう狂きようか？」

「う～っ！　違ちがうけどさぁ！　こんなに魔ま法ほうの波動を感じると疼うずくんだよ！」

「やっぱり戦闘狂じゃん。ま、俺も人の事は言えねぇけど。そういや折鶴はどんな魔法を使うんだ？」

　唐とう突とつな海斗の質問に驚おどろいたような顔をしながら折鶴が答えた。

「倍速になる魔法だよ。魔力を消費して動き続けている間は自分の速度がどんどん上がるの。欠点としては、動き続けなきゃいけない事だね。一度でも止まると、上がった速度がリセットされちゃうの。それに今は三回、倍速したら限界。それ以上は体が保もたないんだよ」

「へぇ～。だから速度を活いかせる武術を学んでるのか」

「う、うん」

　歯切れの悪い返答をしつつも、まるで冷蔵庫を開けたら大好きなケーキを見つけた子供のような顔をしている折鶴に疑問を持ち、海斗が思案顔で問い返す。

「どした？」

「いや、剣けん術じゆつって言わなかったから……もしかして……」

「ああ、そんな事か。お前の体についてる筋肉だよ。剣術だけじゃ付かない場所にも鍛えられたような筋肉があるからな。俺の見立てじゃ剣術以外にも槍そう術じゆつ、薙刀なぎなた術じゆつ、双そう剣けん術じゆつ、弓きゆう術じゆつ、格かく闘とう術じゆつあたりは習得しているだろ？」

「……うん」

　今度は一いつ拍ぱくの間を開けての返答。さっきとは違いどこか不ふ機き嫌げんな顔をしている。

（？　俺、なんか気に障さわる事でも言ったか？）

　このまま会話を続け折鶴が実力を出せなくなったら元も子もない。他の場所はほぼ戦いが終わっているし、何を教えればいいかも見えた。

「んじゃ、そろそろやるか？」

　不機嫌の表情が一気に消え、曇くもり空から太陽が顔を出したような明るい笑えみを浮うかべる折鶴。やっぱり戦える事でこんな笑みに十六歳の女の子がなるのは些いささかどうかと思うが、それが陽ひ乃の瀬せ折鶴という少女なのだろうという結論に至る。

「やっとかぁ。待ちくたびれたよ！」

　折鶴が背せ伸のびをした後、刀を構える。

　よっ、と言って海斗は立ち上がり、さっきと同じように折鶴に背中を預ける。

「さぁて、やるか！」

　海斗がそう言うと、拘束を解かれた泥傀儡と木人形が動き出す。

「うん！」

　折鶴は嬉うれしそうに刀を上段から下段へと振り下ろす。そこに一いつ切さいの隙はなく、思わず海斗は猛たけりそうになった。

（ククッ、やっぱり俺も人の事は言えねぇな。折鶴とマジで戦やりたくなったぜ）

「さぁて、次代勇者さん！　俺を裏切らないでくれよ！」

「次代勇者、か。私が勇者に相応ふさわしいか──。応こたえられるよう頑がん張ばるから見ててね、現勇者、海み月づき海斗君！」

　それを合図に海斗は地面を蹴り、折鶴の背中から離れた。海斗に合わせ折鶴も地面を蹴り、向かってくる泥傀儡へ向けて刀を振るう。




　　　　＊




　視界が埋うずまる数を前に、折鶴は臆おくすることなく突つっ込んでいく。

　折鶴は目の前の泥傀儡の胴どう体たいを横に刀を払はらう。泥傀儡は斬きられた部分から崩くずれていき、一いつ瞬しゆんで泥どろの塊かたまりになった。それを確かく認にんし、足を止めずに次のターゲットへ向かう。

　木人形が間合いに入る直前にその場で横に大きく一回転し、回転した勢いを借りてそのまま刀を突き刺さす。

　そこへ泥傀儡と木人形が折鶴を挟はさむように襲おそいかかってきたが、木人形を刀に刺したまま強ごう引いんに振り回し、向かってきた泥傀儡へ刀ごと投げ飛ばす。ぶつかり合った二体はその場で、泥の塊と木き屑くずになって動かなくなった。

　背後から襲おうとしている木人形へは目もくれず後ろ回し蹴りを放つ。木人形が蹌踉よろめいた隙に、地面へ落ちた刀を拾ひろい、下から上へと斬り抜ぬいた。一刀両断された途と端たん、その木人形も木屑へと変わった。

　泥傀儡と木人形は練度が低い魔法のため、一定以上のダメージを受けるとその場に崩れてしまう。

　魔法には練度が存在する。生まれつき練度が高い者もいるが練度は鍛える事が可能で、練度が上がれば魔法の質が上がり、能力の幅はばが広がったりもする。

　練度が極きよく端たんに低いと媒ばい体たいが必要になる事がある。代表的な物で言えば杖つえがそうだろう。目の前の泥傀儡でいうと仮面がそれに該がい当とうする。詰つまるところ、この魔法を使った者の練度が低い事を表していた。

　泥傀儡たちを考察しながら海斗は折鶴の動きに驚いていた。足場の悪い砂浜であれだけの動きをしながら、どの動きをしている時も一切足を止めずに動き続けていたのだ。

「ハッ、予想以上の動きをしやがるな」

　折鶴の魔法は止まることを許さない魔法と言っていい。それに対し折鶴が使う剣術、武術もだが必ず止まる時間が生じるものだ。

　例えば、とどめの一いち撃げきを放つ瞬しゆん間かんはどうしても地面にしっかりと足を付け、力を込める為の重心が欲しくなる。その場合、ほんの僅かだが足が止まる事になってしまう。だが折鶴はそれをあえて行わず、動いたまま重心を取っていた。もしかしたら空中でも重心を取れるかもしれないと思わせる程ほどだ。

　海斗を指して人外と言ったが、折鶴も十分に人外の領域に達している。

（他の奴やつ等らも十二分に鍛えていたが、折鶴は別格だな。なんせまだ魔法を使ってねぇし）

　目の前ですでに十五体の泥傀儡たちを屠ほふっているが、未いまだに魔力の波動を感じない。他の生徒（クルトとエステル以外）は開戦直後に魔法を使っていたにも拘かかわらずだ。

（怖こわいねぇ、この女は。一体、何に突き動かされてこんなに強くなった？）

　折鶴の動きをマジマジと見ていた海斗へ向けて、さっきから何度も泥傀儡と木人形が襲いかかっているが、目視していないにも拘わらず一度も攻こう撃げきが当たっていない。

（思った通り、勝手に躱かわすってのは面おも白しろくねぇな）

　つまらなそうに大きくため息を吐つく。

「ま、勝手に攻撃しないだけマシか。攻撃は俺の意志でしかできないんだからな！」

　泥傀儡が手を組んで上から振り下ろす。それを躱した直後、左拳こぶしを泥傀儡の腹部へたたき込む。泥傀儡は吹ふき飛ぶどころか、その場で跡あと形かたもなく飛び散り灰色の仮面だけがその場に残った。

「パンチ一発で砕くだけるほど柔やわらかくないんですけどっ!?」

　二体の木人形が鞭むち状のツタを刀に巻き付け、折鶴の動きを封ふうじていた。にも拘わらず、折鶴に焦あせりはない。それどころか海斗の動きを見る余よ裕ゆうさえあった。

　折鶴も泥傀儡を何体も倒たおしているが、斬った時や突き刺した時、泥のような見た目に反して相当な重さを感じていた。それを拳一つで粉々にされては折鶴も思うところがある。

「まったくもう。本当に凄すごいよ、海斗君はさ！　それでこそ私が憧あこがれる勇者様だけど！」

　刀を一度手放し、バランスを崩した木人形へ突とつ撃げきする。

　海斗が泥傀儡なら自分は木人形を倒してみせる。と、海斗を真似まねて殴なぐってみたものの、表面の薄うす皮かわが剝はがれた程度で、倒す事なんて不可能だった。

　折鶴を攻撃するために木人形が刀から鞭を離はなす。地面に落下する前に刀を摑つかみ、目の前の木人形を両断して倒すが、予定外の動きをした事で隙すきが生まれ、

「あっ！」

　もう一体の木人形が伸のばした鞭が折鶴の足に絡からみつく。そのまま引っ張られ、風切り音が発生する速度で振り回しだした。

「ちょ、ちょっとっ!?」

　慌あわててスカートの裾すそを押さえる折鶴。そのまま叩たたきつけられたら命に拘かかわるというのに、スカートを気にするあたり折鶴の余裕が見られる。

「安心しろ、折鶴。そのスカートは簡単に捲めくれないようになってるから。あ、でもさっきエステルのスカート捲れてたな。捲れる場合と捲れない場合ってどんな違いがあるんだ？」

「冷静にスカートについて分ぶん析せきしてないで助けてよ！」

「平気なくせに助け求めるなよ。ったく、しょうがねぇな」

　海斗が足で地面を叩くと、折鶴を振ふり回している木人形を包むように竜たつ巻まきが起きる。竜巻は刃やいばのように木人形を斬り裂さき、振り回されていた折鶴が放ほうり投げられた。

　飛ばされた方へ海斗が飛び込み、折鶴を受け止めた。

「うぅ、気持ち悪い～」

　海斗にお姫ひめ様抱だっこされながら、顔を青くしている折鶴。目の前にあった海斗の顔をじっと見て、

「助けてもらってなんだけど、もう少し優やさしく助けられないかなぁ？」

　と言うが海斗の視線は折鶴の顔を捉とらえていない。

「んな事より新発見だぜ、折鶴」

「へ？」

　海斗は折鶴の下半身を見ていた。

「戦いではスカートは捲れないが、戦い以外では捲れるらしい」

「っ!?」

　海斗の腕うでから飛び降り、捲れていたスカートを直す。顔を真っ赤にして、

「……見た？」

「おう、バッチリと。外見に似合わず大人っぽい派手な下着つけてるんだな」

「えっ!?　今日、そんな派手だったっ!?」

「今穿はいてたのは、鮮あざやかなピンク色だったが、動どう揺ようするって事は勝負用の派手なのもあるって事だな」

　恥はずかしさと怒いかりが折鶴の顔を真っ赤にさせた。そこへ泥傀儡が襲いかかってきたが、折鶴が魔法を使い移動速度を上げ、泥傀儡の背後から一ひと突つきする。

「か、海斗君！　他言無用だからね！　特にクルト君には！」

　ハラハラと手を振り了りよう解かいの意思を折鶴へ伝えると、遠くにいた木人形へ向けて音速で左拳を突き出す。目標とした木人形だけでなく、直線上にいた泥傀儡と木人形をも吹き飛ばしながら何かが突き進む。

　海斗は一気に十六体を蹴け散ちらしてみせた。

「今の魔ま法ほう？」

「ああ、拡張の魔法だ。拳圧を拡張しながら進ませた。折鶴が魔法を使ったのに俺が使わないのは不公平だろ？」

「別に不公平でもないけどね。逆に自じ慢まんですかって思ったぐらいだよ」

　泥傀儡から刀を抜き、後ろから近づいてきたもう一体の泥傀儡の攻撃をさっきと同じように魔法で加速して躱す。

　今度は背後ではなく、頭上に飛び上がって頭から下へ斬り裂いた。

　ほぼ同時に海斗が遠くにいる泥傀儡目め掛がけ、エアーデコピンをしてみせる。狙ねらわれた泥傀儡の頭が綺き麗れいサッパリと消え失うせた。おそらく拡張の魔法を使って倒したのだろう。

「ねぇ、海斗君。質問が二つあるんだけどいいかな？」

「お、なんか教師と生徒の間あいだ柄がらっぽいやり取りだな。いいぜ、なんだ？」

「魔法は『一人一種』って覚えたんだけど、海斗君って幾いくつも魔法を使ってるよね？」

　ああ、その事かと海斗は答える。

「俺自身も幾つ使えるか分からないけどな。ま、一つじゃ無い事は確かだ。他人が使った魔法を見て俺もできそうってやったらできるなんてザラだしな」

「やっぱり人外だよね。じゃあ二つ目の質問。さっきの拡張の魔法でさ。私が倒した数に合わせて倒したよね？」

　感心するように海斗が顎あごに手を当て、折鶴の意見に耳を傾かたむける。

「あれは『俺は一撃でお前が倒した数を難なく倒せるんだぜ』って自慢ですか？　その後も私が一体倒したら、指を弾はじく程度で倒してくれちゃってさ」

　不満げに海斗の側そばへ歩み寄り背中を海斗へ向ける折鶴。不ふ機き嫌げんで背中を向けたわけではなく、こうすることで背中を気にする必要が無くなるからだ。

　この行動には、前だけを向いて戦えるというメリット以外に、大きな意味合いがある。

　背後を預けるという行こう為いには、信しん頼らいという関係が必要になる。それが分からない海斗ではない。預けられた信頼を無下にするような性格でもない。だから同じように海斗も折鶴に背中を預けた。

　ターゲットが一いつ箇か所しよに集まった事で泥傀儡たちが二人を囲むように集まり出す。そんな事を気にも留めず、二人は背中越ごしに会話していた。

「さっきのは別に自慢でもなんでもねぇよ。こんな雑ざ魚こをただ倒すってのは面白みがねぇからな。そこで提案なんだが、倒した数で勝負しねぇか？」

　一いつ拍ぱくおいて海斗の提案に折鶴が鼻を鳴らす。

「いいよ！　あまりに手て応ごたえ無くて面白くなかったし！　罰ばつゲームはどうする？」

「そうだなぁ。折鶴は甘い物は好きか？」

「大好き！」

「んじゃあ、それだ。商業区に良いケーキ屋があるってナタリーが言ってたぜ」

「本当っ!?　じゃあそれで！　ちなみにケーキはピースじゃなくてホールだからね！」

「太るぞ」

「大だい丈じよう夫ぶだもん。私、いくら食べても太ら──」

「ああ、栄養が胸に行ってるのか。エステルには劣おとるけど折鶴もデカイもんな」

　文句を言おうとした瞬間、ククッと笑いながら海斗は地面を蹴けった。

「もう、このセクハラ勇者！　絶対に負けないんだからっ!!」

　海斗と同じように折鶴も前に出る。だが、先程までと戦せん闘とうスタイルが大きく違ちがう。魔法を使い、どんどん加速していく。

　初速の倍ですら捉えきれなかった泥傀儡たちが、倍々に加速していく折鶴の動きに付いてこられるはずもなく、次々にその場に崩くずれていく。

　折鶴のスピードはもはや目視できるレベルではなく、一いつ般ぱん人には斜線が走っているようにしか見えない速度にまで達していた。

　海斗は自分に向かってくる敵を屠るのに対し、折鶴は自ら突つっ込んで倒していた。

「これで合計五十体！」

　木人形を突き刺さし、一度足を止めた折鶴が高らかに宣言する。

「惜おしいな。こっちは五十一体目だぜ！」

　そう言って海斗が泥傀儡の顔を左手で握にぎり潰つぶしていた。

　海斗や折鶴の近くに泥傀儡たちが居なくなり、少し離れた位置に固まっている。どうやら個々で向かっても無む駄だだと判断したらしい。

　倒せる標的が側にいなくなったので、二人は近づいた。互たがいに息も切らさず、

「流石さすがだね。残り百九十九体。私が勝つには最低でも百一体を倒さないと駄だ目めって事かぁ」

「勝つ気満々だな。じゃあそろそろケリつけるか？　まだまだ余力残してんだろ？」

「やっぱり分かってた？」

　折鶴がペロッと舌を出しておどけてみせる。

　海斗の指し摘てき通り、折鶴は実力の半分も出していなかった。倍速の魔法を使った時、ほぼ剣けん術じゆつを無視して斬きり込んでいた。それは手を抜ぬいていたわけではなく、それでも十分な相手だと判断したからに過ぎない。

　しかし海斗に見み抜ぬかれ、本気でやれという意味を込めた言葉を投げられては本気でやろうという気になってしまう。

　折鶴が最初と同じ眼前に刀を構え、小さく息を吐く。

「んじゃ俺は内側から削けずるか」

　戦闘準備が整ったと判断した海斗が笑いながら言う。

「じゃあ、私は外側からかな。大きく動ける方が私の魔法は活いかせるからね」

　同じように折鶴も笑った。

　海斗は空高く飛び上がり、泥傀儡たちが溜たまっている中心へ着地した。同時に中心から衝しよう撃げき波はが発生し、それを皮切りに次々と泥傀儡と木人形が倒されていく。

　折鶴も負けじと泥傀儡たちが居る場所へ向かった。

　発言通り、海斗は中心に飛び込み内側から倒していく。対して折鶴は倍速を繰くり返し、外側から削るように倒していった。

　一体につき一秒とかからずに倒していく二人。怪かい物ぶつの塊かたまりはあっという間に減っていき、最後の一体を海斗が吹き飛ばした。

　海斗が背後に殺気を感じたのは、次の瞬しゆん間かんだった。縦に伸びた斬ざん撃げきを僅わずかな動きで躱かわす。

「えぇっ!?　なんで避よけるのっ!?」

　殺気を放ち、刀を振り下ろしたのは共きよう闘とうしていた折鶴だった。

　予想外ではあるが、想定内であったこの行動に海斗は顔が滅ほろびそうになった。だが必死にそれを押し殺す。

　イヴがルールを説明した時に『海月海斗の殺害はいついかなる時も可能』と説明したが、すぐに実行する者はいないと予想していた。それを折鶴は見事に裏切ってくれたのだ。そんな裏切りが海斗は嬉うれしかった。

「誰だれもタダで死んでやるなんて言ってねぇよ。お前等が俺の暇ひまつぶしになるか見てからでもいいだろ」

「む～、ならさ、少しぐらい勝利の美酒に酔よって油断してもいいんじゃないかな？」

「そんなのは、倒たおした達成感があった時だけだろ。実際に酔った気分ってのは分からねぇが、こんな雑魚は酒の肴さかなにもなりゃしねぇんじゃねぇか？」

　振り返り、残念そうな顔をしている折鶴に笑えみを向ける海斗。子供っぽく頰ほおを膨ふくらませて不満を露あらわにしていた。

（こんな顔してても殺気は宿したままかよ。やっぱり折鶴は怖こえぇな）

　折鶴に感心しつつ自分が倒した数を計算すると、

「しかし大したもんだ。俺を狙いつつ、勝負には勝っちまうし。この勝負は折鶴の勝ちだ」

　海斗は合計で百三十八体を倒し、折鶴は百六十二体を倒した。思った以上の差に驚おどろいているのは勝った折鶴の方だったが、その理由をなんとなく理解している。

「嬉しくないよ。結局は海斗君を倒す事できなかったし──」

　だからこそ不満を口にしたが、海斗が最後まで言わせてはくれなかった。

「虎こ視し眈たん々たんと俺を倒そうとしているとは、怖ぇ女だな」

　海斗が腕を軽く振ふると、落ちていた灰色の仮面と木き屑くずが風に舞まって海へと飛んでいった。綺麗になった砂すな浜はまに海斗が腰こしを下ろす。折鶴も刀を置き、海斗の近くへ腰こし掛かける。

「ん？　もう狙わないのかよ？」

「私も馬ば鹿かじゃないからね。今のままじゃ百万回背後から斬りかかっても当たらないって」

　たった一いつ閃せんの斬撃。それで折鶴は海斗との実力差を理解した。

　吹ふき付ける海風に乱された髪かみを耳にかける折鶴。悔くやしそうな表情と一いつ緒しよにどこか嬉しそうな表情をしている。

　そんな折鶴を見て大したもんだと海斗は思う。戦いに関してもそうだが、自己評価と相手との実力差を測れる眼力。

　攻こう撃げき力はエステルに及およばずとも、自分を倒せる可能性が今一番高いのは折鶴だろう。そう思わせるには十分だった。

「そういえば良いデートスポットだってニュースでやってたけど、今日は誰も砂浜を歩いてないんだね」

　折鶴の疑問をあえて聞き流し、千里眼を使って他ほかの生徒を確かく認にんする。泥傀儡ゴーレムたちとの戦いも終わり、殆ほとんどがどうしたら良いか分からず座っている。

（……頃ころ合あいか）

　立ち上がると座っている折鶴を見下ろし、

「じゃあお前等は教室に戻もどってろ」

　そう言われるとまた下に穴が空く。

「ねぇ、これ言ってから──」

　文句を最後まで言い切る事無く、折鶴は生まれた穴に消えた。

「さってと。後片付けしてくるか」

　トン、と軽く跳はねるようにジャンプすると海斗はそのまま空へと浮うき上がる。海の彼方かなたを見つめ、そのまま空を飛んでいく。海斗はあっという間に海の彼方へ姿を消す。
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「──やってよ！　って痛っ！」

　教室に落とされ、本日三回目のお尻しり強打。

　自分以外にまだ誰も戻っていない教室で折鶴はゆっくりと立ち上がる。

「まったく、もう。……相変わらず凄すごすぎだよ、海斗君は」

　窓の方に歩み寄り、さっきまでいた砂浜を見つめる。

「何が『この勝負は折鶴の勝ち』よ。左手一本で戦ってたくせに」

　転んでいる自分へ差しのばした手は右手だった。これだけで海斗の利きき腕うでが右手だと分かる。そして戦っている時、右手を使わずに左手だけで戦っていたのだ。詰つまるところ、今の勝負は完全に手を抜かれていたという事だ。

　折鶴も勝てるとは思ってはいなかったが、手加減されていては納なつ得とくもいかない。

「試合に勝って勝負に負けるってこんな気分なんだ。もう、悔しいなっ！」

　悔しいはずなのに、折鶴の心は水平線の上に広がる空と同じように晴れ渡わたっていた。

『じゃあ約束してやるよ。お前が勇者になる時は俺が見届けてやる。だから強くなれ』

『うん！　約束！』

　昔を思い出す。たった三年前だが、折鶴にとっては長く感じる月日だった。約束を交かわした時、約束を守る意味とサヨナラの意味を込めて握あく手しゆをした日を遠く感じる。

「あの時のお別れの握手も右手だったなぁ」

　美しい思い出に浸ひたっていたが、段々と苛いら立だちが増えていく。

「乙女おとめの思い出にしっかりといるのに、私の事を覚えてないんだから！　思い出すまで絶対にこっちから言わない！」

　武術を学んでると言われた時は思い出したのかと期待したが、結局は思い出していなかった。だから絶対に自分からは言わないと決意を新たにする。

　もう一つ。折鶴が絶対に言わないと決めている事がある。海斗と約束とは関係ない事。

　海斗は知らない、自分自身と交わした誰も知らない密ひそかな約束。

「海斗君が困ってたら助けるって決めてたけど、困る事なんてなさそうだね」

　実力差を痛感し、折鶴は思わず笑ってしまう。乾かわいた笑い声が虚むなしく教室に響ひびいた。
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　空を飛んでいた海斗の眼下には小さなクルーザーが一隻せき浮うかんでいる。

　普ふ通つうのクルーザーと唯ゆい一いつ違ちがうのは、船首に砲ほう台だいが設置されている事だろう。

「さてと。ちっとばかしの質問とお仕置き開始だ」

　フンッと鼻を鳴らし、海斗はクルーザーへ向けて急降下していった。

　海斗が甲かん板ぱんに着地すると、突とつ然ぜん重い荷物が乗ったようにクルーザーが大きく揺ゆれる。

「な、何事だっ!?」

　船室から丸顔の二十代後半と思われる男が現れる。続くように乗員が次々と現れ、全部で十五人が甲板に集まった。

「よう。今回は素す敵てきな泥傀儡と木人形をありがとよ」

　丸顔の男に感謝を述べるが、

「き、貴様は！　な、何な故ぜ、勇者がここにいるっ!?」

「さぁて、なんでだろうな？」

　クルーザーでは想定外の事が立て続けに起きていた。そんな中、更さらに海斗が現れた事で男の顔からは完全に余よ裕ゆうが失われている。

　だが海斗が現れた事で男は一つの結論にも達する事ができた。

「仲間との無線が繫つながらなくなり、東都新島へ通達が通らなかったのは貴様の仕し業わざかっ!?」

「訊きかなきゃ分かんねぇなら、テロリストなんて辞やめて真っ当に生きる事を勧すすめるぜ？」

　隠かくすことなく、彼等の身に起きている事は自分が起こしたと白状する。

「説明してもらおうか」

　甲板にいた全員から魔ま力りよくの波動を感じる。テロ行こう為いを行っているだけあり、ある程度の覚かく悟ごと度胸はあるようだ。もっともその使い方が間ま違ちがっているのだが。

「ハッ、いいぜ。こっちが質問する前にそっちの質問に答えてやる」

　十五人の矛ほこ先さきが向いているのに、海斗は臆おくするどころか楽しんでいるようにさえ見える。

「お前等がこの島にテロをするってのが分かってな。お前等が過去に起こした魔ま法ほうによるテロ事件を、一度見聞きしたら忘れない奴やつに聞いたんだよ。船首に設置した砲台から魔法の媒ばい体たいを飛ばし、飛ばした先に泥傀儡を生み出して脅きよう迫はく行動や破は壊かい行動を行う。まぁ、こっちにも事情があってそれを利用させてもらったわけだ」

「事情だと？　事情とはなんだ？」

「慌あわてるなよ。まだ話は終わってねぇんだ。喩たとえ話だがな。ここが現実の世界じゃなく、一時的に誰かの魔法で疑ぎ似じ的に造られた場所だとしたらどうする？　あそこに見える東都新島も偽にせ物ものだとしたら？」

　甲板にいる全員が顔を見合わせ驚きよう愕がくの顔をしている。有り得ないと自分が持つ常識は言っている。しかし、仲間との無線が繫がらないのも、東都新島へ通達が通らなかったのも、ここが偽物の世界なら辻つじ褄つまが合ってしまう。

　ケヴィンやクルトが戦っていた場所に人が居なかったのも、海斗と折鶴が戦っていた砂浜に誰も居なかったのも本当の東都新島ではなかったからだ。

「ま、俺なら島に媒体が届く前にたたき落とすのも可能だったが。可愛かわいい生徒の実力を知るにはお前等が造る雑ざ魚こが丁度いいと思ったのさ。だからお前等が媒体を飛ばす直前、虚きよ偽ぎ空間を造りそこへ船ごと移動させたわけだ。あとは説明いらねぇよな？」

「ぐっ！」

「さて、今度はこっちから質問だ。お前等の目的は？」

　海斗にとってはこれが一番聞きたい事だった。

「知れた事！　東都新島には魔ま法ほう使つかいが数万人単位でいる事は周知の事実！　この国が戦争を起こす準備をしているのは自明の理だろう！　ならば我等は実力を持って、闘とう争そうの火種を排はい除じよする！」

　一いつ般ぱん的には知られていないが、男が言うように東都新島には魔法使いが相当数いる。

　人間界と魔ま界かいが繫がったが、二つの世界に大きな差がない事が分かった。

　例えば人間と魔ま族ぞくの外見に殆ど違ちがいはない。この事で『人間界と魔界は元々一つで何かの要因で二つの世界に分かれたのでは？』という仮説が立ち始めている。両種族が似ているのは元々が同じだったと考えれば合が点てんがいく。すでに一部の研究者の間では、世界が分断した理由の解明に乗り出している。

　だが違う部分もある。

　例えば空の色。人間界は昼は青い空が広がるが、魔界では赤い空が広がっている。

　また魔界には大陸が一つしか無く、その大陸を覆おおうように海が果てもなく存在しているらしい。らしいというのは、誰だれも魔界で海を見たことが無いからだ。人間界と違い、魔界はまだまだ未開の土地が多い事も違いの一つだろう。

　そして魔法に関する寛かん大だいさ。これも違う事の一つであり、海斗が東都新島を造った理由にも繫がっている。

　魔界では魔法使いを賞賛し、都市長に任命される事もある。魔界では魔法を特別視しているが、人間界は違う。魔法が使えるというだけで異い端たん扱あつかいされ、道徳的に薄うすれてきているものの、魔法が使えると分かったら子供だろうと容よう赦しやなく殺す地域が未いまだに存在する。

　そこまでの過ぎた行動に達せずとも、迫はく害がいは至る所で見られるのが人間界の現状だ。運良く迫害に遭あわずに育っても、それが良い結果に結びつかない事もある。

　世界のどこかでは戦争が起きている。それにかり出されるのが魔法使いだ。

　魔法は重火器を持った兵士百人分に値あたいすると言われている。それもそうだろう。銃じゆう弾だんは風の魔法で防ぎ、砲ほう弾だんは業ごう火かの魔法で溶よう解かいさせ、空くう襲しゆうは重力の魔法で押し返せばいい。銃弾の雨が降り注ぐ中を平然と歩き、敵がいれば魔法を使ってなぎ払はらう。

　魔法を使った戦争はもはや戦いではない。ただの残ざん虐ぎやくへと成り代わる。

　海斗はそれが許せなかった。人間として生まれたはずなのに人間として生きられないなんて理り不ふ尽じんすぎる。だから魔法使いが平へい穏おんに暮らせる場所を造りたかった。

　その思いで造ったのがこの東都新島だった。

　男の言う事には正当性は無いが、言っている事も分かる。これだけの魔法使いが集まれば、戦争の準備をしているのではと勘かんぐられても仕方がないだろう。だが、この島は男の言う理由で存在しているのではない。ただ魔法使いが生しよう涯がいをただ生きる為ために存在している島なのだから。

　問いに対する男の答えを飲み込んで海斗が口を開く。

「あぁ、そっちの理由で起こしたテロか。なら今回は沈しずめるのを止やめてやるか」

　と言うが、海斗はこのまま帰る気は無い。

　魔法使いが安心して暮らせる場所を奪うばおうとした奴やつ等らに、少しぐらい説教は必要だろう。

　海斗が甲板を強く蹴けり込むと、クルーザーを中心に十メートルが海ごと深く沈んだ。沈んだ分の海水が戻る力で押し上げられ、クルーザーが三メートル以上も浮き上がる。

　乗員が悲鳴を上げ、慌てて船体にしがみつく様を見て海斗が大笑いしている。

「な、何をするっ！」

　着水すると海斗が残念そうな顔で、

「一人ぐらい落ちてくれたら面おも白しろかったんだがな。残念」

　全員が落ち着くと丸顔男が怯おびえた視線を送る。

「な、何故こんな真似まねをっ!?　それでも勇者かっ!?」

「勇者ねぇ」

　頭を軽く搔かきながら、海斗が怠だるそうに口を開く。

「言っとくが、俺は勇者を名乗った覚えはねぇぞ。周りが勝手に呼んでるだけだ。世間一般の勇者像を俺に重ねてもらっても困るんだよ」

　海斗の言い分に言葉も出ない乗員たち。それを見て海斗は更に続ける。

「お前等がやってる事は自分の中にある正義を通そうとしてやってんだろうがな。大多数の関係ない人間を巻き込む正義なんざに大義なんてねぇんだよ。それとも何か？　今後起きる大きな犠ぎ牲せいの前では、無関係な人間の小さな犠牲は仕方ないとでも言うつもりか？」

　声のトーンが下がり、明らかに威い嚇かくを含ふくんだ声。男は臆しながらも意見を口に出した。

「そ、それは……！　た、大義の為ならば小さな犠牲は──」

「仕方ないってのか？　その犠牲ってのは誰を指してる？　『魔法使い』か？　それとも『あの島にいる島民』か？」

「ど、どちらもだっ!!」

　テロリストにも意地があるのか、海斗の脅おどしに決して屈くつしない。

「そうかい。もう分かったぜテロリスト。お前等はやっぱり沈んでもらう」

　声のトーンが更に下がり、海斗が甲板に手を置いた。直後、水が吞のみ込まれるような音がして、クルーザーが落下していく。

　海中に引きずり込まれたのではない。クルーザーの下にあった海水が、海底まで消失したのだ。円柱状に海がくり貫ぬかれ、浮ふ力りよくを失ったクルーザーは海底目め掛がけ落下していく。

「見ての通りだが、言葉にされた方がリアル感が増すだろうし、あえて言うぜ？　お前等の行く先は海底。そしてその後はあの世だ」

　海斗が下を指差し、彼等に現実を突つきつける。もはや言葉を放てる余裕がある者は一人もいない。ただ怯え、船体にしがみ、泣き崩くずれそうになっている者もいる。

「お～、凄すげぇな。水の壁かべが崩れて滝たきみたいになってるぜ。こりゃあ世界中の大だい瀑ばく布ふを足しても拝めない絶景だ。お前等もよく見ておけよ。マジで二度と見られないぜ？」

　クルーザーを囲む海水の壁が重力に引かれて崩れていた。海斗が滝と表現したが、もはやそんなレベルではない。天変地異を目まの当たりにしているようだった。

　人間など一吞みできる海洋生物が、抵てい抗こうも虚しく水の勢いに吞まれていく。甲板をゆっくりと歩きながら楽しそうに見ている海斗が異常なのだ。

　手て摺すりに着くと、軽く跳はねて手摺りに腰こし掛かけ、乗員へ不敵な視線を送る。

「言っとくが、飛ぶ系統の魔法で逃げようなんて考えるなよ。動けない程度の重力場を船に発生させてるからな」

　恐きよう怖ふで動こうとさえ思っていなかったからか、自分たちが動けない事に今いま更さら気づいた。

　動けず逃にげられない。心の底から恐怖が湧わいてくる。

　青ざめていく顔を見て、海斗が笑った。その笑えみは優やさしい人間の笑みではない。他人をあざ笑い、人の命をなんとも思っていないと分からせるには十分すぎる笑みだ。

　太陽の光が遠くなり、温度が下がっていくのが分かる。落下するにつれて暗くなっていく中、そこにいる全員が自分がした事を深く後こう悔かいしていた。

　この男に手を出すべきではなかったのだ。勇者と呼ばれてはいるが、本来はそういう人間ではない。悪あく魔まや魔ま王おうという言葉でさえ生なま温ぬるい。

「ったく。人を化け物でも見るような目で見るなよ。飽あき飽きだぜ」

　手摺りから軽く飛び甲かん板ぱんに降りると、さっきとは違う笑顔を見せる。まるで子供が悪戯いたずらを思いついたような汚けがれのない笑顔だ。

「さて、お前等に救いの手を差し伸のべてやる。お前等に残された道は二つ。生か死だ。選ばせてやるから選べよ。前者と後者どちらがいい？　ほら、急がねぇとタイムアップで後者になっちまうぞ？」

「「「「「ぜ、前者っ！」」」」」

「へっ、しゃあねぇな！」

　海斗が狭せまく高くなった空へ手を伸ばす。すると遥はるか上空から海水の塊かたまりが落ちてきた。先さき程ほど、海斗が抜いた海水なのだろう。クルーザーの上で海水が止まり、海斗が手を振り下ろすとクルーザーを囲むように広がって、下方へ伸びていった。

　大瀑布が二重になり、空くう洞どうを埋うめるように海水が一気に増す。下からの強い衝しよう撃げきがクルーザーを襲おそい、そのまま海面目掛け押し上げて行く。勢いが余ってクルーザーがさっきとは比ひ較かくにならないほど高く空を飛んだ。

　爆ばく音おんを響ひびかせての着水。乗員たちは自分が生きている事が信じられないらしく、着水しても震えは止まらず、何度も自分の体を触さわり、助かった事を確かめている。嗚お咽えつしながら抱だき合う者もいる。

「さて、俺の言いたい事は分かるな？　分からないなら、このまま沈めてやるが？」

「わ、分かっている！　に、二度とこの島には──」

「分かってねぇじゃねぇかよ。……二度とテロ行こう為いなんてふざけた真似はすんな」

　冷たく言い放たれた言葉。だが、発言者である海斗の瞳ひとみには寂さみしさが見え隠かくれしていた。彼等も神の悪戯で、魔ま力りよくを持って生まれてしまい、魔ま法ほうが使えてしまった事で道を踏ふみ外はずすしか無かった者なのだから。

「お前等の国まで一いつ瞬しゆんで送ってやる。んで真っ当に生きろ。じゃあな」

　海斗がフワッとクルーザーから浮うき上がると、クルーザーは姿を消した。

　頭を雑に搔いた後、指を弾はじく。すると疑ぎ似じ的に造られた東都新島が消しよう滅めつしていく。

「関係ない人間を巻き込む正義なんざに大義なんてねぇ、か。俺が言えた義理じゃねぇよな。あいつ等を巻き込む原因を作ったのは他ほかならぬ俺だってのによ」

　空を見上げる海斗。そしてナタリーの言った事を思い出す。

『道化師ピエロには他の役割もある。他者を愉たのしませる役割が、のう？』

「チッ、あのババア。余計な事を言いやがって。……しょうがねぇな」

　拳こぶしを手に打ち付け、一発気合いを入れる。

「今回はあっちの理由で攻せめてきたんじゃ無かったが、いつか来るだろうな。いや、もう動き出してるか。あいつ等を守りながらあいつ等を強くして俺を倒たおさせる。ハッ、言葉で並べると意味不明だな、おい。いいぜ、愉しもうじゃねぇか！　最期まで一いつ緒しよになッ!!」

　そう言って海斗は自ら造ったワームホールに飛び込んだ。







　三章




　校舎に隣りん接せつする男女共同の寮りようへと連れてこられたが、女性陣じんから不満の声が上がる。

「なんで男子と一緒なんッスかっ!?」

「信じられないんだけどっ!!」

「男子がいたら下着姿で歩けないよっ!!」

　最後に一つだけおかしい意見があったが、女子の不満ももっともだ。

　年とし頃ごろの女子にとって、一つ屋根の下に住むという条件の下もとでは、年頃の男子は敵以外の何ものでもない。

「まぁ、そう言うなよ。お前等と離れて暮らしたら、こいつ等の性的好こう奇き心しんをどこへ持って行かせればいい？」

「「「理由が最低だっ!!」」」

「馬ば鹿かか、お前等は。この歳でお前等みたいな美少女に興奮する男子こそ男だろ？」

「「「褒ほめられてるのか馬鹿にされてるのか分からないんだけどっ!?」」」

　その後、海かい斗との口では何をどう説明しても収しゆう拾しゆうがつかず、イヴの説得で女子もようやく納なつ得とくしてくれた。

　一人一部屋割り当てられ、どんな部屋かまず見ようという話になり、全員が一番近いエステルの部屋の前に集まった。

　ちなみに寮は一階が食堂と下げ駄た箱ばこだけで、下駄箱から食堂へ直通になっている。食堂から二階へ続く階段があり、各おの々おのの部屋は二階にある。エステルの部屋は二階を上がってすぐの場所にあった。

　ドアを開けるとそこには白を基調としたワンルームが広がっていた。適度な広さがあり、壁かべ際ぎわにベッドと机が置かれ、対面の棚たなにはテレビ、棚の隣となりには小型の冷蔵庫がある。さらにはノートパソコンやドラム式洗せん濯たく機きにシャワーまで完備されているという充じゆう実じつぶりだ。

　もっと凄すごいのは景色だった。高台の上という立地条件が功を奏してか、窓からは島が見下ろせた。丁度『商業区』が眼下に広がり、小さいながら大だい繁はん盛じようしている遊園地やショッピングモールが一望できる。視界の先に広がる海や空も絶景だった。夜になれば綺き麗れいな夜景が見えるだろう。

　余談だが、東とう都と新しん島とうは大きく分けて『商業区』『居住区』『オフィス街』の三ブロックに分けられている。その名の通り、商業区には娯ご楽らく施し設せつやショッピングモールが存在し、海水浴場もここに含まれる。居住区もその名が示す通り、島民が住んでいる。半数以上が魔ま法ほう使つかいだが、魔法が使える事を黙だまっている者が大多数を占しめている。オフィス街は商業区にある店の事務所などが集まるビル群になっているが、他にも小さなレストランや雑貨屋などがあり、サラリーマンやＯＬからは人気の場所になっていた。

　寮の部屋に感動したのも束つかの間。荷物をどうやって持って来るかという難問にぶつかる。

　生徒となった彼等は、強制的にあのゲームに参加させられ、この島から出る事ができない。男子はまだいい。靴くつ下したから下着まで、着衣を全すべて揃そろえてもたかが知れている。島のショッピングモールで買っても安く上がるだろう。

　だが女子はそうはいかない。女子というのは何かとお金がかかる。服に下着に化け粧しよう品ひんにシャンプーにコンディショナーに──と挙げればキリがない。

　エステルの部屋を覗のぞきながら、どうするか考えている中。

「私、服や下着は普ふ通つうの店だときつくて困るんだけど……」

　そう呟つぶやいたエステルの言葉に、男子の視線と、胸の大きさに悩なやみを持つ女子の視線がエステルに突き刺ささる。正確にはエステルの胸にだが。

「ひいぃっ!?」

　男子から感じる下げ劣れつな視線はまだ良かった。それよりエステルが怖こわかったのは、女子の殺意の方だった。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

「何が大丈夫なんですかっ!?　なんで私、こんなに殺意をむき出しにした視線を浴びなきゃいけないんですかっ!?　胸が大きいのは私のせいじゃないのにっ!!」

「何を言ってんだ、お前。俺が大丈夫って言ったのはお前たちの荷物の事だぞ」

　海斗にそう言われ、エステルは顔を隠しその場に座り込んでしまった。

「まぁエステルの巨きよ乳にゆう自じ慢まんは放っておいて」

「そんな自慢してませんからっ!!」

　立ち上がって抗こう議ぎするエステルを余所よそに海斗は説明を続けた。

「お前等が出られないなら、この島にお前等の部屋を招けばいいだけだ。流石さすがの俺もずっとは無理だが、一時間ぐらいなら平気だろ。部屋が来ている間に必要な物を引っ張り出せよ」

　言っている意味が分からず呆ぼう然ぜんとする生徒たちを無視し、海斗がエステルの部屋に入り壁に触ふれる。すると、空間が歪ゆがむような錯さつ覚かくを起こす。だが、違ちがった。それは錯覚ではなく、紛まぎれもなく空間が歪んでいた。

　三半規管が狂くるうほど部屋が歪み、歪みに合わせて部屋が少しずつ変化していった。限界まで歪んだのか、歪みは段々と落ち着いていく。

　歪みが消えると完全に部屋が変わっていた。あったはずのシンプルなベッドの代わりに桜色の布ふ団とんが乱雑に置かれたベッドが現れ、床ゆかには脱ぬぎっぱなしの服だけでなく『取り込まれたまま置かれています』と自己主張している下着までもがあった。

「そのままあった部屋を持ってきたんだが、エステルは片付けられない駄だ目め女子なのか？」

　海斗の発言から、今変化し目の前に広がっている部屋が誰だれの部屋か想像が付く。

　おそらく部屋の主あるじであろうエステルに視線を送ると、目にいっぱいの涙なみだをためて、

「見ないでぇ──っ!!」

　叫さけびながら部屋に入って海斗を追い出し、勢いよくドアを閉めた。




　　　　＊




　その日の夜。突とつ然ぜんの出来事の連続で疲つかれていたのか、夕食を済ませて間も無く生徒たちは眠ねむりについた。

　生徒たちが寝ね静しずまった後、寮の一階に造られた食堂に三つの人ひと影かげがあった。

「海斗。君に訊ききたい事がある」

　どこか不満げに問いかけるイヴ。

「私がデザインした制服だが」

「あぁ、中々良いよな。流石イヴだぜ。出来の良さに本当に感心しちまった。凄い凄い」

「私がデザインした段階で、女子の制服はあそこまで体にフィットしていなかったはずだが？　あれはどういう事かな？」

「……うん、まぁあれだ。……流石にやり過ぎたわ、素す直なおに謝っとく」

「ナイスじゃ、海斗！」

「だろ？　お前なら分かってくれると思ったぜ」

　ナタリーは親指を立てて海斗を褒め、海斗もそれに答えるように親指を立て返す。

「ナタリー、少し黙っていてくれ。今いま更さらサイズを大きくするとは言えないからな。年頃の女子が気にする事だ」

「年頃の女子云うん々ぬんは分からねぇけど、別に変えなくていいんじゃね？　あの方がタユンタユンとかポヨンポヨンとか見られるし」

　はぁ、と息を吐き、

「好きにしろ」

　イヴは諦あきらめて制服の事は仕方ないと結論づける。肩かたの力を抜ぬくと、

「フフッ」

　思わず笑えみがこぼれてしまった。

「んだよ、イヴ。さっきまで軽く怒おこってたくせに笑い出しやがって。気持ち悪わりぃな」

「いや、すまない。明日あすからが楽しみでな」

「それは良かったのう。事が終わり次し第だい、お主が面おも白しろかった話を是ぜ非ひとも聞かせてくれ。もしつまらなかったら、その豊満な胸を揉もみしだくぞ？」

「面白いつまらないというのは、個人が持つ価値観によってもっとも差異があるものだよ、ナタリー。君ほどの人間がそれを分かっていないわけがないだろう？」

「だから言ったのじゃ。縦令たとえ面白かろうと、他人の頭の中は覗けぬ。つまらぬと口にすればそれは事実じゃ。他人の意思を知るには言葉以外にない。故ゆえに儂わしはどんな話を聞こうとお主の胸を揉みし──」

「お前の胸に対する欲よつ求きゆうは俺以上だな」

　呆あきれたように海斗が呟つぶやく。それを見てイヴが大きくため息を吐ついた。そして海斗を真しん剣けんな眼まな差ざしで見つめている。

「んだよ？」

「君に言っておきたい事があってな。君は自分がした事が間ま違ちがっていると思っているかもしれないが。少なくとも私はつまらないと思っていた日々に刺し激げきが増える事を喜んでいる。私はな、海斗。君に救われた一人なんだよ」

「……そうかい。好きに言ってろ」

「だから言っている。君には感謝しているよ」

　フンッと鼻を鳴らし、海斗はイヴの視線を躱かわす。

「して、イヴよ。明日から奴やつ等らにはどのような事を学ばせるつもりじゃ？」

　イヴはナタリーの問いに嬉うれしそうな笑みを浮うかべた。

「歳がバラバラなのでな。まずはどの程度の学力があるのかを把は握あくしようと思う。だが、歴史はすぐにでも取りかかる予定だよ。人間は魔ま界かいの歴史を知らないし、逆もまた然しかりだ」

「なるほど。その方が良いな。してお主は奴等をどう鍛きたえるのじゃ？　お主を倒たおすとなると、生半可な修しゆ行ぎようでは成果は出せぬであろう？」

　明後日あさつてを向いていた海斗が二人へ視線を戻もどし、口を開く。

「ああ、今日のあれでやる事は見えたからな。聞くのと実際に見るのとじゃやっぱり違ったぜ。欠点も分かったし、自分の魔ま法ほうの使い方を間違ってる奴やつもいた。まずは欠点の克こく服ふくと、使い方の指導をするつもりだ。例えば折おり鶴づるにやらせるのは──だ」




　　　　＊




　時は少し遡さかのぼる。

『──報告は以上です』

　木造の家の一室。分厚いカーテンに星明かりも遮さえぎられた闇やみが支配する室内で、テーブルの上に置かれた鉄球から声がする。鉄球は通信の魔法の媒ばい体たいになっており、練度が低いせいで発せられる声は男女の区別も年ねん齢れいの区別も付かない。

「そうか。勇者と呼ばれようと、覚かく悟ごのない十七の小こ僧ぞうか。だが、此方こちらとしては好都合。お前が選ばれた事も含ふくめてな」

　その鉄球に向かい一人の男が話しかける。

「人間界には『神の加護』という言葉があるらしいな。ならばこれは『魔ま神じんの加護』──。いや、やはり『魔ま王おうの加護』と言ったところか。クククッ」

　顎あごから口周りに蓄たくわえた髭ひげを摩さすりながら、男は不敵に笑う。

「お前の任務は分かっているな？」

『海み月づき海斗を殺さない事。彼等の弱点を調べる事』

「分かっているのならいい。ではルートが完成し次第、此方から連れん絡らくを入れる」

『はい』

「それまで楽しい学校生活を過ごすと良い。期待しているぞ、我が子よ」

　鉄球から魔ま力りよくの波動が消え、男はカーテンを開けた。見上げた空は月のない空だった。

「これでいい。魔王を失う訳にはいかぬのだ」

　手を伸のばせば届きそうな星を見上げ、一言口くちにした後、男を中心に家が消失する。

　まるでそこには何もなかったかのように、木き屑くずすら残っていない。

　男の魔法によりここに家があったという事実が消されたのだ。

「事が終わり次第、全員を消さねばならぬ」

　それには通信していた相手も含まれる。だが、男に戸と惑まどいはない。所しよ詮せんは組織の歯車でしかないのだ。

「利用は十分にした。利用価値がなくなればそれまで」

　男は部下を引き連れ、人間界目指して闇やみ夜よへと消えていった。
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　勝手に転入などの手続きが行われ、名のない学校の生徒になって初めての朝。夏が近い事もあり、少し汗あせばむような気温の中で折鶴は目覚めた。

「ふぁ～っ」

　気の抜けた欠伸あくびを一つして、目を擦こする。見慣れぬ壁かべや天てん井じようを見て、覚かく醒せいしきっていない頭でゆっくりと理解していく。

　自分がどうしてここにいるか理解し、改めて部屋を一周見み渡わたしていく。

　白を基調とした部屋に、女性の部屋には似つかわしくない武器の数々が、無造作に置かれていた。海斗に自室を持ってきてもらった時に、引っ張り出した物だ。刀、剣けん、槍やり、斧おの、小こ太刀だち、薙刀なぎなた等があり他ほかにも理解不能な得物が沢たく山さんある。

　そんな折鶴だが、年相応の女の子らしいアイテムも幾いくつかあった。その一つが置き時計だ。赤いリボンを付けた可愛かわいらしい熊くまの人形が、懐かい中ちゆう時計を大事そうに抱だきかかえている。

　時計が指しているのは朝の六時。食堂に集まるように言われたのは七時半だったはずだ。

（あと三十分は寝ねれる）

　乱れた布団を直して中に潜もぐり込み、二度目の微ま睡どろみに落ちかけた時だった。

「起きろ、コラ」

　どこからか男の人の声がする。

「起きろっての」

「……う～ん、あと三十分だけ」

「しょうがねぇ。一発で目を覚ましてやる。布団どかしてパジャマ剝はぐ」

　布団をどかし、慌あわてて上半身を起こすとベッドの横に海斗が立っていた。

「チッ」

「今、舌打ちしたっ!?　どんな意味の舌打ちっ!?」

「パジャマ剝げなくて残念って舌打ちだ」

「ストレートに言い過ぎだよっ!!」

「その前に言うことあるんじゃねぇのか？」

「そ、そうだよ！　なんで海斗君が私の部屋に──」

「じゃねぇよ。朝の挨あい拶さつだろ」

「こんな状態で悠ゆう長ちように挨拶なんてできるわけないでしょーっ!!」

「朝から元気な奴だな。そのテンションで一日いると疲れないか？」

　内に沸わき上がる感情を爆ばく発はつさせたいと折鶴は思ったが、ここで言っても海斗の態度は変わらないと思い、ぐっと堪こらえる。

「ふ～っ、おはよう海斗君」

　大きなため息を吐いた後に、折鶴が海斗の指し摘てき通りに挨拶をする。

「あぁ、おはよう。まぁ俺がここに来たのは折鶴に言いたい事があるからなんだが」

「いちいち言わなくても分かるよ。用件は何？」

「第三ボタンまで開けて寝るんだな」

　前をボタンで留めるタイプのシンプルな寝ね間ま着きを折鶴は着用している。スタイルが良い折鶴が着れば、シンプルな寝間着でも魅み力りよく的だった。けれど、胸の殆ほとんどが露ろ出しゆつするまでボタンを留めていない事が、その魅力を更さらに引き立たせている。

　露あらわになっている白い肌は眩しく光り、ちょっとした運動をすれば豊満な胸が見えそうな状じよう況きようになっている。

　それに気づいた折鶴が顔を真っ赤にしながら慌てて胸むな元もとを抱かかえるように腕うでで隠かくした。
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「み、見えて無かったよね？」

「見えてたら言ってねぇよ。もう少しゆっくり鑑かん賞しようしてた」

（こ、このヘンタイ勇者はぁっ!!）

　折鶴はあえて何も言い返さなかった。少しずつ海斗の扱あつかいが分かってきたようだ。

「それで？　本当の理由は何？　あっ!!　ま、まさか夜よ這ばいっ!?」

　慌てて布ふ団とんを体に寄せて、海斗との間に壁を作る。

「アホか。折鶴は魅力的だが、太陽が昇のぼってる時間に夜這いする程ほど、抜けちゃいねぇよ。するなら真夜中に来てる」

「そうだよね～、良かった。……納なつ得とくしていいのかな？　女子として言い返すべき？」

「んな事より、ほれ」

　海斗が折鶴に差し出したのは一枚のメモと大きな買い物もの袋ぶくろだった。メモには五十種類を超こえる具材や調味料が書かれている。

「何、これ？」

「分からないか？　おつかいだよ」

「……はい？」

　まだ自分が寝ね起おきで寝ぼけているのかと思ったが、肌に当たる空気を敏びん感かんに感じ取れるし、吸い込む空気が室内と室外の違ちがいが分かる事から脳は完全に起きていると判断できる。つまりは海斗が言っている事は現実だという事になる。

「えっと……今、六時を過ぎたぐらいですけど」

「東都新島には二十四時間営業のスーパーが三店てん舗ぽもある。だから行ってこい」

「いや、えっと……なんでこんな朝から？」

「買い忘れてた。材料が無けりゃ朝飯は作れねぇ」

「だから昨日の夜は好きな物をデリバリーしろなんて言ったんだ。あれはあれでパーティになったから楽しかったけど。はぁ、し──」

　しょうがないな、と言いかけて折鶴は止まった。

　折鶴にとってこの時間に行動する事は別に苦ではない。自分を鍛えた祖父と共に暮らしていた頃ころは、朝の四時に起こされ滝たきに落とされたり、起こされたかと思ったら巨きよ大だいな風船に体をくくりつけられていてどこかに飛ばされた等が日常茶さ飯はん事じだった。それに比べればベッドの上で無む理り矢や理り起こされた朝六時など天国のようなものだ。

　折鶴が気になったのはおつかいの量だ。明らかに一人で運べる量ではない。まだ十六歳なので車の免めん許きよも持っていない。

「まさかだけどさ。一人じゃないよね？」

「一人で行くに決まってるだろ」

「えぇっ!?　いやいやいやいや、この量は一人じゃ無理だってっ!!」

「何往復かすればいい話だ。一回で済ませようとするな。あと制限時間を付けるからな。七時までに帰ってこないと、作る時間が無くなる。七時を一分でも過ぎたら、朝食を準備できなかったのは折鶴の責任として、皆みんなの前で着ている服を一枚残らず剝ぎ取るから。急げよ」

「な、何それっ!?」

「七時まで三千二百二十五秒、三千二百二十四、三千二百二十三、三千二百二十二──」

　冗じよう談だんと思いたいが、カウントダウンをしている海斗は本気の目をしている。

「あぁ、もう！」

　ベッドから飛び起きて、制服に着き替がえようとしたが、

「海斗君が居たら着替えられないでしょ！」

「チッ、慌ててりゃ気づかねぇと思ったんだがな」

「早く出てって！」

「へいへい」

　海斗が外へ出たのを確かく認にんすると、折鶴は急いで制服へと着替えた。

　慌てて部屋から飛び出し、立っていた海斗を一いち瞥べつするとそのまま寮りようの廊ろう下かを走っていく。

「魔ま法ほうを全力で使っていいからな！　急げよ！　一秒でも遅おくれたら……マジで剝ぐぞ」

「もう、本当に最低な勇者！」

　叫さけぶ折鶴の姿が海斗の視界から消えた。
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　六時五十五分。

「つ、疲つかれた～っ！」

　食堂でテーブルに突つっ伏ぷしている折鶴の姿があった。

　表情に安あん堵どが見て取れる事から、海斗に指定された時間には間に合ったらしい。

　服を脱ぬがされる心配が無くなった事で安心したのか、折鶴の腹の虫がうめき声を上げる。

「昨晩はあれだけ食べたのに、もう空腹なのか？」

　問いかけてきたのは、折鶴の隣となりに座ろうとやってきたイヴだった。

「朝から海斗君に買い物頼たのまれて動いたからお腹空いたんですよ」

「そうか。それは災難だったな」

「そういえば料理は誰だれが作るんですか？」

　てっきりイヴが作るのだと思っていた。

（もしかして海斗君が料理してるのかな？）

　脳内で海斗がエプロンをつけてお玉を持っている姿が思い浮うかんだ。

「……似合わない」

「ん？　何がだ？」

　なんでもないという意味を込め、苦笑いをして首を横に振ふった。

「料理はナタリーが作っているよ。以前、私も食した事があるが、彼女の料理は絶品だったと記き憶おくしている」

「へぇ～、それなら早く食べたいですね」

　早くできないかなぁとワクワクしている折鶴を余所よそに、隣に座ったイヴは顎あごに手を当て何かを考えている。

　折鶴が疑問の視線を送っていると、イヴはそれに気づき、

「実は昨日の夜にナタリーが食事の準備をすると知ってな。私も手伝うと言ったのだが、海斗とナタリーに『『絶対に止やめろ』』と見事なハモりで言われてしまったんだ」

　何な故ぜだろうという顔をしているが、イヴは料理が下手なのだと折鶴にも察しが付く。

「あはは……」

　もう苦笑いしかできない折鶴だった。

　ちょうどその時、七時を告げる鐘かねが寮に鳴り響ひびく。鐘が鳴り止むと、イヴが大きく欠伸あくびをした。

「イヴさん、眠ねむそうですね」

「海斗に調べ物を頼まれていてな。遅おそくまで作業していた。時に聞きたいのだが？」

「あ、はい。なんですか？」

　話を振られ、預けていたテーブルから体を起こして聞く体勢に折鶴は入った。

「君は海斗と知り合いなのか？　海斗からそんな雰ふん囲い気きは感じないのだが、君からはどうも親しかったような気配を感じるんだ。『君』という敬けい称しようを付けて呼んでいるので、気になっているのだが」

　少し考えたが、別に隠す事でもないと思い、折鶴はイヴの質問に答える事にした。

「三年ぐらい前に、ちょっと助けて貰もらった事があって」

「なるほど、そういう事か。君も海斗の趣しゆ味みに助けられた一人なんだな」

「趣味？」

　疑ぎ問もん符ふを浮かべて折鶴が首を傾かしげる。

「ああ。海斗の趣味は数年前から『人助け』らしいからな。困っている者を放っておけないのさ。折鶴然しかり、私然り、ナタリー然り。そして魔王を倒たおした時も同様にな」

「……そうなんですね」

　折鶴は海斗が自分の事を覚えていない理由が分かってしまった。

　折鶴にとって海月海斗というのは、理想の勇者像であり、特別な存在だったが、海月海斗にとって陽ひ乃の瀬せ折鶴というのは、助けた相手の一人に過ぎないのだ。

「ん？　どうした？」

「あはは……。なんでもないです」

　なんだか無む性しように恥はずかしくなり、折鶴が頰ほおを搔かいた時だった。

「うわぁぁん！　陽乃瀬さぁぁんっ!!」

　突とつ然ぜん、背後から抱だきつかれた。背中に当たる柔やわらかい圧力で、それが誰か理解する。

「えぐっ……うぐっ……」

　自分の背中で涙なみだと鼻水を垂らしながら泣いているエステルに、どう対応したら良いか分からずにいると、隣にいたイヴが助け船を出す。

「どうした、エステル。怖こわい夢でも見たのか？」

　優やさしいお姉さんのような口調でエステルへとイヴが声をかける。

「……ぐずっ……はい」

「冗談で訊きいたのだが、まさか当たっているとは思いもしなかったよ」

　少し落ち着き、折鶴の背中から離はなれるエステル。

　誰かの傍そばに来たくて急いだようだが、それでも制服だけは着ていた。けれどやはり寝起きというのが分かる。髪かみは寝ね癖ぐせでボサボサだし、制服も見事に着き崩くずれている。それを見た折鶴が、

「エステルちゃん。とりあえずここへ座って」

　自分が座っていた席へ座らせ、櫛くしを取り出しエステルの髪の毛を整えだした。

「それで？　どんな夢だったんだ？」

　髪を整えられながら、エステルは身を軽く震ふるわせた。よほど怖かったのだろう。

「体の大きい化け物が襲おそってくる夢とか、顔と手と足以外が骨になってる化け物が襲ってくる夢とか、体から羽が生えてる化け物が襲ってくる夢とか、全身が包帯に捲まかれてる化け物が襲ってくる夢とか、体中から棘とげが出てる化け物が襲ってくる夢とか、触しよく手しゆがこの島全部の地面から出てきて襲ってくる夢とか！」

「……まさに悪ナイト夢メアだな」

「……それは私もちょっと怖いかも」

　想像した二人も軽く身み震ぶるいした。特に最後の一つに。

「ですよね！　怖いですよねっ!!　しかもおかしいんですっ!!　同じような夢を見るのも変だし、夢をハッキリと鮮せん明めいに思い出せるし、その間に一度も目覚めなかったんですっ!!」

　そう言われてみればそうだ。そこまでの恐きよう怖ふ体験をしたのなら、むしろ目覚めない方がおかしい気もする。

　エステルの髪を整えながら考えていたが、イヴが頭を押さえている事に気づいた。

「イヴさん。何か心当たりがあるんですか？」

「心当たりというより確信だな」

　そんな三人の下もとへ、出来上がった料理を魔法で運ぶ海斗が現れる。

　器用に風の魔法を使い、一度に十四枚のお皿を運んでいた。

「イヴとエステルも来てたか。おはよう」

　二人へ朝の挨あい拶さつをし、挨拶を返そうとした瞬しゆん間かん。

「どうだった、エステル？　良い悪夢は見られたか？」

　ククッと笑う海斗の顔は悪い顔をしていた。

「やはり君がエステルに悪夢を見せていたのか」

「そんな事できる奴やつが他ほかにいるのかよ？」

　海斗とイヴのやり取りを見て、エステルは顔を真っ青にし口をぱくつかせている。

「ちょ、ちょっと海斗君っ!!　なんでそんな事をしたのっ!?」

　エステルの髪を整える作業を一いつ旦たん止め、折鶴が海斗へ食ってかかる。

「なんでって、エステルが人外系が苦手って分かったからな。こんな面おも白しろいからかえるネタがあるのに、何もしないってのはつまらないだろ」

「も、もう！　小学生じゃないんだから、そんな理由で人の苦手な事をやらない！　大だい丈じよう夫ぶ、エステルちゃん？」

　顔を覗のぞき込みながら心配する折鶴に対し、エステルは大丈夫じゃないと言いたげに小刻みに震えながら、首を横に振ってみせる。

「安心しろ。そんな風にならないよう、毎晩悪夢を見せてやるからな」

　エステルの顔から完全に血の気が引いていた。

「だ、だから止めなさい！　ほ、ほら！　エステルちゃんが無表情で微び動どうだにせず声も出さないで泣き出したじゃないのっ!!」

　エステルの姿は、ホラー映画で人形が夜な夜な泣いているワンシーンを思わせた。

「だ、大丈夫だからね。そうだ！　今日は私と一いつ緒しよに寝ねよう。うん、それがいい！」

「巨きよ乳にゆう二人が一緒に寝るじゃとっ!?　そこに儂わしも入って──」

「さっさと飯を作れ」

　厨ちゆう房ぼうから顔を出したナタリーへ向けて、空気の弾たまを投げる海斗。その弾が当たりナタリーが厨房へと戻もどされた。

「はぁ、朝から騒さわがしいな。しかし折鶴。君がエステルの傍で寝たとしても悪夢が消えるわけじゃないんだ。それに年とし頃ごろの女同士が同じ布ふ団とんで寝るのは教師として見過ごすわけにはいかない。過あやまちは犯おかす前に止める事も重要だからな」

「えっと……イヴさん？　私は別にそういう意味で言ったんじゃ……」

「そんな事は分かっている。『ＧＬになった経験者は語る』という本に『きっかけは同じ布団で寝て、同性の柔らかさによる包容力に魅み了りようされてしまった事』という体験談があったと記憶している。君たちがそれに該がい当とうしないとは限らない。物事に百パーセントは無いのだからな」

「その気持ち、儂にはハッキリと分か──」

「さっさとスープを完成させろ」

　さっきと同じように厨房へとナタリーは押し戻された。

「どんな耳してやがるんだ、あのババアは。んな事よりも折鶴。おつかいの感想を聞かせてくれよ」

　エステルの髪の毛を整え終え、櫛を片付けている折鶴に海斗が問いかける。

　だがその意図がイマイチ摑つかめない。ただ制限時間がついている買い物へ行って帰ってきただけだ。

「う～ん。重くて大変だったかな？　あとは片道十キロを六往復はかなりきつかったよ」

「それだけか？　他には？」

「他？　う～ん」

「ああ、もう分かった。無いなら無いでいいんだよ」

　感想が出ないにも拘かかわらず満足げに頷うなずく。どうしてそんな顔をしているのか訊きこうと思ったが、海斗は厨房へと戻ってしまう。

「なんだろ？」

「海斗の考えも気になるだろうが、エステルをどうにかした方がいいと思うが？」

「あっ……」

　これから毎晩続く悪夢の日々に怯おびえ、エステルは無表情のまま泣き続けていた。
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　午前中が終わり、皆みんなは中庭に来ていた。今日、授業は行われず、学力を測る為ためのテストに回された。

　中庭には八人は座れる丸太を半分に切ったようなテーブルセットが三つ配置されている。せっかくなのでと全員がここで昼食を取る事にした。ちなみにお昼は全員がナタリーに作ってもらったサンドウィッチを持参している。

「……頭痛い」

　サンドウィッチを取り出す前に、アリサはテーブルに体を預けて頭を抱かかえている。

「アリサさんは勉強が苦手ですの？」

　憂ういの問いかけに黙だまって頷くアリサ。どうやら喋しやべることも億おつ劫くうらしい。

　現在このテーブルには折鶴とアリサが対面に座り、エステルと憂が対面になっている。

「テストって疲つかれるからね。私も前の学校ではテストサボって修しゆ行ぎようしてたし」

「そうなんですか？　なんか意外です。陽乃瀬さんは真面目まじめな雰囲気があるので、優等生をイメージしてました」

「そうかな？　優等生っぽさで言ったら憂ちゃんじゃない？」

「私も言葉遣づかいはこんなですが、優等生というわけではありませんわ。むしろ陽乃瀬さんと同じように学校はサボるタイプでしたわ」

「……ん」

　アリサが手を挙げ、自分もそっちのタイプだと主張している。

「あはは。じゃあ真面目なのはエステルちゃんだけだね。テストも最後まで唸うなってたし」

「そんな事ないですよ。テストが難しくて頭が回らなかっただけです」

　たわいもない会話をしているとようやくアリサも体を起こし、サンドウィッチを一つ手に取って頰ほお張ばった。

「ああ、もう。タマゴが口についてますわよ」

　憂がポケットからハンカチを取り出し、アリサの口元を拭ぬぐう。その様子を見て姉妹みたいだなぁと思った折鶴だったが、

「あれ？　アリサちゃんの方が年上じゃなかったっけ？」

　昨日、泥傀儡ゴーレムたちと戦った後にした自己紹しよう介かいの記き憶おくではアリサの方が上だったはずだ。それなのに今の姿は、アリサが妹で憂が姉に見える。

「……ん、私の方が上。憂の方がしっかりしているし、背も大きい。だから世話してもらおうと決めた。それより貴女あなたに訊きたい事がある。昨日、泥傀儡と戦ってた時、勇者と二人きりだったと聞いた。勇者を攻こう撃げきした？」

　アリサの問いに折鶴は肩かたを竦すくめてみせる。

「したけどあっさりと躱かわされちゃった。あれを倒たおすのは難題だって痛感させられたよ」

「……ん。あれは反則的。奇き襲しゆうを二十回かけたけど、掠かすりもしなかった」

　そういえばアリサがテストを途と中ちゆうで抜ぬけ出していた事を三人は思い出す。

「……でも避よけるだけ。あれが疑問」

「どういう事ですの？」

「……もし憂が勇者の立場だったらどうする？　ただ避けるんじゃなくて、自分を殺しに来る相手を倒そうとは思わない？」

「あっ……確かにそこは疑問ですわ」

「あの、僕たちも一緒に食事いいですか？」

　憂の背後から声をかけたのはキースだった。キースの後ろにクルトとケヴィンもいる。

「あれ？　さっき向こうの女子たちと御ご飯はんを食べようとしてなかった？」

「あぁ、それは……」

　背後にいるクルトへ視線を送るキース。

「女子と御飯を食べたいと言ったのは彼なんですが……」

「『『『ヘンタイと御飯を食べたら不ま味ずくなるので、お断りします』』』と拒きよ絶ぜつ反応起こされて、撃げき沈ちんしてきたぜ！」

　クルトは親指を立ててニカッと笑う。

「そういうわけでこっちに来たってわけだ。手て土産みやげもあるし、よろしくな！」

　許可を得る前にクルトは強ごう引いんに憂の隣となりに腰こし掛かけ、女子の前に紙パックのジュースを出す。

「へぇ、こういう気き遣づかいできるのですわね」

「おいおい、憂ちゃん。俺から滲にじみ出る紳しん士しオーラを感じない？」

「「「紳士の前にヘンタイが付くけどね」」」

「手痛いねぇ～」

　クルトは顔を手で覆おおいながら笑う。

「クルト、まだ許可を得てないんですよ。了りよう承しようを得てから座ってください。一緒に行動している僕までそういう目で見られるじゃないですか。ほらケヴィンも何か言っ──」

「フッ、君たちは幸運だ。やがて偉い大だいなる魔ま族ぞくになるケヴィン・ホーキンズと一緒に食事をする事ができるのだ。光栄に思うといい」

　クルトと同じようにケヴィンがアリサの隣に座る。

「あぁ、もうケヴィンまで。……すいません。それでご一緒させていただいても？」

　女子四人は顔を見合わせ、軽く苦笑いをした後、

「しょうがないか。キース君だけなら即そくオッケーだったけどね」

「そうですね。ハイウェルさんも立ってないで座っていいですよ。昨日のお礼にサンドウィッチ一つあげますから、ここにどうぞ」

　キースが座れるよう、一席分を空けるため折鶴の方へエステルが詰つめる。

「本当にごめんなさい。では失礼します」

　申し訳なさそうにエステルの隣へ座るケヴィン。

　持っていたバッグから半はん透とう明めいのパックに入ったサンドウィッチを取り出し、男子三人も食事に有り付く。

「さっきアリサさんが言っていた話は本当なんですか？」

　キースが一つ目のサンドウィッチを食べ終えた直後、さっきの話へ戻した。

「海斗君が反はん撃げきしない話？　そんなに深い意味なんてないと思うけど。暇ひまをつぶしたいって思ってるからじゃないかな？　正直、海斗君なら指一本で私たちを倒せるだろうし、そんなのつまらないって思ってるんだよ、きっと」

「本当にそれだけでしょうか？　僕には海斗さんが──いいえ。海斗さんたちが何か隠かくしている気がするんですよ」

「……根こん拠きよ」

　アリサが問うと、キースは頷き自分の考えを口にする。

「気になったのは折鶴さんがやる気になった時、海斗さんが言った『早いとこ、こんなくだらない世界での人生を終わらせてくれ』の発言です。早く自分を倒してくれという発言に聞こえるのに、攻撃を躱すっておかしくないですか？」

「そうですか？　私は別に気にする事じゃないと思いますよ？」

　キースの説明をエステルが否定する。

「本当に自分の命を軽視しているのなら、こっちからの攻撃を受ければいいと思うんです。でも海斗さんはそうしないんですよね？」

　海斗へ攻撃した折鶴とアリサが頷く。

「まだ材料が足りなくて仮説すら立てられませんが、矛む盾じゆんがあるのは確かです」

　キースが言っている事もなんとなく分かる。だから誰だれも否定しない。

「……頭を使う話は頭が痛くなって御飯が不味くなる。これで終わり」

　アリサはそう言ってサンドウィッチを一口頰張る。

「そうだね。海斗君は何を考えてるか分からない所があるからね。クルト君ほどじゃないけどエッチだし」

　苦笑いをしながら折鶴もサンドウィッチを手に取った。

「海月さんの特訓が待ち構えているんですから、お腹なかいっぱいお昼を食べましょう！」

「そうですわね。何をやらされるか分かりませんし」

　エステルと憂も、アリサや折鶴に倣ならってサンドウィッチに手を伸のばす。

「ま、キースが考え過ぎって考えとけよ。つーかせっかくの美少女たちとの昼食をんな暗い話で湿しめっぽくするなよ」

「うむ。勇者海月海斗がとんでもない事を考えていても、僕がなんとかしてみせよう。何せ僕はケヴィン・ホーキンズなのだから」

　海斗を早く倒して、街の復興に戻もどりたいと焦あせりすぎていたのかとキースも考えるのを止やめようとした。

（攻撃を躱すのが海斗さんの意志じゃないなら辻つじ褄つまは合う。そう仮定すれば魔王が残した倒した相手を苦しめるというこのゲーム自体に疑問が生まれる。何か別の事が動いているような……いや、確証がない事を言うのは止めておこう）

　考えるのを止めようとするとまた考えてしまう。自分の悪い癖くせだとキースは頭かぶりを振ふって食事を楽しむ事にした。
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　てっきりグラウンドか体育館で強くなるための特訓をするのだと思っていた。

「ん？　どした？」

「私たちを強くするために鍛きたえてくれるんだよね？　なんで教室？」

　普ふ通つうなら校内放送を使い伝達するのだろうが、海斗の場合はテレパシーが使える。お昼が終わる頃ころに海斗からテレパシーが送られてきて、教室に集まるよう指示されたのだった。

　当然、皆は驚おどろいた。修行させてくれるというのだから、体を鍛えるとばかり思っていたのだ。説明を教室でするとも考えたが、説明は外でもできるし二度手間になってしまう。

「焦るなって。本当に焦じらされるのが嫌きらいだな、折鶴は。シャワーをゆっくり浴びる時間ぐらい男にやれよ」

「ちょ、ちょっとっ!?　そんな話はしてないでしょっ!!」

「何を言ってんだ？　汗あせ水みず垂らして働いてきた夫がシャワーを浴びたいって言ったら浴びさせてやれって言ったんだぞ」

「絶対に違ちがうよねっ!?　絶対に──」

　言いかけて折鶴は顔を真っ赤にして口を閉じる。

「ククッ。やっぱり折鶴とエステルはからかってて面おも白しろいな」

「も、もうっ!!　そんな事はいいから早く修しゆ行ぎようしようよっ!!」

　腕うでを組んで頰ほおを膨ふくらませている折鶴へと海斗が歩み寄っていく。

　折鶴に海斗が差し出したのは、朝と同じようなメモだ。内容も同じように食材が山のように書かれている。

「えっと……」

「行ってこい。量は朝の二倍だから制限時間を四十五分延ばしてやる」

「えぇっ!?　またおつかいっ!?　修行はっ!?　死ぬぐらい過か酷こくな修行はっ!?　それに倍ならせめて一時間は延ばしてよっ!!」

「しょうがねぇだろ。こんだけ人数いるんだし、食材が足りないんだ。文句言わず行ってこい。分かってると思うが、遅おくれたら剝はぐぞ」

「全力で折鶴を止めるッ！」

「クルト君は何に本気になってんのっ!?」

「ほら、時間が無くなるぞ～」

「分かったよっ！　行けばいいんでしょ、行けばっ!!」

　メモを奪うばい取り、急いで教室から出て行った。

「さて、んじゃお前等にもやってもらう事があるからな。まずはエステルだ」

「はい！」

「海へ行って魚を捕とってこい」

「……え？」

「え？　じゃねぇよ。魔ま法ほうを使っていいから行って捕ってこい。ノルマは一人一いつ匹ぴきと考えて、十七匹以上な。それ以下だったら折鶴同様に服を剝ぐぞ」

　海斗が指を鳴らすと、エステルの机に玉たま網あみとクーラーボックスが現れる。

「あの、修行は？」

　キョトンとしながらエステルは目の前の玉網とクーラーボックスを見ている。

「折鶴と同じで飯の確保だよ。いいから行ってこい。それとも何か？　お前は人前で脱ぬぎたい露ろ出しゆつ狂きようなのか？　そりゃそれだけデカイ胸してりゃ、他人に自じ慢まんしたいもんな」

「ち、違いますっ!!　ほら、オルテガさんがやらしい目で見てきたじゃないですかっ!!」

　クルトの視線から逃にげるように、エステルは教室を後にした。

「じゃあ次だ。クルトとアリサと憂に頼たのみたい」

「お、女子と一いつ緒しよか。こりゃあ手を抜ぬいて勇者さんに剝いでもらった方がっ!!」

「アリサさんが皆みんなの前で脱ぐような事になったら、その手足をこれで叩たたき潰つぶしますわよ？」

　いつの間にか影かげで作ったハンマーを持った憂が、脅おどすようにクルトに詰め寄っている。

「……私は別に構わないけど」

「マジかっ!?」

　予想外の発言に流石さすがのクルトも驚く。

「……見られて恥はずかしい鍛え方はしていない。だからこんな事もできる」

　立ち上がった瞬しゆん間かん、あっという間に海斗へ駆かけ寄り、顔面に殴なぐりかかろうとしていた。だが海斗は首を少し動かしただけで攻こう撃げきを躱かわして見せる。

「二十一回目の奇き襲しゆう失敗だな、アリサ」

　口角を上げてニヤリと笑ってみせる海斗。

「……しばらくは奇襲止める。触さわったらこっちのものだけど、どうせ触れなそう」

　アリサの魔法は、触った物しか摩ま擦さつを操あやつれない。逆を言えば、触ることさえ出来れば空気抵てい抗こうを増やして動けなくする事ができるという事だ。だから触ろうとチャレンジしてみたが、結果はご覧の通り。

「ほら、お前等にやってもらうことが説明できねぇから席へ戻れ」

「……了りよう解かい」

　アリサは再度攻撃したいのを我が慢まんし、素す直なおに席へ戻っていった。

「で、お前等には体育館の隣となりにプールを一つ。寮りようの隣、校舎の反対に露ろ天てん風呂ぶろを二つ造ってもらう」

　海斗が指をはじくと、三人の前に設計図が現れる。細かい事は書かれておらず、長さや深さだけが明記されていた。

「いやいや、こんなん業者に頼めよ。なんで俺がそんな事」

　クルトが心底嫌いやそうにぼやく。

「細かい所はやらなくていい。ただ掘ほるだけだ」

「けど面めん倒どうな事に変わりはないっての」

「そうかそうか。クルトはやる気が出ないか。夏は待ってくれないってのに。お前は女子の水着姿が見たくないんだな。水着は自由にしようと思ってるんだが。ま、スクール水着も趣しゆ味みに入るって奴やつもいるだろうがな」

「ま、まぁ多少はやる気になったけどよぉ～」

　水着という単語にクルトが僅わずかに反応する。もう一押しと海斗がトドメの一いち撃げきを放つ。

「俺が気付かないという前提だが、露天風呂に覗のぞき穴を作っても──」

「よっしゃ、任せとけ！　二人とも、さっさとやろうぜ！」

　アリサと憂をおいてクルトは教室を後にした。海斗に女子から冷たい視線が向けられているのは言うまでもない。

「安心しろ、冗じよう談だんだ。そもそも衝つい立たては俺が造るつもりだからな。ほら、お前等も急げよ」

　アリサと憂に視線を送る海斗。

「仕方がありませんわね。行きましょう、アリサさん」

「……ん」

「あんまりノンビリしてると今日中に終わらねぇから急げよな」

　教室を出ようとしていた憂が足を止める。

「今日中？　この規模のプールとお風呂を？」

　プールは長さ五十メートル、幅はば二十五メートル。露天風呂は男女ともに十人が同時に入っても余よ裕ゆうがある大きさになっている。業者でも日数を要する規模を一日で造れと言われたら、耳を疑うのは当然だ。

「寮にしても校舎にしても設備が足りなくてな。風呂に関しては部屋にシャワーがあるが、日本人としては湯に浸つかりたい。お前等の実力を合わせりゃ無理じゃない。遅れたら当然、お前等の服も剝ぐぞ」

「……体の起き伏ふくが少ない私たちの裸はだかを見たい……勇者はロリコン？」

「安心しろ。俺は埴はに輪わ体型に興味はねぇ。流れで言ってるだけだ。でも需じゆ要ようもあるからお前等はそのまま成長していけばいい。胸がデカいエステルとか折鶴に嫉しつ妬とするなよ」

　女として興味を持たれないのも複雑な気持ちになる二人だった。かと言ってクルトのように女子なら誰だれでもウエルカムな態度も嫌だが。

「とりあえずやるだけやってみますわ。急ぎましょう、アリサさん」

「……ん、了解」

　そう言ってアリサが憂の体に触る。意味が分からず首を傾かしげる憂。

「行こう」

　一歩踏ふみ出したアリサに合わせて憂も一歩踏み出すと、

「きゃあぁっ!?」

　憂は盛大に転び、見事にスカートが捲めくれ上がっている。

「な、なんですのっ!?」

「……憂の摩擦を減らしただけ。急ぐって言ったから急ぎやすいようにしてみた」

　掌てのひらから足の裏まで、憂の体から大おお幅はばに摩擦が減らされ、立ち上がることさえままならない状態になってしまっている。

「……憂、レッツゴー」

　腕を摑つかまれて立ち上がるが、また一歩踏み出して転んでしまった。

「アリサさん、魔法を解いてください！」

「……なんか面白そう」

「ちょ、アリサさんっ!?」

　今度は立ち上げず、地面に転がったままの憂を廊ろう下かへと引っ張っていき、

「……えい」

　後ろから軽く憂を押す。

「き、きゃあぁあっ!!」

　憂の悲鳴が聞こえ、破は壊かい音が聞こえ、憂と思われる魔ま力りよくの波動を感じた直後、窓から見えるグラウンドで追いかけっこをしているアリサと憂の姿があった。

「仲がいいな、あいつ等」

「いや、あれは本気で憂さんが怒おこっているんだと思いますよっ!?」

　吞のん気きな海斗の感想にキースが訂てい正せいする。アリサを追いかける憂の手には黒い青せい竜りゆう刀とうが握にぎられていた。

「大だい丈じよう夫ぶだろ。物理攻撃はアリサに効かないから」

　その証しよう拠こに先さき程ほどから自分の影を材料にして憂が青竜刀を投げているが、青竜刀はアリサの体を斬きり裂さかずに滑すべっていた。

「な？」

　憂もその事を分かって投げているのだろう。多分。

「大丈夫そうではありますけど……見てて心臓に悪いです」

「ま、いつまでもふざけてるとキースとケヴィンが困るんだけどな。お前等に任せたい事はあいつ等が終わってからじゃねぇと無理なんだ。そういう訳でキースとケヴィンは俺が声をかけるまで自由時間としておくわ」

「フッ、勇者海月海斗。正直に言って構わない。他ほかの生徒へ悪いと思って黙だまっているんだろう？　ケヴィン・ホーキンズには特訓など必要ないが、それは差別になってしまう。だからこの場ではそんな事を言っているんだろう？」

「違うから安心しろ。むしろケヴィンにはキースの数倍頑がん張ばってもらうからな」

「また冗談を。勇者海月海斗、なんだその残念なものを見るような目は。冗談だと分かっているよ。だからその目は止やめてくれ。ケヴィン・ホーキンズが優ゆう秀しゆうなのは誰が見ても明らかで──」

　ケヴィンの自画自賛を放置し、残った七人へ最後の指示を出す。

「お前等には今から寮の食堂へ行ってもらう。できる事で構わないから、調理器具を使わずに魔法で晩飯の下準備をしろ」
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　七往復目の商店街。朝のスーパーも含ふくめれば、訪れた回数は二ふた桁けたを超こえている。一日に何度も商店街へ来る人間もそうそういないだろう。

「重い～っ！」

　両手に大荷物を抱かかえて折鶴は全力疾しつ走そうをしていた。

　倍速の魔法を使っているが、一向に速度が上がらない。両手合わせて三十キログラムの荷物が魔法の効果を落としていた。

　当然、それは折鶴自身が一番分かっている。どうにかして速度を上げてみようと幾いくつか条件を変えてチャレンジはしてみた。

　荷物を前方へ投げて落ちる前にキャッチする。自分自身の速度は上がったものの、投とう擲てき速度は上がらず、意味を成さなかった。今度は魔法で加速し、助走をつけて荷物を投げてみた。だが、投げる瞬間に体が止まってしまい魔法の効果が切れ、落下地点に間に合わず荷物が地面へ落ちてしまった。おかげで大根が折れ、トマトが潰れてしまった。

　結局は、効果が薄うすくとも魔法で速度を上げ、ただただ走るしかないという結論に達する。

　商店街を抜け、学校に続く上り坂を駆け上がる。寮へ着いて荷物を置き、軽く息を吐つく。

「あと五往復ぐらいで終わるかな」

　なんとか指定された時間には間に合いそう。多少、気持ちが軽くなった所で、ナタリーに声をかけられた。

「折鶴よ。すまぬがこれ等の食材も頼みたい」

　海斗同様にメモを差し出してきたが、内容を見て折鶴が首を傾げる。

「これ、さっき買ってきた物が大半なんですけど」

「それがのう。お主のクラスメイトの半数が魔ま法ほうで料理の下準備をしておるのじゃが、尽ことごとく失敗しておるのじゃ。おかげで食材が足りぬ」

　ちなみに駄だ目めになった食材は商業区の動物園に寄付するらしい。駄目になった食材は動物が美味おいしくいただきました。

「な、なんでそんな無む茶ちやをっ!?」

「海斗の指示らしい。では頼むぞ」

　強ごう引いんにメモを押しつけようとしたナタリー。瞬間、身の危険を感じ折鶴が倍速の魔法で速度を上げ、メモだけを奪うばい距きよ離りを取る。

「ちぃっ！　勘かんの鋭するどい奴めっ!!」

「やっぱり、胸を触さわろうとしましたね」

「触ろうとなどしておらぬ。鷲わし摑づかみしようとしたのじゃ！」

「もっとひどかった！　ってこんな事をしてる場合じゃない！　行ってきますっ!!」

　予想外の買い物が増え、このままだと指定された時間に間に合わなくなってしまう。いや、確実に間に合わない。少しでも時間を短縮できるよう、今まで以上に速度を上げて商店街へと向かった。

　商店街へ到とう着ちやくしたが折鶴は固まってしまう。

　どう考えても間に合わない。何か案を考えるが、全く思いつかない。最終的には荷物を持たないで帰る方法はないかと、本ほん末まつ転てん倒とうな考えにまで行き着く始末だ。

「と、とりあえず買い物をしながら考えよう！」

　立ち止まって考えている時間も勿もつ体たいない。店員さんから「さっき買ったよな？」という疑問の視線を向けられながら、両手が一いつ杯ぱいになるまで店を渡わたり走った。

　布製の買い物もの袋ぶくろが破けそうなぐらいの荷物。普ふ通つうの女子高生なら持てない量だ。男子高校生にも厳しいかもしれない。

「……ちょっと……無理しすぎたかな」

　重量にして片手に二十キロ。限界をゆうに超えている。持っているというより、辛かろうじて地面から浮うかせているという表現が正しい。脳のう裏りに間に合わない、という考えが浮かぶ。

「お～、頑張ってんなぁ」

　そんな折鶴の前に海斗が現れる。

　今にも荷物が落ちそうな折鶴を助けようともしない海斗だが、当人は海斗が来てくれた事で気が抜ぬけたのか、

「も、もう……駄目……」

　持っていた荷物を手放しかけた。

「よっと」

　落ちる瞬しゆん間かん、海斗が折鶴の両手を取り、荷物の落下を防いだ。

「食い物は落とすなよ。地面に落ちたやつを食うって気分的に嫌いやだろ」

「そう……思うなら……片方……持って」

「ったく。この一回だけサービスだぞ」

　半ば強引に折鶴が持っていた荷物を両方奪い取る。

「うぅ～、痛かったぁ」

「無理するからだ、馬ば鹿か」

　海斗の言い分に折鶴が少し頰ほおを膨ふくらませ、

「大体、海斗君が無茶な時間制限なんて付けるからいけなかったんでしょ？」

　不満を口にする。だがそれに対して、海斗はいつもと変わらず飄ひよう々ひようとした態度で、

「確かに無茶な時間制限を付けたぜ？　けど折鶴なら間に合うと思った量と時間制限にしたんだ。間に合わないってのは折鶴が本気を出さずにサボったって事だからな」

「そ、そうなの？」

「当たり前だ」

「……そっか」

　後ろめたいことがあるわけでもないが、折鶴には罪悪感に似た感情が湧わき上がっていた。

　信しん頼らいしてくれていたのだと折鶴は考えたのだ。自分が課した事をやりきってくれると。なのに一いつ瞬しゆんだけ諦あきらめそうになってしまった。そんな自分が不ふ甲斐がいなくなり、自分の力をしっかりと評価してくれている海斗に申し訳ないと思ったのだ。

「よし！」

　頑張ろうと自分に活を入れ、

「私は次の買い物をするからその荷物は先に寮りようへ──」

「慌あわてんなって。この一回分と次の一回分、合わせて二回分俺が運ぶって事は、少し余よ裕ゆうが出来たって事だろ？　話しながら次の買い物をしようぜ」

　両手に持っていた荷物を片手に纏まとめて、軽々と持ってみせる。一いつ瞬しゆん呆ほうけて海斗の後ろ姿を見ていたが、先へ進む背中を慌てて追い隣となりに並んだ。

「次はなんだ？」

「あ、ちょっと待って。えっとね──」

　メモを取り出し、二人で買い物をしていく。

　折鶴が持てるだけの買い物が終わると、折鶴へ海斗が質問をした。

「折鶴の速度は大したもんだ。けど、もっと速く動けるはずだぜ」

　平然と言ってのけるが、折鶴自身がこれ以上は無理だと思っている。

　実際、七往復の中で色んなパターンで動いてみたがどれも今一つ成果を出せていない。

　ヒントぐらいはやってもいいか、と海斗は内心で笑いながら考える。

「折鶴。お前の魔法って、ある程度の重さがある持ち物は速度が変わらないんだろ。んで、ある一定の重さを超える荷物を持っていると、折鶴自身も倍速にならない。違ちがうか？」

「な、なんで分かったの？」

「昨日の戦いで折鶴の移動速度は上がってるのに、剣けん撃げき速度があまり上がってなかったからな。動く前に斬ざん撃げきを放ち、射線上に敵が来るように動いてた。で、お前が部屋に持ってきた一いつ般ぱん的な物より軽い武器を見てある仮説が生まれた」

　海斗の説明に耳を傾かたむけ続ける折鶴。

　昨日の泥傀儡ゴーレムとの戦いで、折鶴は間合いに入ってから斬撃をしていたのではなく、斬撃を行ってから動き、間合いに敵を入れるような動きをしていた。これは、走る前から拳こぶしを突つき出し、敵へと殴なぐりかかるのと同じだ。何な故ぜそんな隙すきだらけの動きをしたのか考えた時、武器の速度が上がらないのではと海斗は推測したのだ。

　そして海斗の考えは、折鶴の武器を見て確信に近づく。武器は全すべてが軽い特注品だった。レイピアはより細く。刀はより薄く。槍やりはランスとジャベリンの中間の長さ。

　そして仮説が確信に至ったのは今朝のおつかいだ。

「折鶴の最高速度なら三十分程度でできたはずだぜ。けど荷物が重すぎて、魔法の効果が半分程度しか出せず一時間もかかっちまった」

　折鶴の顔が驚おどろき一色になっていた。海斗の指し摘てきは非の打ち所がない程、的確だったのだ。

　折鶴の倍速の魔法は、一定の重量を超えた荷物に使っても、倍速まで達しない。それは武器も同様だ。これは人外の動きをする折鶴にとって、致ち命めい的てきとも言える弱点だろう。

　自分が敵へと突っ込み間合いをとれたというのに、肝かん心じんの攻こう撃げき速度が遅おそいのでは意味が無い。それでは攻撃してくれと体を差し出しているようなものだ。だから折鶴は動く前に斬撃を放ち、射線上に敵が来るように動くしかなかった。

　重い荷物や武器になると、折鶴が魔法を使おうと倍速まで上がらなくなってしまう。

「最初に気づかなかった理由は、最初に持ってた刀のせいだな。あれだけは一般的な物と同じだった。あれは練習用。──いや、正確には実戦用にしたいが魔法を使った時に速度が上がらないから練習用にしてる刀だろ」

「うん。あの刀、おじいちゃんに貰もらった大切なものなの。本当は使いたいけど、やっぱり速度が上がらなくて駄目なんだ」

　的確すぎる指し摘てきに最初は驚いていたが、そこまで気づいているなら、何か突とつ破ぱ口こうを見み出いだしてくれるのではないかと折鶴は少し期待していた。

　海斗は荷物を折鶴に見せるように持ち、

「折鶴にとって荷物、もとい武器ってのはなんだ？　それが分かれば答えがでるぜ。ま、残りは宿題ってやつだ。自分で答えを導き出してみな」

　気付けば商店街の出口にやってきていた。海斗が折鶴の持っている荷物を奪い取る。

「じゃあ俺は他ほかの奴やつも見なきゃならねぇから先に行くぞ」

　海斗が軽く跳はねて高台の方へと飛んでいき、あっという間に見えなくなった。

「武器ってなんだ、かぁ」

　答えを出そうと頭をひねっていると、

「優やさしい彼氏ねぇ。重い荷物を持ってくれるなんて」

　優しい笑えみを向けながら、お婆ばあさんが折鶴にそんな事を言う。

「彼氏って……海斗君？　ち、違いますよ！　海斗君とはそういう関係じゃないです！」

　唐とう突とつにそんな事を言われ、慌てて否定する。

　あまりテレビを見ていないのか、お婆さんは魔王を倒たおしたと騒さわがれた海斗を知らないようだ。知っていたらこんな事は言わないだろう。

「そうかいそうかい。それは失礼したね。でもね、これだけは言わせてもらえるかい。彼は優しい子だよ。何気なしに荷物を持ってくれるんだから。お嬢じようさんともお似合いだと思うから、好きになったら積極的にね」

　どんな顔をして良いか分からず、折鶴は頭を軽く搔かく。

　なんとなく視線を動かすと商店街の出口にある時計が目に入る。

「あ～っ、時間がっ!!　ごめんなさい、お婆さん！　私、用があるんでこれでっ!!」

　折鶴は魔ま法ほうを使い、海斗が言う答えを保留にし、再び商店街へと戻もどっていった。
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　砂すな浜はまの隣にある港にエステルはいた。

　漁や競せりが終わり、港は静かな一時を迎むかえている。とは言っても人が居ないわけではない。明日の準備に取りかかったり、穴の空いた網あみを修復する漁師が所々に見える。

　しかし彼等は今、仕事をしていない。彼等の視線は、落ち込んで項うな垂だれているエステルへと向けられていた。

「うぅ……ごめんなさい」

　防ぼう波は堤ていから頭を出し、心の底からの謝罪をする。

「何を謝ってんだ、エステル」

「ぎゃあぁっ!!」

　突とつ然ぜん、背後から声をかけられ思わず叫さけんでしまった。誰だれか確かく認にんするために立ち上がろうとしたら、バランスを崩くずし海へ落ちそうになる。

「っと、危ねっ」

　海に引っ張られる体を引き留めるように海斗が手を摑つかんでくれた。そのまま引っ張って助け出すと、エステルはその場に座り込んだ。

　立ち上がりもせず座ったまま海斗へ文句を言い出した。

「み、海月さん！　きゅ、急に背後から声をかけないでくださいよ！　ビックリして落ちる所だったじゃないですか！」

「あ、落とせばよかったな。そしたら制服が濡ぬれて良い感じに透すけてたかも」

「も、もう！」

　文句を言いかけたエステルを余所よそに、海斗はエステルが見ていた海を確認する。

「あ～ぁ。こりゃ酷ひでえな」

「……はい」

　怒いかりの感情はどうしたのか、エステルはあからさまに落ち込んでいる。

（思った通り、エステルは魔法の威い力りよく調整が苦手みたいだな）

　それは現状が物語っていた。防波堤の中には、気絶している多種多様の魚が大量に浮いていた。その数は三桁けたを超こえている。港にいる人間が仕事をしていなかったのは、エステルが魚を大量に殺した（実際は気絶しているだけ）と思っているからだろう。

「は、張り切って一発電気玉を撃うち込んだらこうなっちゃって……ど、どうしましょう、海月さん！　このまま放置したら皆みんな死んじゃいますよっ!!」

「とりあえず二十匹ぴきぐらい引き上げるか。いや～、どれを食うか悩なやむな」

　慌てるエステルを放置して、海斗は狙ねらった魚の下に衝しよう撃げき波はを発生させ空中へと浮うき上がらせた。それを狙って玉たま網あみでキャッチする。

　発生させている衝撃波は魚が傷つかない強さで、そういう細かな事ができないエステルにはとても繊せん細さいな作業に見えた。

　目的の数を取り終えると、側そばにあったクーラーボックスに入れ、帰る準備を始めてしまった。クーラーボックスを担かついだ瞬しゆん間かん、エステルが慌てて海斗の脚あしに絡からみつく。

「み、海月さん！　置いてかないでくださいよ！　ど、どど、どうしたらいいですかっ!?」

「おぉ、こりゃ役得だな。キースの野や郎ろう、こんな良い思いしてたのか」

「なんの話か分かりませんが、お願いします！　お魚さんを助けてくださいっ!!」

　どうやらエステルは慌てると、その事以外気にならなくなるらしい。昨日の泥傀儡ゴーレムの時もそうだったが、今も海斗の脚に思い切り胸を押しつけている事に気づいていない。

　ずっと味わっていたいが、他の生徒の様子も直接見たい。海斗は手を海へと向けた。

「簡単だろ。力を調整して微び弱じやくな電気を流せばいいんだよ。こんな風にな」

　掌てのひらから電気を放出する。放出された電気は広がり、防波堤内全域に及およんだ。それだけの広こう範はん囲いにも関かかわらず、海水には当たらずに気絶している魚にだけ当てていた。

　魚が次々と意識を取り戻し、元気に泳いでいく。防波堤の中はようやくいつもの姿へと戻る。エステルは安あん堵どしたが、エステルよりも安堵したのは間ま違ちがいなく漁師たちだろう。

「良かったぁ～」

　海斗の脚から離はなれ、海を見てエステルは大きく息を吐つく。

「エステルには明日もこれをやらせるからな」

「えぇっ!?　む、無理です、無理無理っ!!　また気絶させちゃうだけですよっ!!」

「やれ」

「うぅ……わ、分かりました。はぁ……」

　威い圧あつを含ふくめた海斗の言葉にエステルは頷うなずいた。

　自分が傷つく分には良いが、魚に迷めい惑わくをかけると考えるだけで罪悪感が生まれていた。

（魚にまでそんな感情を抱いだくとは、こいつは心底優しい奴だな）

　エステルの心情を察して、海斗は気づかれないよう小さく笑う。だが、それはそれでこれはこれだ。甘やかす理由にはならない。

「必要ない分の魚が痛い思いをするのが嫌いやなんだろ？　ならどうすればいい？」

「……分かってますよ」

　当然、威力を抑おさえて範はん囲いを絞しぼるとエステルは考えた。エステル自身もその欠点には気づいているのだ。

（そう考えるよな。間違ってるけど）

「ま、頑がん張ばれ。これもそうだが、悪夢の方もな」

「……あ、あれ本当にやるんですかっ!?」

　項垂れていた顔を上げ、エステルが怯おびえた表情を浮かべる。

「当然だ。またあの泣き顔が見られると思うと楽しいね」

「うぅ、海月さん意地悪です」

「何を今いま更さら。俺の半分は意地悪で出来てるんだぜ？　それにエステル。お前には魚の捕ほ獲かくと悪夢克こく服ふく以外にやることがある」

「ま、まだあるんですかっ!?」

　足を止め、隣となりにいるエステルへニヤッと笑ってみせる。

「あぁ、一番大事な事だ。それはだな」

「そ、それは？」

「俺の事は名前で呼べ。敬けい称しようの有り無しは好きにしろ。苗みよう字じで呼ばれるのは苦手なんだよ」

　そう言って再び海斗が歩み出す。少し呆ほうけた後、早歩きで海斗の側へ歩み寄り、

「み、海月さん。それって──」

「おい、コラ」

　額を軽く小こ突づく。

「海斗だって言っただろ」

　小突かれた額を摩さすりながらエステルは尋たずねた。

「あっ。えっと、海斗さん。名前で呼ぶってそんなに大事なんですか？」

「重要だろ？　信しん頼らい関係を築くにはな」

　海斗の言った事に疑問を持つエステル。

「じゃ寮りようへ帰るか。エステルも一いつ緒しよに戻るぞ」

　クーラーボックスを担ぎ歩き出した海斗を追うことは出来ず、気づけば海斗の姿はエステルの前から消えていた。

「……必要なのかな？」

　倒す側と倒される側。そこに強い信頼なんて得たら、倒す方が辛つらい。少なくともエステルは、慕したってしまった相手がいなくなると考えただけで胸が締しめ付けられた。

　何な故ぜ、信頼が必要なのか？　何故、海斗はそんな事をするのか？　何故、そんな信頼を築いた相手に倒されたいのか？　何故の疑問ばかりが浮かんでくる。

「……考えても仕方がないですよね」

　消えた海斗を追うようにエステルは走った。
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　露ろ天てん風呂ぶろとプールを造るよう言われた三人は、体育館脇わきに空けた穴の縁ふちに腰こし掛かけていた。

　額には汗あせが滲にじみ、軽く息を切らしている。

「俺たちを鍛きたえるんじゃなかったっけ？　なんで露天風呂とか造ってんの？」

　今更ながらの疑問を空を仰あおぎながら、クルトがぼやく。

「そう言いつつ、露天風呂はさっさと造りましたわね。まぁ、心情は概おおむね想像がつきますので、訊きかないでおきますわ」

　クルトの内心に呆あきれつつ、憂は買ってきたペットボトルのお茶を一口飲んで喉のどを潤うるおす。

「……憂、一口」

「どうぞ」

　ペットボトルを差し出すとアリサは首を左右に振ふる。

「？　一口欲しいのではなくて？」

「……ペットボトル持つのがめんどくさい。口移しして」

「はいっ!?」

「おぉ、いいな、それ！　美少女同士の口づけ。バックに百ゆ合りの花が無いのは残念だが、それでも十分に絵になるね！」

　興奮するクルトを余所よそに、ペットボトルを差し出した体勢で固まる憂。

　アリサは表情の変化が少なく、どうにも読みづらい。微び動どうだにしなくなった憂を見て、やはり表情を変えずに、

「……半分冗じよう談だん。憂は真面目まじめ」

　アリサはペットボトルを受け取った。

「そ、そうですわよね。もう、ビックリしましたわ」

　なんて言いつつ、残り半分が本気だったのかなと疑問が残る憂だった。

「で、美少女二人の口づけは見られないわけ？」

「……ん。今は無理」

「今はっ!?　アリサさん、今はって言いましたわよねっ!?」

　憂はお茶を飲もうとしているアリサの両りよう肩かたを摑み、アリサを前後に揺ゆらしていた。

「思った通り早く進んでるじゃねぇか」

　そこへ海斗がやってきて現状を見て呟つぶやく。

　海斗の中にある二つの計算。片方の計算では、露天風呂ができたぐらいのはずだった。

　三人はすでに露天風呂を完成させ、プール造りに移行していた。プールは露天風呂に比べてかなり大きい。起点となる穴を空けた所で作業が中断している。

「確認なんだが、なんで露天風呂が三つなんだ？　設計図では二つだっただろ？」

　海斗の質問にアリサと憂がクルトを指差す。人差し指を振りながらクルトが説明をした。

「勇者さんともあろう者が失念しすぎだよ。この世には混浴風呂ってのがある！　それを造らないでどうするっ!?」

　パチンと海斗が指を弾はじくと、遠くで何かが崩くずれる音がした。

「一個潰つぶしておいた」

「なんでっ!?　混浴は男の夢だろ、勇者さんっ!!」

　縁から立ち上がり、海斗に詰つめ寄るクルト。ため息を吐きながら海斗が頭を押さえる。

「クルト。お前はなんにも分かっちゃいねぇよ。裸はだかが見える所での裸なんて意味がねぇんだ。男の夢は混浴になんてありゃしねぇ。男の夢は、見えない女風呂にあるんだ。想像してみろ。薄うすい壁かべや簾すだれの向こうから聞こえる女子たちの声を。思春期真っ直ただ中なかのお前たちには、声だけで全すべてを補える妄そう想ぞう力りよくがある」

　目を閉じ、その光景をクルトが思い浮かべる。

「……勇者さん、俺は間違ってたのか？」

「ああ、間違ってた。だが安心しろ。間違いを起こすのは若者の特権だ。そして間違いを正していけるのも若者の特権だぜ？」

「……名言っぽい台詞せりふが台無しなのは気のせい？」

「アリサさん。耳が腐くさりますから、聞かない方が良いですわよ」

　アリサと憂は男たちの会話に呆れている。

「それで？　何か用があって来たのではなくて？」

　さっさとくだらない会話を終わらせてもらおうと、憂が海斗に問いかける。

「用という程ほどの事でもねぇんだけどな。俺の考えが正しいか見に来たんだよ」

　海斗が穴の中に飛び込む。飛び込んだ地面は砂地になっていて、足に対する衝しよう撃げきが殆ほとんどなかった。その事が海斗の考えを確信へと至らせる。

「お前等は他ほかの奴やつ等らと違ちがって、自分の魔ま法ほうで何ができないか分かってる節があった。だから、自分ができる所までは自分でやるんだよ。ま、だから駄だ目めなんだけどな」

「……ん？　何が駄目？」

　海斗の言う事に自覚があったアリサが問いかける。

「今の現状見ても分かんねぇか？」

　疑ぎ問もん符ふを浮かべてアリサは憂を見る。どうやら憂には心当たりがあるようで、アリサに代わり憂が答えた。

「魔ま力りよくの総量不足、ですわね」

「残念、ハズレ」

「えっ？」

　正解の自信があった憂は驚おどろく。事実、三人が休んでいるのは魔力が尽つきかけたからなのだ。憂が正解だと確信するのも無理はない。

　魔法というのは使えない人間にとって恐おそろしい物であるのと同時に、便利な物という認にん識しきがある。実の所、そこまで便利な物でも無い。魔法は魔力が無いと使えないという根本的な欠点がある。

　魔ま法ほう使つかいは体内で魔力を生成する器官があると言われているが、科学的な解明はされていない。分かっているのは魔力が無くなれば魔法は使えない事。さらに魔力が完全に尽きた場合、酸欠に似た症しよう状じようを発はつ症しようして、最悪の場合は死に至る事さえあるので、魔力の量には注意しなければならない。

　海斗の言う『自分たちの現状』が、魔力不足を指していると思うのは妥だ当とうだろう。だが海斗は違うと答えた。

「ま、俺が言いたいことを考えてみるんだな」

　そう言って海斗は三人の顔を見た。アリサと憂は顔を合わせて首を傾かしげ、クルトは一人腕うでを組んで唸うなっている。

（結局、全員にヒントを与あたえる事になっちまいそうだな）

「どうやって露天風呂を造ったか当ててやろうか？　ちなみに千里眼で見てないからな。アリサが土の摩ま擦さつを無くして土を砂に変えて掘ほりやすくした所を、憂が砂の中に生まれた影かげを操あやつって桶おけ状にして、三人で桶を持ち上げた瞬しゆん間かんにクルトが持続の魔法を使い、上へ行こうとした力を持続させて砂を一気に抜ぬいた。だろ？」

　全てが的確すぎて三人は言葉を失う。

「確かにそりゃあ楽にできる。けど、三人とも自分の魔力量を考えたらすぐに魔力が尽きる事は分かるよな？　下手したら死ぬんだぞ？」

　最後の一言だけ海斗の言葉に真しん剣けんさが混じる。

　たった一日だが、海斗がどんな人間かは摑つかめてきている。飄ひよう々ひようとした態度で、常に余よ裕ゆうを失わない。だからこそ今の言葉の真剣さには重みがあった。

「けど勇者さんは今日中って言ったじゃん？　そのぐらいしないと間に合わないって」

「そうでもねぇよ。お前たちが無理をしない計算だと、丁度露天風呂ができるぐらいだったんだ。そうすりゃ魔力はまだ残っていたはずだし、そのまま続けてプールの製作に取りかかれたはずだ」

　海斗の中でされた二つの計算とは、三人が『無む茶ちや』をするパターンと『無理』をするパターンの二つ。

　そして三人がやったのは無理をするパターンだった。結果はご覧の通り。最終的には魔力が無くなって作業ができなくなり効率を悪くしている。

「ちと喋しやべりすぎたな。『できる事が分かってる』と『できない事が分かってる』の違いを考えてみろよ。どっちが正しいかじゃねぇぞ。どっちも臨機応変に使い分けるんだ」

　それだけ言い残し、海斗は寮の方へと去っていく。

「結局、何を言いに来たんですの？」

「……混浴風呂に男の夢はないって話をしにきた」

「だな。魔力が回復するまでもう少し休むか」

　クルトの提案に二人も頷うなずき、もうしばらく夕暮れ時の風に当たる事にした。
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　折鶴は最後の荷物を運び終え、料理の下準備をしていたメンバーと一緒に食堂にいた。皆みんながワイワイと話している中、折鶴は青い顔をして頭を抱かかえている。

「剝はがれる……皆の前で……」

　荷物を寮りようまで運ぶ度たびにナタリーから新しい買い物を頼たのまれ、結局は海斗に指示された時間を大おお幅はばに超こえてしまったのだ。

　逃にげようとも考えたが、逃げ切れるとも思えない。脱ぬがされたら魔法を使って一目散に部屋に逃げる算段だけは付けた。それでも、女として人前で脱がされる怖こわさは拭ぬぐえない。

「あぁ、もう！　そもそも魔法で調理の下準備ってなんなのっ!?」

　どう考えても無む駄だな行こう為いだと折鶴は思う。

「ごめんッスよ、折鶴さん」

　語ご尾びに『ッス』と付ける少女、サリー・ジェンクスが折鶴の独り言に反応する。魔法を使い下準備をしていた一人として悪いと思ってしまったのだろう。

　責めたつもりは無かったが、そう受け取られてしまっても仕方がないと折鶴が慌あわてて首を振った。

「ご、ごめん。私は海斗君に言ったつもりで」

「いんや、折っちが謝る事はないっしょ。サリーっちの言う通り謝るべきはこっち。まだサリーっちの風を使った皮むきは失敗も少なかったけど、ウチの引いん斥せき力りよくでジャガイモを潰すのは失敗しまくったし。結果、折っちに迷めい惑わくをかけたのは事実。だから折っち、謝らせてよ」

　サリーの隣となりにいた『○○っち』と渾あだ名なを付けるステファニー・メシアンも一いつ緒しよになって謝ってきた。

　年下なのにしっかりしてるなぁと感心する。自分に負い目を感じ、言い訳をしようとしたが、

「ストップじゃ、折鶴」

　割かつ烹ぽう着ぎを着たナタリーが厨ちゆう房ぼうから顔を出す。

「よいか、折鶴。言い訳とは男の専売特許じゃ。女は堂々と思った事を口に出しておれば良い。良い男の条件は、それを受け入れられる寛かん大だいさがあるか無いか。だから女である折鶴は、二人に言いたい事を言えばよい」

　水をかけられた二人が驚いた表情をし、折鶴と目が合う。一いつ瞬しゆんの間が空いたが、折鶴は誠意を込めて、

「ごめんね、二人とも。嫌いやな思いをさせちゃって。次から気をつける」

　思った事を全て言った。それを聞いた二人は笑え顔がおを返す。

「ううん。本当に気にしてないし、悪いのはこっちっしょ。ね、サリーっち」

「そうッス。だから折鶴さんは気にしないで欲しいッス」

　ナタリーのサポートが入り、妙みような雰ふん囲い気きになる前に事なきを得た時だった。

「ふざけないでくださいっ!!」

　キースの声が響ひびく。窓の外に視線を移すと、空高く火柱が上がっていた。







　四章




　何があったのかと全員が火柱があがった場所へ向かう。寮の入り口の反対側へ来ると、朝には無かった露ろ天てん風呂ぶろができていた。

　入り口には赤と青の暖の簾れんがかかり、しっかりと男女別になっている。火柱が上がっているのは青い暖簾の中。つまり男風呂だ。一瞬、折おり鶴づるは躊ちゆう躇ちよしたが裸はだかのはずもないだろうと勝手に結論を出し、中へと突とつ入にゆうする。

　暖簾をくぐった先には棚たなが並び、棚の中には籠かごが用意されていた。ガラス戸の向こうに見える露天風呂らしき空間に三人の影を見つけた。

　ガラス戸を開けて中に入ると岩いわ風呂ぶろの中にキースがおり、浴よく槽そうの外にいる海かい斗とを見上げ睨にらんでいる。睨まれている海斗は顎あごを摩さすりながら、何か考えているような雰囲気を放っていた。もう一人の影、ケヴィンはどうしたらいいか分からず、呆ぼう然ぜんとしている。

「キースの言いたい事はよく分かったぜ。俺がふざけてるようにしか見えないんだな？」

「そうです！」

「なら、お前が俺に求める『ふざけていない行動』はなんだ？　お前がふざけていないと思う事を俺が今からしてやるよ。言ってみな」

　イマイチ事情の飲み込めない折鶴たち。そこへエステルやアリサたちも集まり、気付けば全員が海斗とキースのやり取りを見つめていた。

　人を馬ば鹿かにするような笑みを浮うかべる海斗。それが真面目まじめなキースの憤いきどおりを強めていく。

「……今すぐ僕と戦ってください。そして終わらせます」

「宣言して戦うなんて真面目だよな、キースは。不意打ちでもいいってのに。ま、お前の望む事をしてやるって言ったしな。グラウンドに来いよ。お前等もだぞ」

　やり取りを見ていた全員へ視線を向け、海斗は露天風呂を囲む壁かべを飛び越こえた。

「……こんな所で時間を費ついやす暇ひまはないんです」

　凄すごい形相で出て行くキース。その後を追うように、全員がグラウンドを目指す。

　グラウンドに着くと海斗が背せ伸のびをして、皆の到とう着ちやくを待っていた。その海斗の前にキースは歩いて行く。

「キース以外にも俺と戦いたい奴やつはいるか？　いるなら参加してもいいぞ」

「はいっ!!　私も戦いたいっ!!」

「……ん、参加希望」

　その言葉に反応したのは折鶴とアリサだった。折鶴が昨日とは違ちがう軽い刀を持ってきて、キースを中央にして三人は海斗と対たい峙じする。

「んじゃ、やろうか。いつでもい──」

　海斗が言い切る前に三人はすでに動いていた。

　まずは折鶴が先せん陣じんを切る。倍速になった状態で横一いつ閃せんの斬ざん撃げきを放つが、難なく躱かわされる。

「惜おっしいっ！」

「どこがだよ？　惜しいってのは、服に斬撃が擦かするぐらいになってから言え」

「……次は私」

　折鶴の後ろからアリサが飛び出し、海斗の体に触ふれようとする。それを後ろへ下がりつつ、紙かみ一ひと重えで軽かろやかに躱していく。

「……避よけるのは上手うまい」

「本当だぜ。嫌になるぐらい上手いな」

　どこか自じ虐ぎやく的にも聞こえるように海斗が呟つぶやく。

「アリサちゃんも速く動けるなら、もっと加速して大だい丈じよう夫ぶだね！」

　折鶴も参加し、二人で海斗を攻せめ立てる。

　三度目の倍速。折鶴の姿は一いつ般ぱん人の動体視力では目視すら出来ない速度になっていた。それでも放たれる斬撃は擦りさえしない。

「今度は僕です！」

　二人が追い込むであろう場所へ先に回り込み、キースが全力で火柱を上げる。

「おいおい、こんな暖かいレベルの炎ほのおで俺を倒たおせるとでも思ってんのか？」

　熱気で口の中が乾かわく程ほどの炎を、まるで暖だん房ぼう器具でも見るかのように笑って見せる。海斗は火柱へ向けて直進し、そのままジャンプして火柱へと飛び込んだ。

「なるほど。この程度なら、避けるまでもないみたいだな」

　火柱の中で歯を食いしばり、悔くやしがるキースの姿があった。

　海斗が火柱を越えて着地するタイミングを見計い、折鶴が斬きりかかろうとしていたが、

「折鶴。そこ気をつけろよ」

「えっ？」

　指し摘てきされた場所に足を置いた瞬しゆん間かん、折鶴の動きがピタリと止まる。

「あれっ!?」

　接せつ着ちやく剤ざいでも付けられたと疑いたくなるほど、靴くつ底ぞこが地面から離はなれなくなってしまった。

「……ごめん。そこ摩ま擦さつを増やした場所」

　折鶴が足を置いた場所は、先ほどアリサが初速を上げる為ために摩擦を上げた場所だった。

「一人で戦ってるんじゃないんだ。相手の動きや魔ま法ほうを把は握あくして動けよ」

「ん～っ！　アリサちゃん！　早く魔法解いて！」

「二人とも、何をふざけているんですかっ!!」

　火柱を消失させたキースが海斗へ突とつ撃げきし、再び火柱を起こそうとする。この距きよ離りでは折鶴が巻き込まれてしまうが、キースは夢中になっておりその事に気づいていない。

「しょうがねぇな。ちっとは頭冷やせ」

　海斗が地面を強く蹴けり込むと、水道管が破は裂れつしグラウンドの至る所から水が吹ふき出し、周囲に降り注ぐ。キースは構わずに魔法を発動して火柱を起こすが、いつものような火柱が立たず、僅わずかに出ている炎もどこか弱々しい。

「ど、どうしてっ!?」

　いつもとは違う何度も使ってきた魔法にキースが戸と惑まどい動きが鈍にぶる。

「落ち着いたか？」

　雨のように降る水の中で人を諭さとすように笑う海斗に、キースの動きは止まった。

　怒おこっている自分を前にして笑う海斗へ怒いかりをぶつけたいのに、自分を落ち着かせようとしている海斗の意図も伝わってきてしまう。

「僕は早く戻もどって夢を叶かなえたいんです。貴方あなたに……僕の気持ちが分かるんですか？　貴方の暇つぶしに邪じや魔まされて夢への道が中断している僕の気持ちが」

　それでもキースは何かを言葉にしたかった。

「そんなの分かるわけねぇよ。訊きくが、お前は俺の気持ちが分かるか？　分からないと思うから言っとくぞ。俺はこう見えて、お前の時間を奪うばっちまったのは悪いと思ってんだ」

　海斗の発言にキースが完全に動きを止める。折鶴の拘こう束そくを解いていたアリサも、動けるようになった折鶴も、四人の攻こう防ぼうを見ていた皆みんなも海斗の言葉に耳を傾けていた。

「お前の夢は故郷の復興だよな？」

「ど、どうしてそれを？」

「なんで知ってるかは置いとけよ。とにかくお前の夢は素す晴ばらしい事だと思うぜ？　けどよ、復興してどうする？　魔ま王おうのような奴が現れてまた街を破は壊かいしにくる可能性だってある。その時、お前がそいつを倒せるだけの力があれば街を守れるかもしれない」

「……」

「騙だまされたと思って俺の言う通りにやってみろよ。お前の大切な時間を奪っちまっただけの価値を与あたえたいと思ってる。どうだ？」

　海斗の言った事を飲み込むように、キースは、

「……納なつ得とくはしてません。けど、理解はしました」

「それで十分だ」

「それと……すいませんでした。皆が海斗さんの言うことに真面目に取り組んでいるのに、僕だけ我が儘ままを言ってしまい──」

「ストップだ、キース。言い訳は男らしいが、格好良くはないぜ？　せっかくの良い男が台無しだ」

　キースが似合わない苦笑いを浮かべ、海斗はいつもの笑えみを返す。

「ついでだ。一つ、俺の気持ちをハッキリ言っておくぞ。俺はお前たちに倒されたいって思ってる。だから強くなって貰もらわないと困るんだよ。だから強くなれ」

「……分かりました。騙された気になって海斗さんが指示した事をやります。ケヴィンが造った氷を溶とかしてお風呂ふろを沸わかせばいいんですね？」

「ああ、頼たのむぜ」

　そう言って海斗が振ふり返ると、そこには素晴らしい景色があった。

「お前等、サービスしすぎじゃねぇか？　びしょ濡ぬれで透すけてるじゃねぇか」

　水道管が色んな場所で破裂し、グラウンドの至る所で噴ふん水すいの如ごとく水が吹き出していた。

　近くにいた折鶴とアリサは勿もち論ろん、四人の戦いに呆あつ気けにとられ、呆然と見ていた他ほかの全員が濡れている。
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　ただでさえボディラインが出る制服だというのに、水に濡れ体に張り付いた事で更さらに浮かび上がっている。下着も色や刺し繡しゆうが分かるような状態になっていた。

　海斗の下心丸見えの笑みで自分たちの現状に気付き、女子は慌あわて出した。そんな中、憂ういがアリサに大急ぎで駆かけ寄り、

「アリサさん、ブラジャーはどうしたんですのっ!?」

　よく見るとアリサの胸部に下着のラインが浮かび上がっていない。

「……あっても無くても変わらないから、その日の気分で着ける着けないしてる」

「今日から毎日着けてくださいっ!!　一人の女として当然のたしなみですわっ!!」

「……ん、憂が言うならそうする」

　そんなやり取りをしている近くで、海斗が再び地面を蹴ると水の勢いが弱まり、次し第だいに水が出てこなくなる。さらに海斗が露天風呂がある方へ手を伸のばす。すると上空に水の塊かたまりが出現した。その水からは湯気が出ているように見える。

「キース、ケヴィン。今日だけはサービスな。明日あしたからはお前等がやれよ」

　水が落下し、どうやら露天風呂の中にお湯が入ったらしい。

「さて、お前等。俺の指示した時間に終わらなかったり、今日中に終わらせろと言った事を放置してここへ来てたりするよな？　公言通り、その制服を脱いでさっさと風呂に入って体の疲つかれを癒いやしてこい」




　　　　＊




　露ろ天てん風呂ぶろで折鶴とエステル、アリサと憂が横に並んで満天の星を見上げていた。

「ん～、最っ高っ！」

　手を伸ばして露天風呂を楽しむ折鶴。

「全く海斗君も人が悪いよ。最初から皆のまで脱ぬがす気無かったんだね」

「流石さすがにそこまでされたらどん引きですわ。誰だれかがそんな事をされた時は、私が男子全員の視界を奪ってあげますから安心してください」

「……ん。私は別に構わない」

「ロックバードさんも女の子なんだから、気にした方がいいと思いますよ。それにしても本当に気持ち良いですね。人間界のこういう文化って素す敵てきだと思います。もうこのまま寝ねちゃいたいぐらいです」

　魔族のエステルも嬉うれしそうに空を眺ながめていた。すると何かに気付き、

「あ、あれって月ですかっ!?」

　空に浮かぶ満月に近い月を指し、驚おどろいたような声を上げる。

「そうだけど、なんでそんなに驚いてるの？」

　折鶴が問いかけると、湯に浸つかっていたエステルが立ち上がった。

「そりゃあ驚きますよ！　昨日は気付きませんでしたけど、月があるなんて！　魔ま界かいでは百年以上前に月が消しよう滅めつしてしまったんです！　うわぁ……綺き麗れいですね」

　月にそこまで感動するエステルに驚いたが、三人は目の前の少女の胸に何より驚いた。

「……本当に十五歳？　私と一つしか違わないなんて噓うそ」

「体にコンプレックスというものはありませんが、ここまで露ろ骨こつな差があるとちょっと思うところがありますわね」

「私でも肩かたが凝こるのに、それぶら下げてたらもっと大変だよね」

　三者三様の感想にエステルは顔を真っ赤にし、両りよう腕うでで胸を抱だくように隠かくしながら再び肩まで体を沈しずめた。それでも浮ふ力りよくの方が強く、半分ほどが湯の上に顔を出している。

　じっと体を見ていたアリサが何かに気付いた。

「……私は肩にアザがある。憂はさっき足首にあるのを見た。それで貴女あなたは胸むな元もと」

　エステル以外の人のアザがある場所は分かったが、エステルだけは分からない。

「え、えっと……」

　何な故ぜか目を逸そらすエステル。そしてさっき以上に胸を強く抱いている。折鶴と憂もどこにアザがあるのか気になったらしく、

「それっ！」

　折鶴がエステルの背後に回り、両腕を持ち上げ、

「えっ、ちょっ!?」

「どこかにアザがあるはずですわ。右側は私が見ますので」

「……ん。左側は私が見る」

　二人が胸を触さわると、エステルから甘い吐と息いきが漏もれる。

「あれ？　無いですわね」

「こっちもない」

「ち、違ちがうんです！　む、胸にあるんじゃなくて……その……下にあるんです」

　抵てい抗こうしても無む駄だだと判断したのか、エステルがアザの場所を白状する。アリサが下半身へと視線を移すがエステルは首を横に振った。

「じゃ、じゃなくて……胸に隠れて見えない所に……」

　アリサと憂が胸を持ち上げて見ると、左胸に隠れて見えない場所に月のようなアザがあった。

「どれどれ。私も見たい」

　両手の拘束を解き、折鶴が前に回って胸を持ち上げる。

「本当だ。っていうかこれ重いね」

「やっ、ちょっと、陽ひ乃の瀬せさんっ!?」

　折鶴がエステルの胸を下から持ち上げ動かすと、再び甘い吐息が漏れた。そんなやり取りをしていると、

「ちょっとそこの巨きよ乳にゆう二人！」

　シャンプーをしていた少女が折鶴とエステルへ向かって魔ま法ほうで作った水球を撃うってきた。エステルは顔に水球が直ちよく撃げきし、折鶴は手刀でたたき落とす。

　シャンプーを洗い流し、鬼き気き迫せまる表情で湯船へと向かって歩いてくる。

「な、なんですかシュンしゃん」

　シュン・リーは胸が小さい事が悩なやみのようで、エステルの胸がいじられる度たびに殺気を放っている。そのせいかエステルはシュンに対して苦手意識を持っており、話す度に声がうわずってしまう。

　今も殺気を放ちながら、湯船に浸かり折鶴とエステルの側そばまで来た。

「ちょっと胸が大きいぐらいでなんですか！　小さいのだって需じゆ要ようはあるんです！　う、羨うらやましいだなんて思っていませんが、あまり人前でそういう事はしないでください！」

「……私には羨ましくて仕方がないって聞こえた」

「ええ、アリサさんの言っているとおり、そう言ってますわね」

「ち、違います！　ち、違いますから！　ち、違うって言ってるのに、なんでそんな哀あわれんだ目でこっちを見るのっ!?」

　アリサと憂だけでなく、折鶴とエステルにも同じような目で見られている気になり、シュンは半泣きになりながらそそくさと出て行ってしまった。

　シュンと入れ替かわるように、イヴとナタリーがやってきた。

「何かあったのか？　シュンが『巨乳が憎にくい！』と連呼しながら着き替がえていたが」

　折鶴が頭を抱かかえてアリサを見る。

「……ん。後で『貧乳にも需要はある』と伝えておく。それより、やっぱり先生は凄すごい」

　目の前にいるイヴのプロポーションの良さは服を着ていても分かったが、脱ぐとそれは更に際きわ立だっていた。

「私にも羞しゆう恥ち心しんというものがあるんだがな。大体、付いている物は皆同じだろう？　大きいか小さいかの差しかない」

「その通りじゃ。そもそも若さで言えばお主等の方がイヴより勝まさっておるのじゃ」

「フフッ、違いないな。そればかりは天地がひっくり返ろうとも勝てない」

　イヴとナタリーが湯船に浸かり、六人で談笑を始めた。アリサ、憂、エステルが髪かみを洗いに行く中、すでに髪を洗い終えていた折鶴はイヴとナタリーと一いつ緒しよに湯船に浸かりながら、ぼ～っと濃のう紺こん色になった空を見上げていた。

「どうした、折鶴？」

　そんな折鶴にイヴが問いかける。

「ちょっと考え事をしてたんです。どうして海斗君は自分を倒たおして欲しいのかなって。お昼にキース君が言っていた事もあながち間ま違ちがっていないんじゃないかなって」

「キースが何を言うたのじゃ？」

　キースが抱えていた疑問をイヴとナタリーに説明する。そして先ほどの海斗の発言が折鶴に強い疑問を抱かせていた。

「『お前たちに倒されたいって思ってる。だから強くなって貰わないと困るんだよ』って。なんだか私たちが島を出る出ないなんて関係ないように感じて」

　イヴとナタリーは小さく笑った。

「な、なんです？」

「いや、なんでもないよ。君は自分の事よりも、相手の事を考えているのだなと感心したんだ。そのまま成長して欲しいよ」

「そうじゃな。なかなかに素す晴ばらしい人格者になりそうじゃ。もっとも海斗を倒せたらの話になってしまうがな。海斗を倒せん事には、お主等に自由はないのじゃ。頑がん張ばるがよい」

　話をはぐらかす訳でもなく、話を綺麗に纏まとめようとした二人に折鶴は黙だまり込む。どうやらキースの言った通り何かを隠していると折鶴は気づく。話を纏めたという事は、隠し事を口にする気は無いという事だろう。

　言わないのなら言わなくていい。けれど折鶴は一人、強く決意を固めていた。

（倒されないと困るっていうのが本当なら……強くなって私が海斗君を倒す。海斗君が困っていたら助けるって決めてたんだから）

　湯船の中で拳こぶしを強く握にぎる折鶴。

「私、先に上がりますね！」

　湧わき上がる感情を抑おさえきれず、折鶴は先に露天風呂を後にした。『ちぃ！　一人逃のがしたかっ!!』『折鶴は諦あきらめてエステルで我慢するんだな』『ちょ、ルオルティア先生っ!?　自分へ矛先が向く前にこっちへ誘導しましたねっ!?』という声が聞こえた気がした。

　風呂を出て折鶴は部屋で一人、持っている物質の速度を上げる方法を考えていた。海斗が言っていた『武器ってのはなんだ？』という事を考えていたが、一向に答えらしい答えは出てこない。

『陽乃瀬さん？　居ますか？』

　部屋のドアをノックする音とエステルの声が折鶴の部屋に響ひびく。

「うん、何？」

『晩ご飯できるまで時間があるみたいなので、少しお話しませんか？』

　これ以上、一人で悶もん々もんと考えても答えは出ないだろうと結論付け、折鶴はエステルを招き入れた。

　しばらく雑談をしていると、エステルが急に笑い出す。

「どうしたの？」

「いえ、さすがは海斗さんだなって思ったんです。話を聞いてると、陽乃瀬さんって真っ直すぐで優やさしい人なんだなって。実は私がここへ来たのは海斗さんに言われたからなんです。『折鶴が一人でごちゃごちゃ考えてるから、気分転てん換かんに付き合ってやってくれ。あいつは思い込みが激しく、考え出すと止まらない真っ直ぐな奴だから』って」

（海斗君がそんな事を……やっぱり優しいな）

　海斗の気き遣づかいに思わず笑えみが浮うかぶ。晩ご飯の準備が出来たと連れん絡らくがあり、部屋を出てエステルと一緒に食堂へ向かった。

　実のところ、全員が今日の晩ご飯を理解している。寮りよう全体がその香かおりで充じゆう満まんし、育ち盛りの男子たちはずっと腹を鳴らしていた。

「あ～、美味うまそうなカレーの匂においで限界だっての」

　そうぼやくのは、スポーツ刈がりが印象的なテレポートの魔法を使うタデオ・エクルンドだ。カレーの香りに我が慢まんできずに、用意されていたスプーンを口に咥くわえて遊んでいる。

「……ん、確かに我慢の限界」

「確かにお腹なかは空きましたわね」

「待たせたのう」

　ナタリーがカートに載のせて運んできたのは大きな鍋なべだ。それも一つではなかった。

　興味を抱いた生徒たちが幾いくつもある鍋を覗のぞくと、それぞれの鍋に別の種類のカレーが入っていた。ビーフカレー、ポークカレー、チキンカレー、ドライカレーに野菜カレー。エステルが捕とってきた魚を使ったカレー等が入った大おお鍋なべが幾つも運ばれてくる。

「お前等、邪じや魔まだ。早く食いたいなら運ぶの手伝え」

　そう言う海斗が持ってきたのは炊すい飯はん器とナンが並べられたプレートだ。カレーの鍋と一緒に長テーブルの端はしへ並べられていく。海斗に続きイヴが運んできたのはカレーのトッピング用のトンカツや唐から揚あげ。どうやらビュッフェ形式での食事にするらしい。

　それだけではない。厨ちゆう房ぼうに戻もどったナタリーが運んできたのは、フルーツやケーキといった女子が喜びそうなデザートの類だ。

　女子はなんとか口元で堪こらえているが、男子数人は完全によだれを垂らしている。食べ盛りの年頃ごろな上、目一いつ杯ぱい働かされたのだ。よだれが出ても誰だれも責められないだろう。

「な、なぁ！　早く食おうぜ！」

「そうだそうだ！　こんな匂いさせて我慢だなんて拷ごう問もんだ！」

「へいへい。じゃあ軽く挨あい拶さつするぞ」

　わざとらしく咳せき払ばらいをして海斗が注目を集める。

「今日はお疲つかれ。明日あしたからも同じような事をするからな。食って英気を養っとけ。下準備はお前等だが、味付けとか面めん倒どうな部分はナタリーがやってくれたんだ。作ってくれたナタリーに感謝してから食え」

「「「校長、ありがとうございます！　いただきます！」」」

「好きなだけ食え。調理者の幸せは作った物を美味おいしく食べてもらえる事じゃからのう」

　それを合図に男子は炊飯器から御ご飯はんを山のように盛りつけ、好きなカレーを皿から零こぼれる勢いで盛っていく。

　女子はどれから食べようかと悩み、全部を食べようと少しずつお皿に乗せていった。

　メインであるカレーを食べ終えて折鶴がデザートへ移行しようとした時、

「あれ？　海斗君は？」

　食堂に海斗がいない事に気付く。

「ふぁいふぉふぁんふぁら、ふぁっふぃふぉふぉへふぃふふぉふぉふぃふぁふぃふぁふぉ」

　よほど美味しいのか、エステルは口いっぱいにマカロンを入れている。その状態で何かを言っているので、全く聞き取れない。全部を飲み終えたエステルが再び口を開く。

「海斗さんなら、さっき外へ行くのを見ましたよ」

「ふ～ん、そっか」

　果物を数種類お皿に乗せて、折鶴は海斗がいるらしい外へ向かう。

　もうすぐ夏本番という事もあり、暗くなっても気温は殆ほとんど下がっていなかった。日本特有の蒸むし暑さが始まる気配を感じつつ、折鶴は海斗を捜さがす。

「あ、いたいた」

　グラウンドの真ん中に腰こしを下ろし、空を見上げる海斗の姿を見付け、折鶴が駆かけ寄った。

「ん？　どした？」

「はい、これ。好きなの一つどうぞ」

　お皿を海斗の前に差し出す折鶴。

「さっきのお礼」

「さっき？」

「私が一人で悩んでいる中、エステルちゃんを部屋によこしてくれた事だよ」

　海斗は小さく笑った後にお皿に乗っていた葡ぶ萄どうを一ひと粒つぶ取って口に放り込んだ。海斗が見上げる空を一緒になって折鶴も見上げる。

「あのね、海斗君。これは私が勝手に自分に約束している事なんだけど」

「ん？」

「海斗君が──じゃなくて、誰か困ってる人がいたら助けようって決めててさ。海斗君は自分が倒されないと……殺されないと困るんだよね？」

　あえて残ざん酷こくな言葉に代え、腰を下ろしている海斗の顔を見ないまま、折鶴が海斗に問いかける。もしも海斗が寂さみしそうな顔をしたら、きっと自分は海斗を殺せない。だから折鶴は星空を見上げたまま海斗の返答を待った。

「ま、そうだな。大いに困る。すげぇ困る」

　笑い声を交じらせた返答に折鶴は海斗へと視線を移した。そこには死に対する恐きよう怖ふといった感情は見えず、自分の死を受け入れている一人の少年の姿があった。

「……ねぇ、理由訊きいてもいいかな？　魔王が残したっていうゲームが噓うそだって私、気付いてるんだ。何か隠かくしてるよね？」

「なんの事だ？　お前等がこの島から出られないのは本当だぜ？」

　海斗もイヴやナタリー同様で話す気はないらしい。だから折鶴は一つ提案をする。

「じゃあさ、賭かけをしない？」

「賭け？」

「うん。私が海斗君に一ひと太刀たちでも決められたら、本当の事を教えて。それなら海斗君の望みである海斗君を倒す事にも繫つながるし。駄だ目めかな？」

　海斗は顎あごに手を当て考える素そ振ぶりを見せる。

「本当の事も何も、全部が本当の事だからな。ま、いいぜ。お前がそれでやる気になるってんなら、その賭けに乗ってやる」

「約束だからね！　絶対だよ？」

　折鶴は小指を立てて海斗に差し出す。差し出された小指に海斗が自分の小指を絡からめる。

（小さくて柔やわらかいな。どれだけ強くても、やっぱり十六歳の女の子か）

　改めて折鶴が女の子なんだなと理解し、

「約束してやるよ。だから折鶴も強くなって俺を倒たおしてくれ。困ってる人を助けるって決めてるんだろ？　俺は俺を倒してくれる奴やつがいなくて、すげぇ困ってるから頼たのんだぜ？」

　自分を倒してくれそうな強い女の子に期待の言葉を返す。

「うん、頑張る！」

　翌日から、折鶴の海斗へ挑いどむ日々が始まった。







　五章




　折おり鶴づるがグラウンドで海かい斗とと賭けをしてから三日が経たった。

「はぁ……はぁ……」

　そう簡単にはいかないと折鶴も分かっていたが、ここまで簡単にあしらわれると流石さすがに落ち込んでくる。

　折鶴の仕事になっている買い物だが、一日に頼まれる量は日に日に減っていき、代わりに海斗へ挑む時間が増えていった。今日もすでに海斗と戦い初めて二時間経過している。

「どうした？　もう終わりか？」

　この二時間、海斗は信じられない速度に達した折鶴の攻こう撃げきを躱かわし続けているにも関かかわらず、息一つ乱していない。

　海斗の挑ちよう発はつを右から左へ聞き流し、精神を集中し、乱れていた息を整える。

「よしっ！」

　息を止め地面を蹴けり込み、移動速度を上げ海斗へ突とつ撃げきする。すれ違ちがい様ざまの一いち撃げきを海斗は難なく躱す。この攻こう防ぼうをすでに何度行ったか、二人にも分からない。

　躱されたその場で二度目の倍速をしつつ一回転して二撃目を斬きり込む。しかしそれも躱されてしまう。

　折鶴はまだ諦あきらめない。三度目の倍速をしながら距きよ離りを取る。

（今まではここで終わりにしてたけど……やるしかないっ！）

　四度目の倍速を行い海斗へ突撃する。だが、

「ぐっ！」

　四度目の倍速で折鶴の体に大きな負ふ荷かがかかり始める。

　折鶴の魔ま法ほうは移動速度が二倍になる単純な魔法だが、それ故ゆえに体にかかる負担が大きい。

　秒速六メートル以上で動く折鶴が倍速の魔法を三回使えば秒速四十八メートルを超える。

　それに耐たえられる折鶴も大したものだが、流石に四度魔法を発動すると骨が軋きしみ、空気抵てい抗こうが増して皮ひ膚ふが焼けるように熱くなる。だから今までは三度の倍速で止やめてきた。

　だがそれでは海斗に届かないと悟さとり、限界を超えようと四度目の倍速を行った。

　苦痛に顔を歪ゆがめつつ、折鶴は海斗へ斬ざん撃げきを放つがこれさえも海斗は簡単に躱してみせる。

　疲ひ労ろうと限界を超えた攻撃を躱されたショックで足が縺もつれ、折鶴はその場に前のめりに倒れてしまった。

「お～い、大だい丈じよう夫ぶか？」

　海斗が倒れている折鶴に手を伸のばす。

　生まれて初めてやった限界突とつ破ぱの挑ちよう戦せんでも、海斗には擦かすりさえしない。あまりに悔くやしくて折鶴は泣きそうになった。けれど勇者は人前で涙なみだを流さないと祖父に教えられて育ってきた折鶴は必死に涙を堪える。

「そんな悔しそうな顔をすんなよ。実際、大したもんだぜ」

「もう！　強すぎだよ、海斗君っ!!　なんであれを躱せるのよっ!?　大体、今の私が見えてたのっ!?」

「ああ、バッチリ見えてたぞ。揺ゆれ動く胸とか」

　いつもと変わらない冗じよう談だんを言う余よ裕ゆうが、更さらに折鶴の悔しさを募つのらせた。

「はぁ……」

　海斗が困っているというのなら助けたい。そう思っているのに、力になれていないような気がして、思わずため息が零れる。

「折鶴は元気な姿が似合うのに、なんだからしくないな」

「だってさぁ……」

「はっきりと言っておくが、今のままじゃいつになっても折鶴の攻撃は当たらないぞ。そもそもお前さ。俺に一撃当てる事に夢中になりすぎて、俺が言った武器について考えてねぇだろ？」

「……あ～、そういえばそんな事を言われたような……」

「ハハッ、やっぱり折鶴は考え出すと止まらない真っ直すぐな奴だな」

　小こ馬ば鹿かにするように笑う海斗。

「ぐぬぬ……っ！」

　否定したいが、折鶴自身も的確な評価だと思ってしまい何も言い返せない。

「ま、それがお前の短所で長所だ。気にするな」

　海斗が折鶴の頭を強めに撫なでる。

「ちょ、痛いってば……」

「そんな折鶴には気分転てん換かんが必要だな。お茶とか水とか飲み物を七つ適当に買ってアリサ、憂うい、エステル、キース、クルト、ケヴィン、コーディへ届けてくれ。今から折鶴にそいつ等が居る場所が分かる島の地図を送るから」

　そう言って海斗は折鶴の額に自分の額をくっつける。すると折鶴の頭の中に東とう都と新しん島とうの地図が浮うかんだ。立体や俯ふ瞰かんと自由自在に見る事ができる。全部で三箇か所点てん滅めつしていて、どうやらそこに皆みんながいるらしい。現在地も表示されており、まるでカーナビゲーションだ。

「この地図、便利でいいんだけどさ。この地図の送り方はどうなの？」

「ん？　ああ、確かにそうだな。恋こい仲なかならキスでもする感じだな」

　海斗がそんな事を言うものだから、折鶴は海斗とキスしている所を想像してしまった。恋れん愛あい経験など無い折鶴は想像だけで、顔が赤くなってしまう。

「分っかりやすいな、お前」

「う、うるさいなぁっ!!　しょ、しょうがないでしょっ!?」

　慌あわてて額を離はなす。

「んじゃ、よろしくな」

　さっきまでくっつけていた折鶴の額を人差し指で小こ突づき、海斗は寮りようへ入っていく。

「もうっ！　私の攻撃を難なく避よけるし、こんな地図アプリみたいな能力使うし……気き遣づかってくれるし…………………………………………………………………………ありがと」

　もう姿も見えないし、声が聞こえないのも分かっている。それでも折鶴は小突かれた額を摩さすり、少しだけ表情を緩ゆるめ感謝を口にした。

　商店街へと下りて、スーパーで適当にペットボトルを購こう入にゆうし、まずは一番近い港へ向かう事にした。
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　港にある防ぼう波は堤ていへ到とう着ちやくすると、雷らい鳴めいが轟とどろいた。

「やったぁ！」

　少女の嬉うれしそうな叫さけび声が折鶴の耳に届く。視線を向けると、ピョンピョン跳はねて喜ぶエステルの姿がある。

「エステルちゃん、どうしたの？」

　近づいて声をかけてみると、挙動だけでなく顔まで喜びで溢あふれていた。

「あっ、陽ひ乃の瀬せさん！　見てくださいっ!!」

　嬉しそうに持っている玉たま網あみを折鶴に見せる。中には一いつ匹ぴきの魚がぐったりして入っていた。

　折鶴にはこれが嬉しい理由が分からず問いかけると、昨日までの惨さん劇げきを教えられる。

「へ、へぇ～。エステルちゃんって見た目によらず凄すごいんだね」

　これだけ広い防波堤の中が気絶した魚で埋うめ尽つくされていたらしい。それだけで、エステルの魔法の威い力りよくを容易に想像できる。

　港にいる人たちの視線が痛いが、そういう事かと折鶴は納なつ得とくしてしまった。

　現状、防波堤の中に魚は浮ういていない。どうやらうまくいって喜んでいたようだ。

「どうやって失敗を克こく服ふくしたの？」

「はい！　見ててくださいね！」

　エステルが魔法を使う体勢になった途と端たん、折鶴はエステルから大分距離を取った。

「？　なんでそんなに離れるんです？」

　ギリギリ普ふ通つうの会話が成り立つ距離に離れた折鶴に疑問を持つ。

「いや……危ないかなって」

　折鶴はエステルの戦いを見た事がない。数日過ごした中で、どこか抜ぬけているというか安定感がないというのが、折鶴が持つエステルの印象だった。

　大量の魚を一撃で気絶させる威力の魔法だ。誤って暴発し、巻き込まれたら大変だと考えての位置取りだった。

「だ、大丈夫です！」

　折鶴の意図に気づき、エステルが不服そうに海へ体を向ける。

　拳こぶしをぶつけ、両手に電気を帯びる。ここからが初日とは違っていた。

　エステルは手を銃じゆうの形に変えて、海へ向けた。目視できる魚を見付けると、そこへ向けて人差し指から最大限まで威力を抑おさえた二センチメートル程ほどの電気玉を射出する。それは絵に描かいたような、電でん撃げきの銃じゆう弾だんだ。

　魚へ着ちやく弾だんした直後、銃弾の大きさに似合わない雷鳴が轟く。数秒後、そこには一匹の魚が浮き上がっていた。

「ほら！　大丈夫だったじゃないですか！」

　嬉しそうにしているエステルの下もとへ歩み寄る折鶴。

「ごめんごめん。なんだかエステルちゃんって危なっかしくて」

　優やさしく頭を撫でてあげる。嬉しそうに顔を綻ほころばせるエステルを見て、なんだか妹ができたような気がしてくる。

「凄かったよ、エステルちゃん」

「よ～し、もっと頑がん張ばって海斗さんを驚おどろかせてやりましょう！」

　褒ほめられて調子に乗ったエステルは、手を銃の形にして電気玉を連続で放つ。だが、エステルは昨日までと同じ過あやまちを犯おかす。

　さっきは極限まで威力を抑えていたが、今度はそれを忘れてしまった。更に単発ではなく電撃の銃弾を連射。

　初日の三桁けたを超える数を考えれば多くはないが、それでも防波堤の中には五十匹ぴき近くの魚が気絶して浮いていた。周囲からの視線が厳しくなり、エステルは項うな垂だれている。

「……やっぱり危なっかしいね」

「あうぅ……」

　落ち込むエステルを見つつも、答えをみつけたエステルを見て折鶴は焦あせりが出てきた。

　きっとこのままいけば、エステルは海斗の望む成長をするだろう。けど、自分は与あたえてくれたヒントの事など忘れていた。

　競争しているわけではないが、倒たおされたいと願う海斗の意志を知り、海斗が困っていたら助けると決意していた折鶴は、全く成長していない自分に気付いてしまい、どうしても焦ってしまう。

「ど、どうしましょうっ!?　わ、私、またやっちゃいました！」

　慌てるエステルに折鶴が困ったように苦笑いをする。昨日までは海斗が微び弱じやくの電気を魚に流し、気絶から回復させてくれたらしい。

（……魚も災難だったね）

　内心で魚に同情しどうするか考える。

「ねぇ、エステルちゃん。さっき手に帯電してたよね？　あの状態で直接触さわったら電気って流れるの？」

「えっ？　は、はい。流せますけど……」

「その段階で微び調ちよう整せいできないかな？　まずは実験だね！」

　折鶴はエステルに先ほどと同じように帯電させる。ただし電力量は、エステルが抑えられる最低限にさせた。そこに先ほど捕つかまえ、クーラーボックスで気絶している魚を載のせて、意識を取り戻もどすか試ためしてみた。

「いくよ？」

「は、はい！」

　折鶴がそっとエステルの手に魚を載せる。するとぐったりして動いていなかった魚が元気よく動き出す。

「わっ！　わわっ！」

　驚いたエステルが魚を海へ逃にがしてしまう。捕まえていた獲え物ものは逃がしたが、実験の結果は成功だった。

「いけそうだね。じゃあ、ちょっと待ってて」

　そう言って折鶴は持っていた買い物もの袋ぶくろを置いて代わりに玉網を持ち、防波堤の上を走り出す。玉網程度の重さなら倍速に達する事ができる。体に負担のかからない速度まで上げ、海へ飛び込む。だが折鶴は海に沈しずむ事なく、海面を走ってみせた。

　片足が沈む前に、もう片足を前に出す事で沈まずにすんでいた。自身の速度を上げられる折鶴ならではの手法だろう。速度が落ちない量の魚を玉網で捕とり、エステルの所へ戻っては魚を置き、再び海上を走る。それを繰くり返し、気絶している魚は一匹も居なくなった。

「ふぅ」

　軽く息を吐つく程度で呼吸を整えている折鶴にエステルは驚く。あれだけの動きをして、肩かたで息をしていない。むしろ余よ裕ゆうの顔さえ見せている。

「それじゃあここからはエステルちゃんの仕事だね。頑張って！」

「そ、そうでした！」

　折鶴の人外っぷりに驚いている暇ひまはない事を思い出し、エステルは次々と魚を回復させ海へと返していく。

「これで最後です！」

　最後の一匹を回復させ海へと返すが、ここでエステルはある事に気付き、大声を上げる。

「考えたら海斗さんに言われた分はそのまま持ち帰ればよかったじゃないですかっ!!」

「う、うん。私はそうするものだとばかり……」

「い、言ってくださいよぉっ!!」

「夢中でやってたから邪じや魔ましちゃ悪いかなぁって」

　折鶴の中でエステルの印象が『ドジっ子』へ変わった。それともう一つ。

「真面目まじめだね、エステルちゃんは」

「そ、そうですか？」

　首を傾かしげるエステル。が、目は本気で落ち込んでいる。

「真面目で優しい子だなって思った。頼たのまれ事は断れないタイプでしょ」

「……あはは、そうかもしれませんね。昔から頼まれたら断れなかったです」

　返事までに開いた僅わずかな間に、妙みような違い和わ感かんがあった事に折鶴は気付いたが、

「落ち込んでもいられませんね！　私は指定された数を捕ってから帰りますから、陽乃瀬さんは先に……ってあれ？　そういえば陽乃瀬さんは何な故ぜここに？」

　強ごう引いんに話を切り替かえた事にも気付いた。話したくないのだろうと察し、あえて切り替わった話に乗り、自分が此処ここへ来た理由を話す。

「海斗君からの差し入れ。どれがいい？」

　買い物袋の中を見せて、エステルに選ばせる。といっても種類はスポーツドリンクとお茶と水だ。

「わぁ、ありがとうございます！」

　嬉しそうにペットボトルを手に取り、見比べているエステル。

「これはしょっぱいから嫌いやです」

　そう言って、エステルは水が入っているペットボトルを袋へ戻す。

「え？　しょっぱくないよ」

　首を傾げるエステルに疑ぎ問もん符ふを浮かべる折鶴。

「だって、これが入ってるんですよね？」

　エステルが指を指したのは海だ。しょっぱいと言った事に合が点てんがいき、

「……ぷっ。あははっ！」

　折鶴は我が慢まんできなくなり、手を口に添そえて笑い出してしまう。笑われている意味が分からず、今度はエステルが疑問符を浮かべた。

「そっか。人間界の常識と魔ま界かいの常識は別物だもんね」

　そういえばイヴの授業で、魔界には海があるかどうか分かっていないと言っていた。魔族のエステルからすれば、ペットボトルにそのまま海水を使っていると考えてもおかしくない。エステルに自分が知っている限りの知識で、海水は使わず川を流れる清流や雨水を浄じよう水すいしている事を教えた。

「魔界と同じです。これだけ水があるのに使えないのは勿もつ体たいないですね」

　そう言ってエステルは恐おそる恐る水のペットボトルのキャップを開け、一口飲んだ。

「本当だ。しょっぱくないです！　私、人間界で大量に流通している水は全部がしょっぱいと思ってました。それじゃあお風呂ふろの水もしょっぱくないんですか？」

「しょっぱくないよ。そういえば顔洗う時、必死な顔してたよね。それが理由？」

　自分が恥はずかしい事をしていたと分かったのだろう。顔を真っ赤にしてエステルが頷うなずく。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。分からない事は沢たく山さんあるんだから。これから私も色んな事を知っていきたいと思うし。一いつ緒しよに色んな事を覚えていこう。ね？　約束」

「……はい！」

「それじゃあ、皆みんなの所へも行かなきゃいけないから。今度は調子に乗っちゃ駄だ目めだよ？」

　そう指し摘てきし、折鶴は買い物袋を手に取った。魔ま法ほうを使い、一気に加速してあっという間にエステルの視界から消える。

　残されたエステルは折鶴が走っていた方を見ていた。

「……ありがとうございます、陽乃瀬さん」

　届くはずもない感謝の言葉を、エステルは一人呟つぶやいた。
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　頭の中にある地図を確かく認にんすると、点てん滅めつしている残り二つは寮りようと高台の麓ふもとだ。折鶴はまず寮へと戻ってきた。到とう着ちやくすると、入り口の反対側から火柱が上がったのが見えた。

「キース君だよね？」

　向かうと女子風呂から火柱は上がっている。入口に『危険なため入室禁止』の紙が貼ってあったので、折鶴は壁かべを登り露ろ天てん風呂ぶろを覗のぞく。

（……少し登れば覗ける壁ってどうなの？）

　女として容易に覗きが可能な壁に疑問を抱いだきつつ、露天風呂の中へ視線を向ける。すると、キースが露天風呂の真ん中に立ち、火柱を起こしている最中だった。

「君もよく飽あきないものだな。そんなに勇者海み月づき海斗を倒したいのか？」

　よく見れば浴よく槽そうには動物の形をした氷が沢山、浮ういている。どうやらケヴィンの魔法によるものらしい。

　火柱が消えると、肩で息をしているキースが現れた。ふらつきながらも浴槽の縁ふちまでたどり着き、腰こし掛かけている。

「早く倒したいのは事実ですよ。けれど」

　キースは空を仰あおぐ。

「けれど？」

「騙だまされてるのなら、それもいいかなって思うようにもなりました。変な話ですけどね」

　軽く頰ほおを搔かきながらキースは続ける。そんな二人の会話に耳を傾かたむける折鶴。

「いつか海斗さんを倒して僕は故郷の再建に戻るつもりです。けど、海斗さんを倒すまでは騙され続けて、強くなろうって思ったんです。力だけでなく、心も。悔くやしいですけど、海斗さんは心も凄すごく強い方だと思います。見習うところは沢山ありますからね」

「ふむ、なるほど。言いたい事は良く分かるが」

「それにこんな家事手伝いが、僕の魔法練度にどんな影えい響きようを与えるのか楽しみでもあるんですよ」

　小さくキースが笑う姿を見てケヴィンは驚おどろく。壁から覗いて見ていた折鶴も同様の感想を抱いた。おそらく他ほかのクラスメイトが見ても同じ事を思っただろう。

「そんな風に笑えるのだな」

　キースはここへ来て、笑った顔を見せた事が無い。ずっと何かに追われ、必死に生きている感じがしていた。

「故郷が壊こわされてから、一人で気を張って生きてましたからね。でもここは同じ目的を持つ皆がいます。それだけで随ずい分ぶんと気が楽になった気がするんです。甘えと言われるかもしれませんが」

「完かん璧ぺきなケヴィン・ホーキンズには分からない理論だな。だが嫌な気分はしない」

「……そうですか」

「なんだ、その残念なものでも見るような目は？」

「いえ、分かっているなら何も言いません」

「いや、このケヴィン・ホーキンズは何も分かっていないぞ、うん。決して自分が馬ば鹿かな事を言っているという事実は分かっていない」

「さて、もう少しで女湯が沸わかし終わります。さっさとやりましょう」

　ケヴィンの自己弁護を聞き流し、重い腰こしを持ち上げて、キースが浴槽の中心へと歩いて行く。

　ケヴィンは気づいていないが、この作業はキースだけでなくケヴィンの魔法練度も上げるように仕組まれている。

　キースが火柱を起こすと、浴槽に浮いている一メートル台の氷ひよう塊かいがあっという間に溶とけていく。本来なら一メートルクラスの氷がこんな簡単に溶ける事は無い。これはつまり、キースとケヴィンの練度に大きな差がある事を物語っている。

「水や氷が多い場所では、外側から力が抑おさえつけられている感覚がするようになりました。これが僕の魔法を強くするヒントに──」

　頑がん張ばっている姿を見て、邪魔できないと思った折鶴は脱だつ衣い所へ回り、お茶とスポーツドリンクを置いてその場を去った。

（キース君もケヴィン君も言われた事をしっかりとやってるんだ）

　自分だけ何もしていないと思い、また折鶴は焦しよう燥そうに駆かられていく。

（こんな事してる場合じゃないんじゃ……早く差し入れを終わりにして考えなきゃ！）

　折鶴は急いで露天風呂を後にする。
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　最後は高台の麓だ。今いま更さらながら、この高台は異常だと折鶴は思う。

　なんでもこの高台は、最近出来たものらしい。最初はビックリして言葉も出なかったが、海斗が造ったとイヴに説明された途と端たん、全員が首を大きく縦に振ふり納なつ得とくした。もはや生徒たちの間で『異常な現象＝海月海斗絡がらみ』という方程式が完成していたようだ。

　ちなみに制服も海斗が作ったものだという。イヴがデザインし頭に浮かべた物を海斗が読み取り、瞬しゆん時じに作ったらしい。原理は東都新島を造った時と同じらしいが、未知の世界過ぎて何をどう説明されても理解できなかった。

「あ、いたいた」

　点滅している場所へ着くと、クルトを除いた三人が休んでいた。

　クルトがいないことも気になったが、幼い顔をした少年コーディ・ジキルが憂が造ったであろう黒いベンチには座らず、五メートル以上も離れた地面に腰掛けて休んでいる方が気になった。

「うわぁ、凄いね。二日でこんなトンネル掘ほるなんて」

　コーディの事を問おうと思ったが、目の前にある大きなトンネルを見て感かん嘆たんの言葉が漏もれる。

　アリサ、憂、クルト、コーディの四人は二日目から高台を貫かん通つうさせるトンネルを造るように指示されていた。僅か三日で高さ五メートルのトンネルが奥行きは十七メートル近くまで掘られている。

「陽乃瀬さん？　どうしたんですの？」

　憂が折鶴に気付き、声をかけてきた。

「海斗君から皆へ飲み物の差し入れをね」

　買い物もの袋ぶくろを見せる折鶴。

「ちょうど喉のどが渇かわいてた。流石さすがは『正しい』チート勇者。なんでもお見通し」

　折鶴が広げた買い物袋から適当にペットボトルを取ると、アリサは一気に飲み干していく。コーディにも飲み物を渡わたそうとさっきまでコーディがいた場所へ視線を移すと、そこにコーディの姿は無くなっていた。

「あれ？　コーディ君は？」

　アリサと憂が指差した方を見ると、木の陰かげから顔を出すコーディがいた。

「コーディ君？」

「は、はいっ！」

　声をかけただけなのだが、慌あわてふためき再び木の陰に隠かくれてしまう。

「私、何かしたかな？」

「違ちがいますわよ。コーディさんは女子が苦手らしいのです。男子が他に一人でもいれば平気らしいのですが、一人で相手が女子だとああなってしまうようで」

「ご、ごめんなさいっ！　お、怒おこらせるつもりはないんですっ！」

　別に怒ってないんだけどなぁと思いつつ、折鶴はコーディが隠れた木に視線を送る。ゆっくりと顔を出し、折鶴が見ていると分かると三み度たび隠れてしまった。

「本当は休きゆう憩けいする予定ではなかったのですが、クルトさんが可愛かわいい女の子を見付けて追いかけて行ってしまいまして。コーディさんが女の子だけに囲まれることになって仕事にならずに休んでいた所ですの」

「なるほどね。じゃあコーディ君の分は此処ここに置いておくから、後で飲んでね！」

「は、はいっ！　あ、ありがとうございますっ！」

　戻もどってくるであろうクルトの分のペットボトルをベンチの上に置く。

「そういえば、最初はアリサちゃんと憂ちゃんとクルト君だけだったよね？」

　コーディが隠れている木へと視線を向ける。少しだけ顔を出しコーディが答えた。

「ぼ、僕の魔法は伸しん縮しゆくの魔法でっ！　ふ、触ふれた無機物ならどんな大きさにも変えられるのでっ！　ほ、掘った土を小さくして運ぶ時に力になれますっ！」

「そういう事か。凄いんだね、コーディ君の魔法は」

「い、いえっ！　そ、その……ごめんなさいっ！」

　コーディの女子への苦手意識を直すのは一苦労しそうだと、その場にいる三人は思った。

「二人は海斗君から謎なぞかけされたって言ってたよね？　意味は分かったの？」

「……ん。バッチリ」

　アリサが親指を立てる。

「……できる事をやる」

「へ？」

「だからできる事をやるんですの。できない事を考えてできる事をやるのではなく、できる事だけを考えてやるのですわ」

「？」

　意味が分からず、折鶴は首を傾かしげる。ちょうどその時、頰に真っ赤な手形を付けたクルトが戻ってきた。

「……ナンパ失敗？」

　アリサの問いかけに、クルトが人差し指を左右に動かす。

「失敗は成功の母だ。つまりこの世に失敗なんてないんだよ」

「前向きだね、クルト君は」

「あり？　なんで折鶴がいるんだ？　もしかして、俺たちの手伝い？」

　置いてあるペットボトルを指差し、折鶴は差し入れを持ってきた事を説明する。

「んだよぉ、期待したじゃん。一人増えれば楽できると思ったのに」

「誰だれのせいで作業が中断していると思っているんですの？　できる事をやるのは仕事に対してだけにして欲しいですわ」

「はいはい。んじゃさっさとやりますかね」

　そう言ってクルトはおもむろにポケットから鉄球を取り出し、トンネルの中目め掛がけて投げた。するとトンネルの奥で轟ごう音おんが響ひびく。しばらくすると音が止やみ、土つち煙けむりが流れてきた。

「じゃ、じゃあ、い、行きましょうっ！」

　コーディが先せん陣じんを切って土煙が蔓まん延えんするトンネルへと入って行く。

「私たちも行きましょう」

「……ん」

「あいよ。このペースなら期限の明日あしたには間に合いそうだな」

　続いて三人も憂が作った黒い台車を押して入っていく。

　どうやらクルトが削けずった岩いわ肌はだをコーディが小さくし、憂が造った台車に載せ、台車の摩ま擦さつを減らして運んでいるらしい。

　普ふ段だんの折鶴なら手伝うと一言かけていたかもしれない。けれど折鶴の頭の中は一つの考えで一いつ杯ぱいになっていた。

（クルト君が投げた鉄球。あれから魔ま力りよくの波動を感じた。無機物に魔力を帯びさせれば、魔ま法ほうの特性を付加させる事ができるの？）

　今まで考えた事のない手法を見てしまい、思考がそれで一杯になっていたのだ。

（試ためす価値はあるかもっ！）

　折鶴は急いで寮りようへと戻っていった。
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　一度部屋に戻り刀を持ってきた折鶴は、現在グラウンドの真ん中にいる。

　刀を腰の鞘さやに収め、自分の魔法に対する仮説を立てた。

　倍速の魔法は、体全体に魔力を巡めぐらせて倍速を繰くり返す。だからこそ、魔力を流さない武器は倍速しないのかもしれない。

　柄つかに手を添そえて神経を刀に集中させ、魔力を流していく。それだけで刀に対する感覚が変わる。

　今までも刀の重さや長さは分かっていた。だが、それは持っている刀がその長さであり、重さであると理解していたからに過ぎない。けれど今は違う。重量、全長、柄つか糸いとの長さ、鍔つばの直径まで全すべてを感じる事ができる。

　今までに味わったことのない感覚。軽く刀を振ってみると、風を斬きっているのがはっきりと分かる。

「凄すごい……」

　思わず感嘆の声が漏れる。ふと海斗が言っていた『折鶴にとって荷物、もとい武器ってのはなんだ？』を思い出す。

　自分にとって武器は単なる道具だった。その考えを払ふつ拭しよくし、意識を刀へ向ける。

　これは刀ではなく、自分の手足だ。そう自分に言い聞かせ、仮想の敵目掛け地面を蹴けった。同時に魔法を発動し、移動速度を倍速させる。敵が間合いに入った瞬しゆん間かん、刀を振り抜ぬく。今まで通りなら移動速度が斬ざん撃げき速度を超こえていて、斬撃が間に合っていなかった。だが、今は違う。移動速度よりも早く刀を振り抜けたのだ。

　移動速度を維い持じしたまま走り、二度目の倍速。その中で再び刀を振るう。斬撃速度も二倍速の倍速で振り抜けた。

　移動速度を維持していれば、斬撃速度がリセットされないと仮説を立て、折鶴は三度目の倍速を行う。自分の体が保もつ限界速度だ。

　その速度を維持して走り続けた。グラウンドには縦じゆう横おう無む尽じんに風が吹ふき荒あれる。

　折鶴は何度も仮想の敵を生み出し、間合いに入ると同時に刀を振り抜く。

　最後に一刀放ち、足を止める。端はたから見れば突とつ然ぜん、折鶴が現れたように見えただろう。

　折鶴は小さく肩かたを震ふるわせ、

「やったぁ！」

　大きくジャンプして折鶴は喜ぶ。それもそうだ。

　折鶴だって自分の欠点に気づいていた。それを克こく服ふくできたとなれば、喜びも一ひと入しおだろう。

「もしかして、あれも出来るかもっ！」

　あれとは、移動はせずに重心移動だけを行い、斬撃速度を上げるというものだ。もしそれが可能なら鍔つば迫ぜり合いから加速し、一気に斬り込むことも可能になる。

「ふ～っ！　……よし！」

　仮想の敵を目の前に生み出し、上段から下段へと斬り下ろす。すぐさま倍速の魔法を発動し、逆袈け裟さ斬ぎりをしようと試みる。手首を返し、腕うでを振り上げた。

「うんっ!!」

　たった二撃。それで感覚を摑つかみ、折鶴は嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

　今度は二撃では止やめない。足を地面にしっかりと付け、刀を縦横無尽に走らせる。折鶴の姿はぼやけ、斬撃は目視できるレベルではなかった。

　視界の端に木の葉が飛び込む。折鶴はそれを間合いへ入れるように地面を蹴った。

　木の葉とすれ違った瞬間、木の葉はミリメートル単位まで木っ端ぱ微み塵じんになっていた。

「～～～っ！」

　嬉しくてもはや言葉にならない。

「これならきっと、海斗君に一いち撃げき加えられる！」

　居ても立っても居られず、折鶴は海斗が居る職員室へ向かう。

「海斗君っ！　勝負しようよ、勝負っ!!」

　職員室のドアを勢いよく開け、海斗に勝負を宣言したが、そこにはイヴとナタリーの姿しか無かった。

「あれ？　海斗君は？」

「海斗なら、総理大臣に呼ばれて先ほど出て行ったぞ」

「そっか、総理大臣に呼ばれ……えぇっ!?　総理大臣ってあの総理大臣っ!?」

「他ほかにどの総理大臣がいるか教えてくれぬか？」

　いきなり出てきた大きすぎる役職に折鶴は素すっ頓とん狂きような事を口走ってしまった。

「なんで総理大臣が海斗君を？」

「まぁ、この島に関する事で間ま違ちがいないだろう。海斗はこの島の代表者みたいなものだからな。まぁ、心配するような事ではないよ。明日の昼過ぎには戻るらしい」

「……明日のお昼かぁ……」

　折鶴は肩を落とし、思い切り落らく胆たんする。せっかく海斗に一撃を加えられると思ったのだ。その落ち込みは当然だろう。

「それじゃあ失礼しまし──あれ？　それ私？」

　踵きびすを返し職員室を後にしようとした時、ナタリーの机の上に広がった書類が視界に飛び込んだ。そこには一昔前の髪かみが短い自分の写真が貼はられていた。

「ああ、これはお主じゃよ。海斗に頼たのまれてのう。お主等の経歴を調べていたのじゃ。海斗の魔法で書類にしてもらい、儂わしとイヴでお主等に対する見解を広げようと話していた所だったんじゃ」

「そうなんですか。なんだか邪じや魔ましちゃったみたいですね。失礼します」

　廊ろう下かに出て、折鶴は改めて海斗がいなくて自分の力を確かめられない事実に落胆する。廊下の端から端まで響くようなため息をついてみたものの、それで何かが変わるわけではないとすぐに悟さとった。

（ま、楽しみは明日に取っておこうかな）

　気持ちを切り替かえ、折鶴はグラウンドで修しゆ行ぎようをしようと廊下を駆かけていく。
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「危ない所じゃったな」

　折鶴の気配がドアの向こうから消えたのを確かく認にんし、ナタリーが呟つぶやく。

「ああ。だが、いずれは分かる事だ。早いか遅おそいかの違ちがいでしかない」

「……そうじゃのう。残念な事じゃ」

　寂さみしそうな目でナタリーが一枚の書類を手に取る。その書類には、一人の生徒の顔写真が貼られ、下には経歴が書かれていた。

「きっと海斗がどうにかするさ。きっとその子も救ってくれると私は信じている。海斗の趣しゆ味みを忘れたか、ナタリー？　私はしっかりと記き憶おくしているよ」

　イヴの柔やわらかい笑えみにナタリーが鼻を鳴らして笑う。

「忘れるわけが無かろう？　儂も奴やつに救われた一人なのじゃからな。あの海月海斗馬鹿者を信じているから指示通りに泳がせておる。……頼むぞ、勇者」
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　その日の夜。

『──無理……でしょうか？』

　東京都と東都新島を繫つなぐ橋の上で、男は鉄球から発せられる声を聞いていた。

「お前が私に意見をするのは初めてだな」

『……』

「よかろう。ただし条件は言わずとも分かっているだろうな？」

『……はい。海月海斗を生かし、殺すチャンスを見み出いだす事。それが条件です』

「ならば良い。明日、我々は島へと入る。そちらが間に合わなければ予定通りの作戦を決行する。考えを貫つらぬきたいのなら、我等より早く準備を終える事だな」

『……はい、ありがとうございます』

　鉄球を橋の上から海へと投げ捨て、男は月を見上げる。

　男は口角を吊つり上げ、魔ま界かいには存在しない月を強く睨にらむ。

「平和な世界などくだらんな。ククッ」

　月を睨みながら、男は高笑いを始めた。

「世界に魔王恐怖は必要なのだ。抗あらがう気さえ起きない魔王恐怖がな。それを人間界ここにも与えてやろうではないか」







　六章




　この学校が始まって初めての土曜日。授業は行われず、皆みんな、海かい斗とから言こと伝づてを受けていたイヴの指示を受けていた。と言ってもいつもと変わらない事をしているだけだが。

　当然、折おり鶴づるも買い物を指示されたが、あっという間に終わらせてしまい、昨日同様にグラウンドで刀を振ふっていた。

　買い物の時、折鶴は昨日の刀同様に荷物へ意識を向けた。そして荷物へ魔ま力りよくを流し、そのまま倍速の魔ま法ほうを発動した。

　刀と違い荷物は重量がある。今までならそれが邪魔をして、折鶴自身が倍速に達する事はなかった。

　けれど今の折鶴はしっかりと倍速の速度に達し、寮りようへと続く坂を駆け上っている。荷物に魔力を巡めぐらせる事で、今までの欠点を払拭することが出来たのだ。

「午後には海斗君が帰ってくるから、それまでにもっと感覚を摑んでおかないと！」

　折鶴は嬉しそうに刀を振り続ける。もしかしたら、一ひと太刀たち与える事ができるかもしれないとワクワクが止まらなかった。

　だが、そんな折鶴の楽しみは妨ぼう害がいされる事になる。
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　お昼になりいつものように中庭へ折鶴はやってくる。

　いつの間にかグループ分けが出来ていて、折鶴はアリサ、憂うい、エステル、キース、クルト、ケヴィンと一いつ緒しよに食事を取るようになっていた。

　お昼は皆で食べようと約束していたので待っているが、十五分待っても誰だれも来ない。

　お昼は折鶴たちのグループ以外に、男子四人と女子三人と、全部で三つのグループに分かれている。現在、ここにいるのは折鶴だけだった。

（何かあったのかな？）

　アリサたちはともかく、他のメンバーは学校で作業を行っているはず。すぐに来てもいいはずだ。それなのに、まだこないのはおかしい。

　折鶴の中で不安が高まっていく中、その予感が的中し制服の至る所が破れているエステルがやってきた。

「エ、エステルちゃん、大だい丈じよう夫ぶっ!?」

　折鶴が慌あわててエステルの所へ駆け寄った。ボロボロの制服から覗のぞく地じ肌はだには、切り傷きずや擦すり傷が至る所に見えた。

「怪け我がしている！　手当てしないと！」

「わ、私の事はいいんです！　そんな事より、た、大変なんですっ!!　て、テロリストが港にやってきたのを、偶ぐう然ぜん見付けてしまったんです！」

　エステルが口にした短い説明で、折鶴は大体のことを把は握あくする。

「な、なんで無む茶ちやしたのっ!?　昨日、イヴさんに言われたばかりでしょっ!!」

　東とう都と新しん島とうは特とく殊しゆな環かん境きようが裏側にあり、多くのテロリストや闇やみ組織に狙ねらわれているとイヴは言った。詳くわしい説明はされなかったものの、もしテロリストを発見しても手を出さないようにと注意されたばかりだったのだ。

「……ご、ごめんなさい」

「怪我で済んだから良かったけど！」

　怒おこられた事が応こたえたのかエステルは黙だまり込む。

「……ごめん、強く言い過ぎちゃった」

　エステルは俯うつむき、首を横に振る。

「それで？　テロリストはどうしたの？」

「えっと……島に入ってしまって……ここに来る途と中ちゆう、アリサさんや憂さんに捜そう索さくを頼んで、連れん絡らくを取れる人には連絡してもらって……陽ひ乃の瀬せさんには私が直接言いに行くって言って来たんです」

　皆が来ない理由がテロリストを追っているからだと折鶴は納なつ得とくする。魔族のエステルは携けい帯たい電でん話わを持っておらず、日曜日に皆で買いに行こうと約束していた。

　もし電話を持っていたら、エステルが怪我することは無かったかもしれないと内心で後こう悔かいするも、過ぎた事は仕方ないと思考を切り替える。

「うん、分かった。エステルちゃんはイヴさんに傷の手当てをしてもらって。私もテロリストを捜さがしに行くから」

「……はい。テロリストは赤いリストバンドを付けてました」

　エステルの頭を撫なでて折鶴はテーブルに立てかけていた刀を手に取る。魔法を発動し、一気に街へと駆け下りた。
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　細心の注意を払はらいながら、折鶴は赤いリストバンドを捜す。居住区へ向かっていると肌はだに土つち埃ぼこりが纏まとわり付く。そこはアリサたちがトンネルを造っていた場所だった。

　トンネルの奥から土埃がもうもうと流れてくるが、その量は尋じん常じようではない。中で崩ほう落らくでもしたのかと想像するには十分の量だ。

「まさかっ!!」

　誰かが中で戦っているのではと折鶴は考えた。それがもしアリサたちだったら。突とつ撃げきしようと一歩踏ふみ出した折鶴だったが、誰かに腕うでを摑つかまれ制止させられる。

「チェスター君っ!?」

　それは喋しやべった所を見た事がないクラスメイトのチェスター・グレヴァだった。

「は、放はなしてっ！　中にアリサちゃんたちがいるかもしれないのっ!!」

　チェスターは首を横に振る。危ないから入るなという事なのだろう。

　焦あせる折鶴にトンネルの入り口にいる人ひと影かげを見るようチェスターが指差す。いつもチェスターと一緒にいるツィリル・クベルカが何かをやっていた。

　ツィリルが手を動かすと、トンネルの中からビデオカメラが飛んできた。

　そういえばツィリルは無機物を操あやつれる魔法が使えたと思い出す。折鶴の腕を離し、ツィリルの下もとへ走り出したチェスターを追うように折鶴も駆け出す。

「あ、陽乃瀬さんも来たんだ」

「それよりカメラの映像っ!!」

「ちょっと待って」

　ツィリルがカメラをいじっているがどうやって見るか分からずに手間取っている。チェスターがカメラを奪うばい、手て際ぎわよく操作していく。

　映し出された映像は土埃で覆おおわれているが、ツィリルが器用にカメラを動かして風を起こし、土埃を晴らしていく。早送りで見ていくが、人影らしいものは見当たらない。崩くずれている岩がん盤ばんの量を考えても埋うもれている可能性はないだろう。

「よ、よかったぁ～」

　胸に手を当て安あん堵どする折鶴。

　持っていたカメラをツィリルに渡わたすと、チェスターが小石を拾いトンネルへ向けて投げつける。すると小石が爆ばく発はつし、入り口が見事に防がれた。

　啞あ然ぜんとする折鶴に、

「人が入れないようにしとかないと危ないからねぇ」

　チェスターの代わりにツィリルが説明する。

「あ、ああ。そういう事。てっきり破は壊かい衝しよう動どうにでも駆かられたのかと」

「チェスターはそういう人間じゃないよ。むしろ自分の魔法を出来る限り使いたくないって思ってる奴やつだから」

　チェスターが小さく頷うなずく。チェスターはツィリルの肩かたを叩たたき、居住区の方を指差す。その後、折鶴の顔を見てオフィス街の方を指差した。

「えっと……二人は居住区を捜すから、私はオフィス街を捜せばいいのかな？」

　表情を変えず頷くチェスター。そして何も言わず居住区の方へ向けて走っていく。

「じゃ、そゆことみたいなんで。陽乃瀬さんも気をつけてね」

　チェスターの後を追いツィリルも走って行く。変わった二人に一いつ瞬しゆん、呆あつ気けにとられたが、

「居住区は任せてオフィス街へ行こう」

　消えた二人とは反対へ向けて折鶴は走り出した。
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　土曜日という事もあって、オフィス街はいつもと違ちがう表情を見せていた。

　ビジネススーツに身を包む社会人の数は圧あつ倒とう的に少なく、飲食店へやってくる事を目的とした家族連れなどが目に付く。適度な人ひと混ごみの中に、見知った顔を見付ける。手足や破れた制服の内側に包帯を巻いたエステルだ。

　エステルは折鶴の存在に気づいている様子はない。歩く人を避さけるように進んでいく。

　折鶴はエステルが優やさしい子だと知っている。もしかしたら、テロリストを逃にがした責任を感じ、必死になって動きテロリストたちの居場所を見つけたのかもしれない。

　だとしたら危ない。一人で向かう可能性もある。

「エステルちゃんっ！」

　引き留めようと声をかけるが、それに気付かずエステルは超ちよう高こう層そうビルが建ち並ぶビル群には似つかわしくない十階建てのビルへと入っていった。

　追うように折鶴も中に入った。

　使われていないのか床ゆかのタイルは輝かがやきを失い、空調設備も止まっていて埃ほこりとカビの臭においが鼻につく。窓も所々割れており、時折ビル風が侵しん入にゆうしてくる。

　一階には柱があるだけで他ほかの遮しや蔽へい物はない。天てん井じようは高く七メートルはあるだろうか。一階にエステルの姿は無く、折鶴は音を立てないように階段を上った。

　二階へ着く直前、声が折鶴の耳に届く。階段から二階を覗くと、一階同様で柱があるだけの広いフロアになっていた。違うのは、フロアの中央にアクリル板のような透とう明めいな壁かべの檻おりがある事。そしてその中に、折鶴のクラスメイトが一人を除いて入っていた事だ。

「皆っ！」

　思わず声を上げ、折鶴は駆け寄った。

「どういう事っ!?　何があったのっ!?」

「陽乃瀬さんっ！　後ろっ！」

　折鶴の問いに答えず、キースが背後を指し摘てきする。折鶴は殺気を背後に感じ、魔ま法ほうを発動して透明の壁から一気に距きよ離りを取る。

　折鶴目め掛がけ放たれた魔法は、透明な壁にぶつかり雷らい鳴めいを轟とどろかせた。

　殺気を放っていた人物を目視して、折鶴は言葉を失いかけた。だが、問いかけない訳にはいかない。

「エステルちゃん。どういう事？」

　両手両足に帯電し、殺気を纏う少女エステル・レーゼへ向けて折鶴は必死に言葉を振ふり絞しぼる。

「説明する必要はないんです。陽乃瀬さんで最後です。大人しく捕つかまってください」

　その言葉で、クラスメイトを捕とらえたのはエステルなのだと折鶴は理解する。

　どうしてこんな事をしているのか？　そんな事を問いかける暇ひまさえエステルは与あたえない。

　拳こぶしを折鶴目掛け突つき出し、電気玉を繰くり出す。刀で弾はじけば電でん撃げきが体を走り、動けなくなる可能性がある。姿勢をかがめ、電気玉の下をくぐり折鶴がエステルへ向けて突撃した。

　しかし、先読みしていたエステルに次の手を打たれていた。脚あしを蹴けり上げ、雷かみなりの斬ざん撃げきを縦に放つ。

「くっ！」

　刀を床へ突き刺さし、突撃していた勢いを殺す。目前まで来ていた雷の刃やいばを間かん一いつ髪ぱつで躱かわし、刀を床から引き抜ぬき正眼に構える。

　ターゲットに当たらなかった雷の刃は、床と天井を抉えぐって突き進み、窓にぶつかる寸前で消失した。

　たった二回の攻こう撃げきで折鶴は悟さとる。攻撃力に関してはエステルの方が何枚も上手だ。あの威い力りよくと正面からやり合えば、間ま違ちがいなく負ける。

「やっぱり簡単にはいきませんね。海斗さんが気に入っていたわけです。最後に回して正解でした」

　エステルが軽くステップを踏みながら、折鶴を睨にらんだ。

「ですが、私はもう退ひけません。ですから、諦あきらめて捕まってください」

「……ねぇ、エステルちゃん。理由を答えてくれないならそれでいいよ。けど一つだけ教えて。その怪我は誰だれにやられたの？」

　エステルは答えず折鶴へ強い視線を向けたまま。だが、それに反応した者たちがいた。折鶴の視界の端はしにいるクラスメイトたちだ。

「そっか。皆みんなを捕まえる時に反はん撃げきされてついた傷なんだね。赤いリストバンドのテロリストも、私たちを捕まえる為の噓。……もう戦う理由は十分だ」

　エステルに負けじと折鶴も殺気を身に纏う。好きに振り抜けるよう、あえて刀の構えを崩す。隙すきだらけのはずなのに、一欠片かけらの隙さえ感じない。

　折鶴が放つ殺気と気き魄はくに場の空気が重くなり、エステルが半歩引く。

「行くよ、エステルちゃんっ!!」

　その一瞬を逃のがす折鶴ではない。床を蹴り、エステルとの距離を一気に詰つめる。

　今から拳を突き出そうと電気玉の攻撃は間に合わない。エステルは、帯電を解除し全身から放電して防ぼう御ぎよへと回した。だが、それが仇あだとなる。

　折鶴が持っているのは鉄製の刀だ。エステルの放電は縦じゆう横おう無む尽じんに回る雷と同じ。避ひ雷らい針しん代わりの物があれば其方そちらへと集まっていく。放電が集まる刀を眼前で横にしジャグリングするかのように、回転させながら放ほうり投げた。

　折鶴の目の前で、電撃が回転している刀へと集まる。電撃は刀に留とどまらずに、回転に合わせるように空中を走り抜けた。天井や床を電撃が削けずり、埃でエステルの視界が塞ふさがれる。

　埃の中から、折鶴が飛び出しエステルへと迫せまる。もうどんな攻こう防ぼうも間に合わない。エステルは攻撃を受ける覚かく悟ごを決めた。

　刀が床へ落ちた音が響ひびく中、エステルを襲おそったのは痛みではなかった。

　エステルを優しく抱だきしめる折鶴の温ぬくもりがエステルを包んでいた。

「……な、何を」

　予想外の事態にエステルは戸と惑まどう。

「もういいんだよ。もう自分を殺さなくて。誰がエステルちゃんにこんな事をさせたの？」

「……ち、違ちがいますっ！　これは私の意志で──」

「なら、どうして貴女あなただけが傷ついて、捕まっている皆は傷ついてないの？」

　そう言われ、クラスメイトは自分たちの体を確かめる。捕まる時に電撃を受け気絶させられたが、掠かすり傷程度の外傷も見当たらない。

「私ね、人の表情を読むのはちょっと得意なんだ。エステルちゃんが辛つらそうな顔をしてるのを見て、何か理由があるんだってすぐ気づいた。話してくれないかな？」

　エステルは今にも泣き出しそうになる。けれど泣くわけにはいかないのだ。

「……違うっ！　違う、違う、違うっ!!　これは私の意志ですっ!!」

　防御用の放電をエステルが放つ。電撃に顔を歪ゆがめながらも、折鶴は必死に耐たえ、エステルを抱だき続ける。

「エステルちゃんが本当の事を言うまで離さないっ！　だから──」

「茶番は終わりにしてもらおうか」

　低い男の声が聞こえた途と端たん、エステルは電撃を放つのを止やめた。

　声がした方へ全員が視線を送る。窓際に白しら髪が交じりの髪かみをオールバックにし、筋肉質で上背のあるスーツ姿の男が立っていた。

「ま、待ってください！　もう少しだけ時間をっ!!」

　折鶴から離はなれ、エステルは男の方へおぼつかない足取りで歩いて行く。

「エステル、私に近づくな」

　そう言った瞬しゆん間かん、磁石のＳ極とＮ極を近づけたかのような勢いで、エステルが男から離れていく。折鶴がエステルを受け止めるも勢いは止まらず、皆が捕まっている透明の壁に激げき突とつする。

「ぐっ！」

「ひ、陽乃瀬さんっ!?　だ、大だい丈じよう夫ぶですかっ!?」

　自分を庇かばってくれた折鶴へ言葉をかけるエステル。

「やっぱり、エステルちゃんは望んでこんな事してたんじゃなかったんだね」

「あっ……いや……」

　表情が陰かげり、言葉をエステルが選んでいる。だが、男がそれを待つ必要も無い。

「私の視界に映るそれは不要だな」

　男の言葉を合図に透明な壁が消失し、全員が檻から解放された。

「一体、何がどうなってんだよ？」

　クルトが不快そうに呟つぶやく。

「どうもこうもないよ。元げん凶きようは私たちの目の前にいるんだし」

「折っち。あの刀、必要でしょ。取ってあげる」

　ステファニーが魔法を使って刀を折鶴の前に引き寄せる。笑え顔がおで感謝を伝え、刀を取り一いつ瞬しゆんで殺気を放ちながら男に刀を向けた。

「何者？　何が目的？」

「よかろう。冥めい土どの土産みやげというやつだ。私の名はヒルヴォア・レーゼ。エステルの父親だ」

　折鶴の腕うでの中にいるエステルへ視線が集まる。エステルは顔を上げずに震ふるえていた。

「目的は魔ま王おうの力の奪だつ還かん、消失の可能性の削さく除じよだ」

「魔王の力の奪還？　何を言っているの？」

　ヒルヴォアは余よ裕ゆうの表情で続ける。

「魔王は倒たおされても死ぬ事はない。自身の魔法により、転生の時期に入る。その間、魔王は自身を倒した者へ自らを封ふう印いんし、長い眠ねむりにつくのだ」

「倒した相手って……海斗君？」

「その通りだ、陽乃瀬折鶴。今、魔王は海み月づき海斗の中にある。奴やつにもお前たちに似た月のようなアザがある」

　名前を知られていた事に驚おどろいたが、おそらくはエステルに聞いたのだろう。折鶴が自分の胸にある白い満月形のアザを見る。

「だが奴のアザは満月ではない。徐じよ々じよに月げつ齢れいを重ねていく赤いアザだ。それが満月になった時、魔王は復活する」

「貴方あなたが言う魔王の力の奪還っていうのは……」

「海月海斗の魔王化、もしくは魔王化する前に海月海斗を殺すという事だ。そうする事で殺した者に魔王の力が移る」

　知らなかった事実に全員が口を噤つぐむ。どうして海斗が黙だまっていたのかという疑心が生まれると同時、折鶴にある疑問が浮うかぶ。

「……海斗君は私たちに倒されようとしてた。つまり……私たちに魔王の力を移そうと？」

「……陽乃瀬さん、違ちがうんです」

　小刻みに震えていたエステルが折鶴から身を起こし、声を振り絞る。

「満月形のアザが浮かんだ私たちが倒した時だけ、魔王は転生できないんです。私たちが倒すと、依より代となった者と一いつ緒しよにこの世から魔王が消失すると言われています」

「我が子の言うとおりだ。魔法には必ず欠点や弱点が存在する。自らを消失させる者を生み出してしまうのが、転生の魔法の欠点だ。だから我々は、これまでもお前たちのようにアザが浮かんだ者たちを抹まつ消しようし、魔王の消失を防いできたのだ」

「何な故ぜそんな事をっ!?　魔王の恐きよう怖ふは魔族なら知っているはずですっ!!」

　キースが声を荒あららげる。故郷を滅ほろぼされたキースからすれば、ヒルヴォアがやっている事は理解できないのだろう。

「恐怖での支配こそ、もっとも簡単だからだ。支配がなければ、魔ま界かいは魔法による闘とう争そうの世界になっていた。抗あらがうことさえ無む駄だと思える恐怖の象しよう徴ちよう、たった一人の絶対悪である魔王がいたからこそ魔界は大きな戦争もなく平和だったのだ」

「そんな一方的な理由で家族や友人は殺されたんですかっ!?　それを受け入れろとっ!?」

「そうだ、受け入れろ。それが魔界の理ことわりだ」

　拳を握にぎり、今にも殴なぐりかかりそうな形相でキースがヒルヴォアを睨む。そんな視線を気にする事なくヒルヴォアは我が子を睨み付ける。

「貴様等を殺すのは我が子の役目だった。だが事もあろうに、救いたいと言って来たのだ」

　エステルは震えながら、思っている事を必死に口にする。

「楽しかったんです。普ふ通つうに生きられたこの数日が。……だから海斗さんをお父さんたちが倒してくれたら、皆は死なずに済むって思ったんです。だから……」

「はっきりと言っておこう。私は貴様等を救うつもりなど毛頭無い」

「……えっ？」

　父親の言葉にエステルが戸惑いの表情を浮かべる。

「仮に我々が海月海斗を殺したとしよう。だが貴様等のアザが消える事はない。アザが消えるのは、新たな魔王が再誕した時だけだ。貴様等が魔王の力を消失させる可能性を持ち続ける事に変わりはない。生かしておく道理はないだろう」

「……そ、そんな。……だ、だって……自分たちが海斗さんを倒すまで皆を閉じ込めておけば皆を殺さないって……」

「削除対象が集まっていれば消すのは楽だろう？　つまり今がその時だ。殺やれ」

　ヒルヴォアが合図をする。

「────────────────────────────皆さん、逃にげてっ！」

　エステルの悲痛な言葉がフロアに木霊こだました。それを合図にするように、突とつ如じよフロアを埋うめ尽つくす数の魔族が現れる。

　魔族から放たれた数え切れない魔ま法ほう。耳を劈つんざくような音、太陽の光より強い閃せん光こうがフロアを支配し続ける。逃げる暇ひまなど与あたえなかった。全員が死んだとヒルヴォアは確信する。

「無駄な時間を過ごしたな」

　階段へ向けてヒルヴォアが一歩踏ふみ出した時だった。

「全くだぜ。答えが出ている馬ば鹿か馬ば鹿かしい大臣たちの話し合いに付き合わされるってのは、無駄以外のなんでもねぇよな」

　その声を聞き、男は踏み出す足を止め、魔法の雨も止まる。

　無傷の十四人の前に、海月海斗の姿があった。
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「大丈夫か、お前等」

　いつもの余裕の表情を浮かべ振ふり返る海斗。だが生徒の顔は違う。どこか不信感を抱いた目をしている。ばつが悪そうに海斗は頭を搔かき、

「詳くわしくは後で話すぜ。とりあえず現状をどうにかしないとな」

　ほんの僅わずかだが、海斗の表情が曇くもったような気がした。

「さて、ヒルヴォア・ブランデ。お前の相手は俺がしてやるよ」

[image: ]

　海斗が呼んだ名は、先ほどヒルヴォアが名乗ったのとは違うファミリーネームだった。

「……ほう。どうやって、私の本名を知った？」

「二百年近く生きて色んなパイプを持つロリババアと、なんでも覚える色っぽい女に協力してもらっただけだ」

　そう言ってエステルへと海斗が視線を向ける。

「安心しろ、エステル。このクズはお前の父親じゃねぇ」

「……ど、どういう事、ですか？」

　戸惑うエステルへ詳しよう細さいを話すべきか一いつ瞬しゆん悩なやむ。それはヒルヴォアに口を開くきっかけを与える事になった。

「残念だ。お前が死ぬ今日まで父親を偽いつわっててやりたかったが。怨うらむなら、真実を口にした海月海斗を怨むといい」

「俺の事を意い気き揚よう々ようと話した奴が言う台詞せりふじゃねぇぜ、それ」

「ならば私は真実をエステルに語ってやろう。責任転てん嫁かをしたい貴様とは違ちがってな」

　ヒルヴォアの言葉に海斗が沈ちん黙もくで返す。

「貴様は自身が魔王を倒した事で、そこにいる無関係な者たちを巻き込んだ事を悔くいている。だから噓うそのゲームを考案し、責任を魔王へと向けた。だが私は背負うべき責任は負う。エステル、お前の両親は私が殺した。貴様の親もアザを持っていたのだ。貴様を育てたのは、貴様の潜せん在ざい能力は高く買っていたから。それだけだ」

「う、そだよ。だってお父さんとの記き憶おくは……あっ……ま、まさか……」

　ヒルヴォアの魔法を使えばそれが可能だと、エステルは気付いてしまう。

「改変した？　私の父親が自分だと？」

「その通り。私の魔法は事象の改変。貴様との事実をねじ曲げる事ぐらい容易たやすい。私とお前の親子関係は終わりだ」

　突とつ然ぜん、エステルの頭の中に焼けた村の映像が浮かぶ。そこには庇かばおうと自分に覆おおい被かぶさる本当の両親がいた。そして、

「どうだ？　見えるか？　私が貴様の親を殺す姿が」

　怒いかり、悲しみ、戸と惑まどい、嘆なげき。色んな感情がエステルの中に溢あふれてくる。

「うわぁあぁああぁあぁぁぁぁあぁああぁあぁぁぁぁあぁああぁあぁぁぁっ!!」

　両手足に帯電したエステルは、ヒルヴォア目め掛がけ突とつ撃げきする。

「その攻撃は私には届かない」

　ヒルヴォアの前に見えない壁かべがあり、エステルの攻撃は届かなかった。

「よくもっ!!　よくもお父さんとお母さんをっ!!」

「エステル、私に近づくなと言ったはずだが？」

　またエステルの体がヒルヴォアから離はなれていく。

　海斗がエステルを受け止めると、再び突撃しようとする。

「落ち着け、馬ば鹿か」

「……だって……だってっ！」

　泣き出しそうなエステルをなだめる海斗。

「お前じゃ勝てねぇよ。それに見てみろ。お怒りなのはお前だけじゃねぇぞ」

　頭を摑つかまれ、首を回される。

「皆みんな、お前を苦しめたこいつを許せないってよ」

「……で、でも……私は皆を……」

「救うために動いたんだ。それが分からないような奴やつ等らじゃないだろ？」

「そうだよ、エステルちゃん。あ、でも後で誠意たっぷりの謝罪はすべきだからね。私たちに噓ついてた海斗君と一緒に」

「普通、ここで俺に振ふるか？　折鶴、お前は良い性格してるぜ」

　いつもと変わらない雰ふん囲い気きの二人にエステルは涙なみだが溢れた。自分が泣いていい立場ではない事は分かっている。それでも涙が止まらない。

「茶番だな。もう付き合っていられん。殺やれ」

　周囲にいる魔族へと合図を送り、魔法を放とうとした。

「邪じや魔まだな、こいつ等」

　そう言って海斗が床ゆかを蹴ける。すると魔族が次々とワームホールに吞のまれていく。

「俺が作った疑ぎ似じ空間へ移動させた。お前の部下の相手はこいつ等に任せるぜ」

　今度は生徒の足あし下もとにワームホールが生まれ、生徒が落ちていった。

「──さて」

　海斗の眼光が鋭するどくなり、ヒルヴォアを睨にらみ付ける。

「エステルを苦しめ続け、こいつ等を殺そうとしたお前は──俺が潰つぶす」

　威い圧あつを込めた声。

「私も手伝うよ、海斗君」

　予想だにしていなかった声が聞こえ、そちらを向くと刀を構えた折鶴がいた。どうやら海斗がワームホールを作るのを予知して躱かわしたらしい。

「四回目ともなれば、躱すぐらいできるって。それにさ──私もこの人が許せないんだよ」

　折鶴の怒気を含んだ笑った顔を見て、

「ハッ、いいぜ。まずは一人でやって、足手まといじゃないことを証明して見せな」

「任せて。次代勇者の名に恥はじないよう戦うから！」

　誰だれかの為ために本気で怒おこっている折鶴を止める理由は無かった。
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　落とされる直前に海斗が言っていた事から、目の前の荒こう野やが疑似空間なのだと全員が理解する。海斗に突如落とされた事に不満もなく、目の前の敵を相手に奮ふん闘とうしていた。

　五日間、調理の下準備をしていたメンバーは、五日前より魔法の練度が上がっている。少ない魔ま力りよくで細かい作業を長時間行わせる事で練度を高めたのだろう。

「海斗さんが下準備をさせたのはそういう理由だったんですね。納なつ得とくです」

「クソガキ！　戦っている最中によそ見とは余よ裕ゆうだな！」

「余裕ですよ。不意打ちでなければ攻撃できない貴方あなたたちなど、敵じゃありませんから」

　放たれる魔法を軽く避よけるキース。

　キースは余裕を見せているが、先さき程ほどから回かい避ひしかしていない。反はん撃げきができないわけではなく、近くで戦うケヴィンを見て海斗が何なに故ゆえ、自分にお湯を沸わかすという家事手伝いをさせていたのか考えていたのだ。

　ケヴィンが氷で作った獅し子し。目を見張るのは、風に靡なびく鬣たてがみや髭ひげだ。氷で出来ているはずなのに、鬣や髭は本物の毛並みとなんら変わらない。

　ケヴィンが氷で作る動物は確かに洗礼された造形だった。それでも氷の彫ちよう刻こくが動いているに過ぎなかったのだ。けれど今は違ちがう。風に靡くほど細く、一本一本が独立している毛並みが存在感を引き立て、まるで本物の獅子が氷となって動いているのではと錯さつ覚かくしてしまう程になっている。

（ケヴィンにとっての苦手な属性は僕が使う炎ほのおのはず。なら、常に相対する属性が近くにある中で魔法を使い続け、常に力を押さえつけられていた事で、今までよりも繊せん細さいな事ができるようになったと言える）

　ならば自分はどんな事が出来るようになったのか。それを試ためそうと試みた。

（魔法を押さえつけられているイメージを持って発動）

「うらぁっ！」

　魔法では埒らちがあかないと痺しびれを切らし、敵の男は拳こぶしをキース目め掛がけ振り下ろす。それを掌てのひらで難なく受け止めるキース。すると男の手が燃えだした。

「ぐ、ぐわあぁぁあぁぁあっ!?」

　男が叫さけび、手を押さえのたうち回った。キースが自分の体をよく見ると、炎の膜まくが自分の体を覆っている。

　炎の膜は攻撃だけでなく、自分へ向けられる魔法を防ぐ効果も発揮していた。

「凄すごい……。こんな事が可能になるなんて。って熱っ!?」

　今までは自分と炎に一定の距きよ離りがあったが、今度は自身に炎を纏まとわせるのでキースにもダメージが来てしまうらしい。

「……結局、僕の魔法は使い勝手が悪いって事ですか。でも、発動と停止を上手うまく扱あつかえば以前よりは断然マシですね。……実のところ、僕は相当怒っています。自分の故郷を理り不ふ尽じんな理由で壊こわされた事もそうですが。仲間を苦しめた貴方たちに本気で怒ってます！」

　遠くで雷らい鳴めいを轟とどろかせ戦う少女へ視線を一度送り、キースは目の前の敵へ飛び込んだ。
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　影かげの少ないここでは、自分の魔法は十分に活用できない。だったら他ほかの事で頑がん張ばればいい。以前ならそう考えて、出来ない事もしようとしていたと憂は内心でほくそ笑えむ。

「……憂、準備オッケー」

「分かりましたわ」

　走り回り地面の摩ま擦さつを減らしてくれた友に感謝を述べて、憂が地面の更さらに下へ意識を向ける。すると地下から黒い円柱が伸のびてくる。目の前にいる敵を次々と吹ふき飛ばしながら、円柱は進んでいく。

「……憂、グッジョブ」

「出来る事をしているだけですわ」

「……ん、私も彼も憂と同じ」

　アリサが指差した方でクルトが必死に走り回り、敵を攪かく乱らんしていた。自分の速度を活いかし、敵を翻ほん弄ろうするのがこの場で行う事だと判断したのだろう。

　雷鳴轟く場所へ視線を送ると、エステルが次々と敵を屠ほふっていた。

「エステルさんが凄いですわね」

「……ん。近づかない方がいい。本当に危ない」

「あ、クルトさんがエステルさんの間合いに間ま違ちがって入りましたわ」

「……ん。ギリギリ躱したね。あ、敵引き連れてこっち来た」

「では迎むかえ撃うちましょうか」

「……ん、了りよう解かい」

　自分に出来る事は自分でやる。出来ない事は仲間を頼たよればいい。三人とも海斗に言われた事を完全に理解していた。
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「裏切り者がぁっ!!」

　多種多様の魔ま法ほうがエステルへと向けられるが、その全すべてが電気玉に押されて霧む散さんしていく。

「貴方たちになんて呼ばれようと構いませんっ！」

　エステルは次々と電気玉を放ち、隙すきあらば電でん撃げきの刃やいばを振り抜ぬく。

「貴様は人外の姿に弱かったなっ！」

　全身を毛で覆われた狼おおかみ男おとこのような体たい軀くに変化した男がエステルへ襲おそいかかる。だが、

「そんなもの、海斗さんに見せられ続けた悪夢に比べたらなんでもないですっ！」

　拳を振り抜き、電気玉を直ちよく撃げきさせた。

　無我夢中でエステルは気づいていないが、エステルの魔法は五日前と質が違っている。電気玉は拳サイズにまで圧縮され、電撃の刃はより細く鋭くなっていた。

　以前の状態は無む駄だな部分が多く、魔力の無む駄だ遣づかいを起こしていた。今は攻撃する形態に適した魔力量と形を維い持じしている。

　それに気づかないのは、償つぐないをしたいと強く願っているからだった。

「私がした事は許される事じゃないですっ！　それでも謝らなきゃいけないんですっ！　だからさっさとやられてくださいっ!!」

　もし許されるのならまた友達になりたい。でも許されないだろう。なら少しでも皆の力になって皆の前から去ろう。涙を堪こらえ、エステルは目の前の敵を次々と屠っていった。
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　折鶴が斬ざん撃げきを放つ。

「その攻撃は私に届かない」

「いちいち言われると、カチンとくるんだけどっ！」

　ヒルヴォアの言葉通り、折鶴の斬撃は見えない壁かべに塞ふさがれ通らなかった。

「私の前から吹き飛ぶがいい！」

　斬撃を防がれた後、折鶴は吹き飛ばされる。この攻こう防ぼうを二十二回も繰くり返していた。絶ぜつ妙みようのバランス感覚で、壁や柱に激げき突とつせずに着地しているのは流石さすがだなと海斗は感心する。

「ふぁ～」

　戦せん闘とうに参加せず欠伸あくびをする海斗を見て、ヒルヴォアが不快を示す。

「……貴様、私を舐なめているのか？」

「身構えるような相手でもないからな、お前は。折鶴がどこまで出来るか確かく認にんしてから参戦してやるよ。良かったな、瞬しゆん殺さつされなくてよ」

「こんな小こ娘むすめが私を倒たおせるとでも？」

「ん～、良い線までは行くんじゃねぇかな。証しよう拠こにお前に向けられている斬撃、最初と比べると随ずい分ぶんギリギリまで迫せまってるぜ」

「……なんだと？」

「はあぁぁあぁっ！」

　気合いを入れた折鶴の斬撃が再びヒルヴォアに迫る。

「その斬撃は私に届くことはない！　絶対に！」

「なんでいちいち言うかなっ！　本当にむかついてきたっ！」

　眼前で止まる刃。

「な？　随分と近いだろ？」

「だ、黙だまれっ!!　私の前から吹き飛べ、小娘がっ!!」

「おっとっ！」

　折鶴は刀を床に刺さし、吹き飛ぶのを堪えてみせる。

「ば、馬ば鹿かなっ!?」

「そう何度もやられたら嫌いやでも慣れるってっ！」

　刀を抜いた勢いを利用して、折鶴が逆袈け裟さ斬ぎりを放つ。

「くっ！　貴様の攻撃は私には届かないっ!!」

　ヒルヴォアの前に見えない壁が出現し、折鶴の斬撃は防がれた。だが折鶴が手首を返して袈裟斬りをすると壁は存在せず、ヒルヴォアのネクタイを見事に両断する。

「ふふ～ん。初めて届いたよ」

「……小娘がぁっ！　私のこの一撃は貴様では躱せんっ！」

　ヒルヴォアが初めて攻こう勢せいに移る。拳を振ふり上げ、折鶴目掛けて振り抜く。

「あれ？　動けない？　ま、いっか。躱せないなら受ければいいだけだしっ！」

　足が動かず攻撃を避ける事ができないと悟さとると、刀の腹に左手を添そえてヒルヴォアの拳を受ける。衝しよう撃げきを刀から肘ひじへと流して殺す。

　余裕の表情を見せる折鶴に、ヒルヴォアは怒いかりを露あらわにしていく。

「ならば、貴様は私のこの一撃を受ける事もできないっ！」

　そう言った途と端たん、折鶴は目を疑う。ヒルヴォアの腕うでが数倍の太さになり、拳は折鶴の上半身を超こえる大きさになっていた。

「ちょっ!?　それは流石に反則じゃないかなっ!?」

　折鶴目掛け振ふり抜かれる拳。今度は足だけでなく体も動かない。来るであろう衝撃と痛みに折鶴が目を閉じる。だが、いつになっても衝撃は来なかった。そっと目を開けると、海斗がヒルヴォアの拳を指一本で押さえている。

「悪わりぃな。俺は貴様折鶴じゃ無かったから受けられちまったぜ」

「あ、ありえん！　いくら魔法の効果が発動していなくとも、私の拳が巨大化したのは事実だ！　それを指一本で防いだというのかっ!?」

「実際に止めてんだろうが。現実を理解できないってのは負ける悪人の定番だぜ？　ま、受け入れた所で、俺が参戦した時点でお前の負けは決定だけどな」

「舐めるな小こ僧ぞうがぁっ!!　私の巨大化した姿を見ても同じ事が言えるかっ!?」

　ヒルヴォアの体が腕だけでなく、脚あしや胴どう体たい、顔まで次々と巨大化していく。全長は五メートルを超え、頭は天てん井じように付きそうだった。

「どうだっ!?」

「その体軀だと此処ここは狭せまそうだな。表に出してやるよ」

　海斗が跳はねて巨大化したヒルヴォアの顔面に拳を一発ぶち込んだ。巨大なヒルヴォアの体はゴムボールのように簡単に跳ねて、窓ガラスを突つき破り外へと吹き飛ばされていく。

　海斗は着地すると同時に、

「行くぞ！」

　折鶴の手を取り、ヒルヴォアの後を追うように窓から外へ飛び出した。落ちると思った折鶴だったが、海斗に引っ張られ滑かつ空くうしている。

「うわぁ！　気持ちいいね！」

「だろ？　あ、スカート押さえとけよ。下から丸見えだぞ？」

「そういうのは先に言ってっ！」

　下を見ると見上げている男の人が多数。折鶴は慌あわててスカートを押さえた。

「あ～、強く殴なぐりすぎた」

「うわぁ……」

　思わず折鶴は絶句する。隣となりにあったビルの壁にヒルヴォアの形をした穴が空いていた。次のビルにもその次のビルにも。気付けばオフィス街を抜け、商業区の海岸にまで飛んできていた。そこで意識を失い、砂すな浜はまに埋うまるヒルヴォアを見つける。

「折鶴。あいつの魔法の欠点には気付いてるか？」

　空に浮ういたまま、海斗は折鶴に尋たずねた。

「うん。そりゃあ、あれだけ言ってれば、ね」

「ん？　一個しか分かってないのか？」

「え？　二つあるの？」

「いや、三つだな。強力な魔法であればあるほど、弱点や欠点の数は多いもんだ」

　そう言う海斗を見て折鶴は思う。

（海斗君に欠点なんて見当たらないんだけどなぁ。気づいてないだけであるのかも）

「……うぐ……っ!?」

　折鶴が思考を巡めぐらせているとヒルヴォアが意識を取り戻もどす。

「仕留めるぞ。もう暇ひまつぶしの相手にもならねぇからな」

「うん。エステルちゃんの痛みは十分に分かったろうからね」

　空に浮いている二人にヒルヴォアが気付き、

「私に魔王を宿すつもりは無かったが……ここまでコケにされてはな！　貴様を握り潰して殺すっ！　死ね、海月海斗っ!!」

　ヒルヴォアが手を伸のばす。文字通り、腕が伸びて二人を捕つかまえようとした。

「ヒルヴォアの攻撃は俺たちに届かない」

　海斗の言葉通り、ヒルヴォアの手は見えない壁に防がれ海斗と折鶴に届かなかった。

「き、貴様……ま、まさか私と同じ魔法を……っ!?　い、いや……私以上の……っ!?」

「お前と違ちがって、俺は自分以外の事しか改変できねぇけどな」
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　ニヤリと笑って見せる海斗。ヒルヴォアの顔に驚おどろき、焦あせり、そして恐きよう怖ふが張り付く。

「さて、教官らしく折鶴に訊きくが、ヒルヴォアの魔法の弱点はなんだ？」

　ゆっくりと降下しながら、折鶴が口を開く。

「自分に対する事しか事象の改変ができない。その上、逐ちく一いち口に出さなければ効果が出ない。私の攻撃を防ぐ時、嫌みに聞こえるぐらい口に出していたのはその為ため」

「はい、正解。よくできましたっと」

　二人が砂浜に着地する。

「さて、他ほかの欠点はなんだ？」

「えっと……なんだろ？」

　緊きん迫ぱく感かんのない二人にヒルヴォアは絶望した。二人から見れば、ヒルヴォアという存在は、脅きよう威いでもなんでもないのだ。

「こ、殺すっ!!　せめて小娘だけでもっ!!」

　もはや魔ま力りよくの温存などと言っている場合ではない。ヒルヴォアが全すべての魔力を使い、自身を更さらに巨大化させ、全長十メートルを超える完全な怪かい物ぶつへと変化した。

『ふははははっ！　どうだっ!!　流石さすがの貴様等でもこの私には勝てはしまいっ!?』

「気付いてないのか、ヒルヴォア。折鶴はまだ魔法を使ってないんだぜ？　そして折鶴はお前の魔法の天敵だ」

「──解わかったぁ！　解ったよ、海斗君っ!!　正解かどうか見ててっ!!」

　折鶴が刀を鞘さやに戻し、抜ばつ刀とう術の構えに入る。答えを見る為に、海斗が折鶴から離はなれた。

　それをチャンスだと考え、ヒルヴォアが巨大な拳こぶしを折鶴へ振り下ろす。

『どんな攻撃だろうと、陽乃瀬折鶴。貴様の攻撃は私には通じんぞっ!!』

　折鶴から見れば、巨大な隕いん石せきが降ってきているのと何も変わらない光景。だが折鶴は臆おくすることなく刀を抜ぬくと同時に砂浜を蹴けった。

　振り下ろされる拳に飛び乗り、そのまま腕を駆かけ上がる。

　一度目の倍速と同時に繰り出す抜刀術。先ほどと同じ見えない壁に防がれ、攻撃は入らない。倍速の魔ま法ほうを駆く使しして即そく座ざに刀を戻し、二度目の抜刀術を走りながら振り抜く。

　そこに見えない壁は存在せず、折鶴の斬ざん撃げきが巨大な腕に入った。

『ぐあぁぁぁああぁぁぁぁぁあっ!?』

「まだまだぁっ!!」

　縦じゆう横おう無む尽じんに巨大なヒルヴォアの体たい軀くを走り抜け、斬撃を幾いく重えも放ち続ける。ヒルヴォアの体には次々と刀かたな傷きずが走っていく。もはやヒルヴォアは折鶴に斬きられ続ける木偶でくの坊ぼうでしかない。折鶴をたたき落とそうにも姿を捉とらえる事もできないのだ。

『何な故ぜだっ!?　何故、攻撃が入るのだっ!?』

「てめぇの欠点を分かってないとは笑い話だな、おい」

　気付けば海斗がヒルヴォアの頭部に乗り、冷たい視線を向けていた。

「お前の魔法は、一度の発動で一度しか効果が発揮しないんだよ。その上、次の発動まで一秒のインターバルが存在する。ビルで折鶴がネクタイを斬ったのはそれが理由だ。だから逆袈裟斬りは防げたが、袈裟斬りは防げなかったってわけだ」

『な、なんだとっ!?』

「今はその比じゃねぇけどな。秒間、百の斬撃。一撃目を防いでも九十九の斬撃がお前を襲おそう。針のむしろって言葉がぴったりな状じよう況きようだ」

　ヒルヴォアの巨きよ体たいは、血が出ていない所を探すのが難しい程ほど血まみれになっている。両手足には力が入らず、血を垂れ流すだけだ。

　斬撃音が止やむと折鶴が砂浜に現れ、刀を鞘に戻す。

「良くやったぜ、折鶴。答え合わせしとくが、正解だ」

　親指を立てる海斗に、ピースサインで返す折鶴。

「じゃあ海斗君。最後は任せるね」

「余計な気を回しやがって。ま、お言葉に甘えさせてもらうぜ」

　海斗がヒルヴォアの肩かたに移り、目を見て口を開く。

「俺を倒たおす奴やつ等らは先約で決まってんだよ。キャンセルは不可だ。覚えときな」

『き、貴様は分かっているのか？　貴様のような力を持った者が魔王化すれば、世界を滅ほろぼす力を持った魔王が生まれる！　貴様が世界を終わらせたのと同じなのだぞっ!!』

「お前等に任せておけば、これからも魔王によって苦しむ奴やつが存在し続ける。そんな理り不ふ尽じんを俺は許さねぇよ。それに、俺が魔王化する事は絶対にねぇ。あいつ等は必ず俺を越えるさ。それに、俺を誰だれだと思ってやがる？　海月海斗だぜ？」

『き、貴様は一体何なんだっ!?』

「そんなもん、お前が決めろ。化け物、怪物、妖よう怪かい、勇者、次代魔王。好きなの選べ」

　海斗は冷たく笑っている。ヒルヴォアにはその笑えみが恐おそろしい化け物に映った。

『う、うがぁあぁぁぁああぁああぁあぁぁっ!!』

　最後の力を振り絞しぼり、海斗へ手を伸ばす。だが、指一本で止められ、そのまま腕をはじき飛ばされる。

「じゃあな！」

　巨大な顔面に拳をぶち込む。巨体は轟ごう音おんを立てて砂浜に倒れ込み、巨大な体軀は本来の大きさへと戻っていった。







　エピローグ




　翌日。

「結局、殺しはしなかったのか？」

　教室へ向かう途と中ちゆう、イヴの問いかけに海かい斗とが頷うなずいた。

「俺が作った異空間の牢ろう獄ごくに閉じ込めておいた。俺が死ねば解放される仕組みだ。あいつ等は魔ま王おうの力を自分たちの管理下に置きたいだけの組織だからな。魔王が完全にいなくなりゃ無害な連中だろ」

「甘いのう、海斗は。あの手の連中はまた似たような事をやりおるぞ」

　一いつ緒しよに歩くナタリーがやれやれと言いたげに肩を竦すくめながら言った。

「大だい丈じよう夫ぶだろ？　その時はあいつ等がいるさ」

　海斗が教室のドアを開けると同時、多数の魔法が海斗を襲う。だが海斗は目を閉じたままそれを躱かわしてみせた。

「エステルさんの言う通りですわね。不意打ちでも簡単に避よけましたわ」

「そうなんですよ。あれ『自動防衛』って言って、魔王が封ふう印いんされていると勝手に攻こう撃げきを躱すらしいんです」

　どうやら説明しなければならない事の一つはエステルが説明してくれたらしい。

　海斗は仕事が一つ減ったと内心でガッツポーズして教きよう卓たくの前へと進む。

「エステル、皆みんなには謝ったのか？」

「……はい。それで私はここを去ろうと思ってます。島から出られないというのは海斗さんの噓うそですから。もう皆とは一緒に──」

「エステルが出て行く事に賛成の奴はいるか？」

　海斗の質問に手を挙げた者は一人もいない。

「……いや、でも……」

「エステル。お前も今、手を挙げなかっただろ？　お前も居たいんだろ？　ってか居ろ。お前が抜けると攻撃力が大おお幅はばに減って俺が倒せない」

「そうそう。海斗君を倒さないと魔王が復活しちゃうんだから、エステルちゃんにも居てもらわないとね」

　エステルが一人一人の顔を見ていく。誰も自分を拒きよ絶ぜつしていない事が伝わってくる。

「……あ、ありがとうございます……」

　泣きそうになるのを必死にエステルは堪こらえていた。

「お前は皆を守る為にやったんだ。胸を張っていいと──張る必要ねぇか」

「感動的なシーンにセクハラはやめてくださいっ!!」

　エステルの顔から陰かげが消え、いつもと同じ表情に戻った。わざとセクハラをしたのだとエステルも気づく。

「しかし、あれだ」

　海斗が髪かみを雑に搔かきながら、真しん剣けんな面おも持もちで皆に問いかける。

「出て行く、出て行かないはエステルだけの問題じゃねぇからな」

　海斗が話したゲームは噓だという事が分かり、いつでも島を出られる事が分かったのだ。縛しばる物はないし、海斗も縛るつもりはない。

「って言われてもなぁ」

　クルトが怠だるそうにぼやく。

「エステルに詳くわしく聞いちまったしなぁ。勇者さんが魔王になった時のヤバさを知っておいそれと帰れるかよ」

「そっか。クルトは──」

「クルトだけじゃありませんよ。全員、同じです」

　自分の故郷を再建したいという夢があるキースが海斗の言葉を遮さえぎる。

「もっと騙だまされて強くならないと。僕のような境きよう遇ぐうはもう生まれて欲しくないですから」

　折おり鶴づるが笑いながら、茶ちや化かすように海斗を見つめている。

「エステルちゃんに聞いたよ。私たちを集めたのは、海斗君が自分を倒す為ためは勿もち論ろんだけど、私たちを守る為でもあったんでしょ？　助けてくれたんだもんね」

「当たり前だ。お前等が死んだら、誰が俺を倒すんだ？」

　いつも通りに海斗は言うが、生徒の顔はニヤニヤしたまま海斗を凝ぎよう視ししている。

「鬱うつ陶とうしいぞ、お前等。で、残るんだな？　俺を倒す、つまり殺す覚かく悟ごはできたんだな？」

　海斗の発言に全員から笑みが消え、顔が変わった。

　本来ならもっと時間をかけ、自分の力に自信を持たせてから真実を伝えるつもりでいた。その為の噓のゲームでもあった。海斗が彼等に強要しているのは、人殺しだ。

　だが海斗の命を賭かけた覚悟を全員が知り、覚悟を決めたのだ。海斗を見つめる真剣な眼まな差ざしがそれを証明していた。

「そんな目されたら期待するしかねぇな」

　そんな中、皆とは違ちがう意志を宿して海斗を見つめる者がいた。
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　お昼、折鶴はイヴとナタリーに海斗の居場所を聞き、寮りようの屋上で横になっている海斗の下もとを一人で訪おとずれていた。

「もう一歩近づいてくれねぇかな？　もう少しでスカートの中が見えそうだ」

　あえて聞き流し、折鶴はスカートを押さえながら近づき、

「やっぱりあのゲームは噓だったんだね」

　そう言って海斗の隣となりに腰こし掛かけた。

「海斗君を倒さないと海斗君の力を持った魔王が復活する。それって大変な事だよね」

　魔王を倒した者の力は、魔王が復活した際にそのまま残ってしまうという話はエステルに聞いた。つまりチートな力を持つ海斗がそのまま魔王になるという事だ。それはヒルヴォアが言った通り、世界を滅ぼす力を得た魔王が生まれる事になる。

「ああ。だから俺を必ず倒してくれよ」

「約束できないかな」

　ふざけているのかと折鶴の顔を見るが、その顔は真剣な目で笑っていた。

「勿論、海斗君を倒せるぐらい強くなりたいし、なるつもりだよ。でも、海斗君を倒すのは最終手段。私は海斗君から魔王の力だけを消す方法があるか探そうと思う」

「は？　そんな事ができるのかよ？」

「分からないけどさ。海斗君を倒せる可能性と、海斗君から魔王の力を消す可能性。そんなに違わないんじゃないかな？　やれる事はやってから諦あきらめたいし」

　そんな絵空事を信じるほど海斗は子供ではない。中ちゆう途と半はん端ぱな事をされて魔王化しては元も子もない。だから、折鶴の背中を今一度押そうとやる気になるであろう言葉を発する。

「もし俺を倒せなかったら、お前は次代の勇者にはなれないぜ？」

　いつもの小こ馬ば鹿かにする笑みで折鶴を見上げる海斗。折鶴は首を小さく横に振ふる。

「『誰からも認められる海斗君みたいな勇者』になれなくてもいいんだ。『たった一人に勇者と認められる勇者』でも私はいい。私は海斗君にとっての勇者になりたい」

　微笑ほほえみながら折鶴は海斗を見る。その顔には、一いつ切さい迷いが無かった。

「さっき一人だけ違った目をしてたわけだ。別の意味で期待しちまうぜ」

「期待していいよ。私、頑がん張ばるから！」

　なんだか恥はずかしくなり、折鶴は海斗から視線を外す。

「しゃあねぇな。約束通り、勇者になる時しっかり見届けてやる。だから頑張ってくれ」

　その言葉に目を見開き、折鶴は再び海斗を見た。

「……私の事、覚えてたの？」

「いや、思い出した」

　海斗が手を上げると、一枚の書類が出現する。それは、職員室で折鶴が見た書類だった。

「お前、髪が短かったからな。これを見るまで忘れてたよ。それに発育しすぎだろ。三年でそんだけデカくなるって何を食ったんだ？　それじゃあ気付かなくてもしょうがないぞ」

「そ、そんなに変わってないよっ!!　そ、そりゃあまぁ、結構大きくなったけど……」

「なんの話してるんだ？　俺は身長の話を──」

「身長を発育なんて言い方しないよねっ!?　絶対、胸の事を言ったよねっ!?」

「んな事より、折鶴。ここへ来た理由はそれだけじゃないだろ？」

「うん！　昨日の戦いで気付いたと思うけどさ！　私、すっごく強くなったと思うよ！　力試だめししたい！　だから勝負しようよ、勝負っ！　一ひと太刀たち、当ててみせるからっ！」

「もう賭けは無効のはずだが。ま、しょうがねぇな。食後の運動だ。付き合ってやるぜ」

　海斗が立ち上がり、折鶴が刀へ手を添そえる。

「行くよ、海斗君っ！」

「ああ、いつでもいいぜ！」

　晴天が広がる日曜のお昼。

　東とう都と新しん島とうの高台にある寮の屋上で、二つの風が縦じゆう横おう無む尽じんに走り抜ぬけた。







　あとがき




　こんにちは、天あま音ねマサキです。

　本作『チート先生の挑発』を手に取っていただき、誠まことにありがとうございます。このご恩は面おも白しろい話を書くことでお返しできたらと思います。

　さてあとがきです。前作のあとがきでも苦労しましたが、あとがきって本当に大変です。何を書いたら良いのか分かりません。今作は真面目まじめな作品ですので、ふざけたことをダラダラと書くのは違ちがう気がします。

　え？　主人公が女の子の体形をいじる作品のどこが真面目かって？　私がファミレスで「どうやって主人公に胸のことをいじらせるかなぁ」と大真面目に考えているので真面目なんです。

『チート先生の挑発』ですが、私が言いたいことは一つです。

　……今後、どうしよう……。

　多少バトル要素のある本作。王道展開では主人公がピンチになり大逆転等がありますが、この主人公がピンチとか想像できないです。彼はそのぐらいチートです。今後もどんどんチートが進行していく構想なのに……手が付けられません。

　ならばヒロインたちにピンチになってもらいましょうか。服がボロボロになり露ろ出しゆつが激しく──あ～、イラストが楽しみですねっ！




　最後になりますが謝辞を。

　数々の助言をしてくださった担当のＳさん。Ｓさんのご助力があり『チート先生の挑発』を一つの形にする事ができました。本当にありがとうございます。

　素す敵てきなイラストを描えがいてくださったｏｓａさん。素敵すぎて私が使用するデータ端たん末まつは全すべてが同じ物になっております。本当にありがとうございます。

　そしてこの本に携たずさわってくださった皆みな々みな様さま。なにより本書を手に取っていただいた皆々様方に多大なる感謝を。




　またお逢あいできる事を祈いのって──。





二〇一四年十二月　天音マサキ　　


















カバー・口絵・本文イラスト／ｏｓａ

カバー・口絵・本文デザイン／AFTERGLOW










チート先せん生せいの挑ちよう発はつ








天あま音ねマサキ
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